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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　千ち景かげには大切な友達がいる。小さな角を持つ、優やさしい鬼おにの子だ。

　日が暮れるまで二人で山を駆かけまわって遊んだこと。よじのぼった木の幹の逞たくましさ。届きそうで届かないあけびの実。いまでも千景は色いろ鮮あざやかに思い出す。




　明日あしたも明後日あさつてもその次も、いつまでも友達だ。

　二人でそう誓ちかい合ったのを、巽たつみは覚えているだろうか。

　人が鬼を殺し、鬼が人を殺す、そんな世の中になったいまでも、あの約束を。







　桜の舞まい散る石段を、参拝者が下りていく。

「お気をつけて」

　千景は竹ぼうきを使う手を止め、十徳姿の背中に声をかけた。

　山間の神社だ。夜の訪おとずれは里よりも早く、境けい内だいにはすでに夕ゆう闇やみが忍しのび始めている。

　参拝者の姿はもう見当たらず、千景と同じ浅あさ葱ぎ色いろの袴はかまをはいた神職たちが、拝はい殿でんへ続く石いし畳だたみを掃はき清めたり、手水ちようず舎の柄ひ杓しやくを整えたりしている。

　境内の六方に置かれているかがりに火が入ると、ぐっと夜が近くなったような気がした。

　拝殿のすぐ後ろには山が迫せまっているので、獣けもの避よけのかがり火は欠かせない。火ほ影かげに見入っている間にまた桜の花が散り、石畳に淡あわ雪ゆきのように降り積もっていく。

「きりがないな」

　誰だれかが洩もらした呟つぶやきに「本当に」と返し、千景はほうきの柄えを握にぎる手を動かした。

　江え戸どから明めい正せいへと元号が変わり、数年が経たつだろうか。江戸の町は仰ぎよう々ぎようしくも帝てい都とと呼ばれるようになったが、都から遠く離はなれた山村の地では江戸も明正も変わらない。

　あかりは行あん灯どんか提ちよう灯ちんで、暖をとるのは火ひ鉢ばち。畑で作った蔬そ菜さいを食し、獣けものを追い払はらうのに、かがり火や松明を使う。神職だからこその営みなのかもしれない。十一の齢よわいからこの神社で暮らしている千景にはよく分からない。

　ただの下働きから見習い神職、そして神職となり、千景は二十五になった。

　遊びたい盛りだろうと小こ突づかれることもあるが、里へは数百の石段を下りなければ辿たどり着けず、よほどの用でもない限り、億おつ劫くうだ。ほとんどの神職や見習いたちが、この神社で寝しん食しよくをともにしている。

　不意に獣の遠とお吠ぼえらしき声が聞こえ、千景の傍かたわらにいた弥や彦ひこが息を吞のむ。

　弥彦はまだ十五。千景が弟のように可愛かわいがっている見習い神職だ。麓ふもとの村の生まれだというのに度を超こした怖こわがりで、こんなふうに獣の声がするだけでびくっと肩かたを跳はねさせる。

「弥彦。心配ありませんよ。あれはきつねです」

　里や町の暮らしは知らないが、獣の声なら聞き分けられる。ここよりもずっと深い山のなかで育った千景には、獣の遠吠えは身近なものだ。

「きつね？……ああ、きつねですか」

　弥彦が安心したように息を吐はき、照れたように白びやく衣えの首をかく。

「千景どのはお詳くわしいんですね。僕は獣の声なんてさっぱり分かりません。それにこうもいろいろ起こっては、葉っぱが揺ゆれる音でもびっくりしてしまいます」

「確かに……そうかもしれませんね」

　千景はほうきを使う手を止め、拝殿に迫る山を仰あおぎ見た。

　ここのところ、村では不ふ穏おんな出来事が続いている。

　二月ほど前に、村の外れで巡じゆん礼れい者が殺されたのが始まりだっただろうか。

　いったい誰がと思っていると、今度は村の娘むすめが行方ゆくえ知れずになり、十日ほどして崖がけの下で死んでいるのが見つかった。その娘を捜さがす十日の間には樵きこりが殺されているし、つい先日も山菜を摘つみに山へ入った年寄りが殺されている。

　──鬼の仕し業わざじゃねえのか。

　村人のなかにはそんなことを口にする者が増えてきた。

　どうやら弥彦も彼らと同じことを思っていたらしい。周囲を見まわしたあとで唾つばを飲み、「やはり鬼でしょうか」と怯おびえた眸ひとみで千景を見上げてくる。

「まさか」

　千景は苦く笑しようすると、再びほうきを動かした。

　里の三方を深い山が囲っているせいか、この辺りには昔から鬼が棲すむと言い伝えられている。

　頭には牛を思わせる二本の角。人よりも二回りも三回りも大きな体を持ち、髪かみを振ふり乱して牙きばを剝むく。人を食くらい、生き血を飲んで生きているのだとか。

　だから大人は子どもたちに「日暮れたあとは外で遊んではいけない」「知らない人についていってはいけない」「夜はさっさと床とこにつくように」と口を酸すっぱくして言い聞かせる。千景も神社へ来たばかりの頃ころ、宮ぐう司じや宮司の補ほ佐さ役にしつこいほど言い含ふくめられたものだ。

「弥彦。この村の鬼の話は、子どもたちを大人しくさせるための作り話だと思いますよ。もし本当に鬼がいるとしたら……そうですね、弥彦のようにちょっと怖がりで、べそっかきな鬼でしょうか。もちろん角がある以外は人とおんなじ姿です」

「えっ、千景どのは鬼を見たことがあるのですか？」

「さあ、どうでしょう。私は弥彦よりも少し長く生きていますからね。前に暮らしていたところも、ふかーい山のなかでしたし」

　適当にはぐらかして、ふふふと笑ったのが気に入らなかったらしい。弥彦は噤つぐんだ唇くちびるを尖とがらせると、上目づかいに千景を見る。

「千景どのは僕を子ども扱あつかいしないと気が済まないんですね。僕はこれでも村育ちですから、この山の鬼たちのこわーい話はたくさん知ってます。それに村のなかには、鬼を見たことがある人だってたくさんいるんですよ？」

　弥彦はそう言って、鬼を見たという村人の名を指折りあげていく。

　村でも有名な大酒飲みとほら吹ふきばかりだ。思わずくすっと笑った千景を、弥彦がぱちぱちと瞬またたきながら見つめる。

「どうして笑うのですか？　もしかして千景どのは鬼というものが怖くないのですか？」

「あ、いえ、怖いですよ。怖いに決まっているじゃないですか」

　咄とつ嗟さに否定したものの、実はまったく怖くない。人を食らう鬼も、生き血をすする鬼も知らないからだ。巡礼者と村の娘を殺あやめたのも、鬼ではなく人の仕業だろうと思っている。だけどそれを言ってしまうと、村人を疑うことになってしまう。

　ふと目を伏ふせた千景をどう思ったのか、弥彦が神しん妙みような顔つきで千景の耳に唇を寄せてくる。

「千景どの。帝都のほうでは悪あつ鬼きと呼ばれる者たちが、とてつもない悪行を働いているらしいですよ」

「ああ、それは私も知っています」

　山間の地に暮らしていても、都の話は行商人や巡礼者が聞かせてくれる。

　江戸最後の将軍が病に倒たおれた頃からだろうか。『悪鬼』という言葉が頻ひん繁ぱんに参拝者の口に上るようになった。

　都を騒がす悪鬼たちは、平生は角を隠かくしているらしい。だけどひとたび夜がふけると、押し入りを働き、金品や娘を奪うばう。ときには人に手をかけることもあるのだとか。彼らはとてつもなく頑がん強きような体を持っていて、人ではとても敵かなわないと聞いている。

　参拝者たちが尾おひれをつけて語っているだけなのかもしれないし、千景が信じたくないだけかもしれない。千景が知っている『鬼おに』とは違ちがう。

　ただ、人ひと斬ぎりならぬ鬼斬りが許されるようになったので、都を騒がすそれらも『鬼』と呼ばれるものなのだろう。鬼の首には賞金がかけられ、にわか鬼斬りが増えたのが幕末だ。

　明正に元号が変わってからは鬼斬りは禁じられたが、かわりに『鬼おに討とう伐ばつ隊』というものが組織されている。

　相そう馬まという気き鋭えいの元鬼斬りが結成した集団だ。鬼と見まがうほど屈くつ強きような体つきをした男たちの集まりらしい。悪鬼を斬るのは鬼討伐隊にしか許されておらず、番所ですら悪鬼を捕とらえた際には、その身み柄がらを鬼討伐隊に引き渡わたすと聞いている。

「そりゃあもう強いのなんのって。どんな悪鬼でも刀一本でぶった斬るんですからなぁ」

　いつだったか、悪鬼に襲おそわれかけたことがあるという行商人から語られたことがある。

　男の口調には興奮と羨せん望ぼうが入りまじっていて、千景は曖あい昧まいに微笑ほほえむことしかできなかったのだが──。

　鬼討伐隊は正義という大義名分を掲かかげて、殺さつ戮りくを繰くり返しているだけではないのか。

　悪鬼というものを知らない千景には、そう思えてしようがない。

　いったいいままでどれほどの悪鬼を斬ってきたのだろう。悪人ならばまずは番所へ連れていかれるのに、悪鬼にはなぜその場での一刀両断が許されているのか。斬り捨てた悪鬼が、実はただの鬼だったことはなかったのだろうか。

　千景にとっては鬼よりも鬼討伐隊のほうが恐おそろしいし、そんなものがまかりとおっている世の中も恐ろしい。いったい何を思って新政府は鬼討伐隊を支し援えんしているのだろう。それともこの世には人も鬼もいていいじゃないかと思う千景のほうがおかしいのだろうか。

　だけど村や都を襲っている凶きよう事じを考えると、迂う闊かつにそんなことは口にできない。

「一刻も早くこの村も都も落ち着くといいですね」

　障さわりのない言葉を口にしたとき、麓のほうから警けい鐘しようが打ち鳴らされるのが聞こえた。

　はっと息を吞み、弥彦と揃そろって石段へ向かう。

　石段がある南側からでないと、村を見おろすことができない。警鐘が鳴らされるのは、火が出たとき、大きな獣が出たとき、大きな事件が起きたときだ。

「いったい何事でしょう。火事のようには見えないですね」

　弥彦とともに目を眇すがめてみたものの、暮れかけのせいでどうにも見通しが悪い。そうこうしているうちに、他ほかの神職たちも不安げな顔をして石段に集まってきた。

「皆みなさん、お静かに。慌あわててはなりませんよ」

　宮司の補佐役をつとめている神職の風かざ間まが皆を見まわして言ったが、ざわめきは静まらない。「誰だれか麓ふもとへ下りるしかなかろう」「よし、ならばあかりの支し度たくを」と交かわしているさなか、ひとりの男が石段を駆かけのぼってくるのが見えた。

「あれはもしかして徳とく市いちさんでしょうか」

　目を凝こらした風間が、村むら頭がしらのところの若い使用人の名を口にする。徳市は肩で大きく息をしながら、「八や重えさんが──」と喘あえぐように叫さけんでいる。

　八重というのは村頭の末の娘の名だ。弥彦とそう変わらない年とし頃ごろだったように思う。

　千景たちは急いで石段を駆け下りると、石段のなかほどで息も絶え絶えになっている徳市を抱だきとめた。

「八重さんが帰ってこねえんです。どうか皆さま、お助けを──」

　徳市は汗あせと涙なみだにまみれた顔で千景たちにしがみつくと、おいおいと泣いた。







「おおーい、見つかったかー」

「いねえー。そっちはどうだー」

　日が落ちた山間に、村の男たちの声がこだまする。

　誰もが片手に松明たいまつを、片手には長い棒を持っていて、手当たり次し第だいに茂しげみを探さぐっている。顔に当たる枝葉をへし折る音。いくつもの足が朽くち葉を蹴け散ちらす。

「くそ、蟒蛇うわばみか」

　男のひとりが吐はき捨て、黒く長いものを放ほうり投げた。弧こを描えがいて飛んでいく影かげに、弥彦が「ぎゃっ」と悲鳴を上げ、千景の作さ務む衣えの腕うでを摑つかんでくる。

　──八重を捜さがしたいから、ひとりでも多くの男手が欲しい。

　息せき切って神社へやってきた徳市は、村頭からの伝言を預かっていた。

　宮司と神職数人を残して、千景たちはすぐに作務衣に着き替がえて麓へ下りたのだが、知らせを受けたときにはすでに暮れかけていたのである。山やま狩がりが決行されたのは、陽ひが沈しずみきったあとだった。

（今夜中に見つかればいいけれど……）

　夜の山に竦すくむ見習い神職たちを引き連れて進んでいると、不意に肩かたを押された。

　松明を掲げた村の男が、千景たち一団をじろりと見まわしている。

「神職さんたちよ。怖こわいのは分かるが、固まってねえで散らばってくれると助かるんだがな」

「……すみません。気をつけます」

　すかさず謝ったものの、男は千景の顔を松明で照らすと、嫌いやなものでも見たかのように眉まゆをひそめる。追い越こし際に「まともな男を寄よ越こせってんだ」と吐き捨てたのが聞こえた。

　千景の容姿が気に入らなかったのだろう。千景の髪は亜あ麻ま色いろで、眸ひとみも似たような色をしている。肌はだも白いので脆ぜい弱じやくに見られがちだ。神職たちはとっくに見慣れているようで何も言ってくることはないが、村人からはいまだに「あんた、異人さんかい？」と訊きかれることがある。

「千景どの。気にしてはなりませんよ」

　男の背中が見えなくなってから、弥彦がぐっと千景の袖そでを引く。

「ありがとう。気にしませんよ」

　千景は自分の胸をとんと叩たたくと、松明を掲げた。

「方々へ散りましょう。これでは村の方たちの足手まといになってしまいます」

「は、はい」

　鬼が棲すむといわれている山のなかだ。頷うなずく声は返ってきたものの、炎ほのおにあぶられた幾いくつもの眸は戸と惑まどいと恐れに揺ゆれている。千景たちをまとめなければいけない年長の風間も、強こわ張ばった表情で押し黙だまっている。

「では私はあちらを」

　誰も動こうとしなかったので、千景は松明のあかりで右手をさした。それを受けた風間がわずかな逡しゆん巡じゆんののち、「では私はこちらを」と左手を示す。

　右と左に別れてしばらく行ったとき、ふいにきつねの遠とお吠ぼえが響ひびいた。

　またもや弥彦が「ぎゃっ」と悲鳴を上げて、千景に縋すがりついてくる。

「弥彦、言ったでしょう。あれはきつねです。怖いものではありません」

「ですが……」

　言いかける弥彦を遮さえぎるように、今度は別の獣けものの遠吠えが響く。

　最初の遠吠えはきつねで間ま違ちがいない。二度目のこれは山犬だろうか。足を止め、耳をそばだてる。

　だが遠吠えはいつまで経たってもやむことはなく、いつしかたくさんの獣たちが鳴き交わすようになった。こだまがこだまを呼び、どこで何が鳴いているのかも分からない。ガァオオともウォオオとも聞こえる声が折り重なり、夜の山間にとどろく。

「お、おい。何なんだよ、どうしたんだ」

　先を行っていた村の男たちの背が強張り始めた。

　獣の遠吠えに交じり、人の笑い声のようなものが聞こえてくるのは気のせいだろうか。

　獣たちが鳴き交わす声がうるさすぎてよく聞き取れない。だけどきっと村の男たちも千景と同じものを聞いたのだ。怯おびえを表すかのように、いたるところで松明の炎が揺れ始める。

　夜の山には何が潜ひそんでいるか分からない。

　人、獣、そして──。

「鬼……鬼じゃねえのか」

　ひとりの男が呻うめくように言ったのを機に、見えない動どう揺ようがざあっと広がった。

　もしかして村の男たちも、鬼という言葉を無理やりに吞のみ込んで山狩りに臨のぞんでいたのかもしれない。ひとり、またひとりと後ずさりし始めた。

「ととと討伐隊を呼んだほうがいいんじゃねえのか、おい」

「何言ってんだ、ここは俺らの山だろ。人の肉を食くらう鬼なんていてたまるか」

「そんな鬼じゃねえ、都を騒がしてる悪あつ鬼きのほうだ。きっと都から流れてきた悪鬼が、この山にねぐらを作っちまったんだよ。八重さんをさらったのは悪鬼の仕し業わざに違いねえ」

「よせ、村頭の前でなんてことを言うんだ」

　男たちが言い争うなか、目の前の叢くさむらが激しく揺れた。「ひぃ」と叫んだ男が尻しり餅もちをつき、松明を取り落とす。

「おめえ、何やってんだ。こんなちいせぇ叢に鬼が隠かくれてるわけがねえだろ」

　傍かたわらの男がすかさず松明を拾い上げたものの、叢を覗のぞこうとはしない。

「お前が行け」「いや、お前が」と小こ競ぜり合いが始まったので、千景は団子になっている男たちをかき分け、前へ出た。

　前まえ屈かがみになり、叢に松明の炎を近づける。

　草の隙すき間まから、らんと輝かがやくふたつの眸が見えた。残念ながらこれは人のものではない。

「いたちですね」

　千景は棒の先を叢に突つっ込むと、追い立てるように動かした。ガサッと大きな音がして、思ったとおりの獣が男たちの前に飛び出す。

「あ──」

　薄うすい茶色の毛に覆おおわれた小さな体。

　いたちなどめずらしくもなかったが、千景は啞あ然ぜんとしてそれを見つめていた。男たちも息をつめた様子で凝ぎよう視ししている。

　いったい誰の──たぶん男のものだ。太くて逞たくましい、腕うで。

　いたちは小さな口にしっかりと、誰のものか分からない片腕を咥くわえていた。

　生気のないそれを引きずりながら、暗がりのほうへ歩いていく後ろ姿。獲え物ものが大きすぎて走ることができないらしい。いたちに前を横切られた男が飛びのいたのを機に、遠吠えよりも大きな悲鳴が四方から[image: ]ほとばしる。

　そこからは阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒さわぎとなり、山狩りは何ひとつ手がかりを得ることなく終わった。







「う……」

　朝あさ餉げの席で、神職のひとりが青ざめた表情で口くち許もとを押さえる。

　山狩りからすでに五日が経とうとしているが、神社ではいまだに具合を悪くしている者が多くいる。死人の腕など見てしまえば仕方のないことかもしれない。手水ちようずのほうへ駆けていく後ろ姿を見送り、千景はうつむきがちに白飯を口に運ぶ。

　番所が調べたところ、あの腕は行商の男のものだと判明した。山狩りの翌日に、片腕のない行商人の死体が見つかったのだ。異国のめずらしい宝ほう珠じゆや織物を売り歩いている男で、数日前には神社にも立ち寄っている。境けい内だいでの商あきないはご法はつ度とだが、神職たちを相手にこっそりと品物を広げていたので、千景もよく覚えている。

　しかし八重の行方ゆくえは依い然ぜん分からない。

　山狩りがあのような形で終わってしまったので、村頭もさすがに村人たちに二度目を頼たのむようなことはしなかった。勝手に動かぬようにと番所に釘くぎを刺さされたせいもある。それならば鬼討伐隊の力を借りたいと番所を通じて届け出たようだが、当の討伐隊は遠えん征せいに出ていて、いますぐにとはいかないようだ。

　村ではあの日の山狩りを境に『山には悪鬼が潜んでいる』とまことしやかに囁ささやかれている。悪鬼という言葉に及および腰ごしになった番所の動きは鈍にぶく、里から近い山際ぎわを探さぐる程度の探たん索さくしかしていないようだ。これでは八重を見つけるどころか、行商人たちを殺あやめた犯人を捕つかまえることも難しいだろう。

（ただの家出ならいいけれど……）

　千景は朝餉を終えると、拝はい殿でんへ向かった。

　山狩り以降、朝いちばんに必ず村むら頭がしら一家が祈き禱とうに訪おとずれる。千景は一日も早く八重が見つかり、平へい穏おんな日々が村に戻もどるように祈いのることしかできない。心を込めて拝殿の内を掃はき清め、玉たま串ぐしや神具を揃そろえていく。

　支し度たくを終える頃ころ、宮ぐう司じの顕けん正しようが風間を従えてやってきた。

　顕正宮司は齢よわい六十を超こえるものの、かくしゃくとしている。長年ここを守ってきた前の宮司が亡なくなってしまったので、山を三つほど越えた先にある神社からやってきた。異人のような顔立ちの神職など厭いとわれるだろうか……と最初の頃はびくびくしていたが、前の宮司と同じように千景に学ばせてくれるのでありがたい。

「そろそろ村頭の新しん條じようどのが来られるだろうから、粗そ相そうのないようにな」

「はい」

　千景は顕正に一礼すると、拝殿を出た。

　神職たちの仕事は日によって決まっており、今日の千景は社務所につめることになっている。

　社務所の周りを掃いていると、村頭の一家がやってきた。憔しよう悴すいしきった姿に胸をつかれ、千景は彼らが拝殿に向かうのを丁てい寧ねいに頭を下げて見送る。

　いったいこの村はどうなってしまうのだろう。参拝にやってくる村人たちの殺さつ伐ばつとした会話を耳に挟はさむたび、ぎゅっと胸が痛くなる。

　──鬼おになんか一いつ匹ぴきも残らず殺せばいいんだ。

　──いっそのこと山ごと燃やしちまうか。俺らの村もなくなるだろうがな。

　村を覆う不ふ穏おんな空気は濃こさを増し、見えないものへ向かう憎ぞう悪おばかりが大きくなっているような気がする。その憎悪が満ちたとき、どんなものが村を包むのか。

（怖こわいな……）

　そっと胸に手をやったとき、ばたばたとした足音とともに弥彦がやってきた。

「千景どの、ちょっとこちらへ」

「どうかしましたか？」

　尋たずねたものの答えはなく、弥彦は千景の腕うでを引いて石段のほうへ駆かけていく。

「見えますか？　ほら、あそこ」

　石段に辿たどり着くと、弥彦が指の先を隣となり村むらから続く道へと向けた。

　数百もある石段の頂上だ。道はくねった糸のようにしか見えない。それでもよくよく目を凝こらすと、糸のなかを黒い塊かたまりが進んでいるのが分かった。

「ああ、自動車でしょう。めずらしいですね、こんな田舎いなかの村に」

　一台、二台……と声に出して数えているうちに、車は村へ入ったようだ。途と中ちゆうで一度停とまったものの、すぐにまた動き出す。

　誰だれに用があるのだろう。そんなことを思っているうちに車はどんどんと近づいてくる。

　どうもこの神社を目指しているらしい。千景ははっとした。

「弥彦。顕正さまか風間さまに知らせてください」

「えっ」

「ご祈禱中でしたら、他ほかの神職でも構いません。早く」

　まごつく弥彦を追い立てている間に車が消えた。もうすでに石段の下に辿り着いてしまったのかもしれない。千景はごくっと唾つばを飲むと、袴はかまの脇わきを摑つかんで石段に駆け出した。

　複数台の車を使って訪れるなど、いったい何者なのか。

　答えはおおかた分かっていたものの、早くそれを打ち消したくて、転げるようにして石段を駆け下りていく。

　どうか、神さま──。

　しかし千景は、祈り半ばでそれと対面することとなった。

　朱しゆ色いろの大鳥居を背に、大勢の男たちが石段を駆けのぼってくる。

　村の男たちとは比にならない圧あつ迫ぱく感かんに気おされ、息を吞のむ。いったいどんな脚きやく力りよくをしているのか、指ほどだったそれは、千景が息をつめている間に等身となる。

　濃のう紺こんの揃いの出いで立ち、洋装の詰つめ襟えりに制せい帽ぼうだ。腰こしには黒い革かわのベルトを巻き、長い刀をさしている。

　当然足あし許もとは草ぞう履りでも下げ駄たでもなく、たぶんブーツと呼ばれるものだ。裏に鋲びようでもついているのか、彼らが駆けるのをやめて千景のほうに向き直る、たったそれだけの動きで足許の石がこそげるような音がした。

「鬼討伐隊だ。予定よりも早くに遠征先での仕事を終えたゆえ、立ち寄った。村頭の新條どのがこちらにおいでと聞いている。違ちがいないか？」

　先頭の男が千景に歩み寄る。「は、はい、確かに」と答えると、男は目礼を返し、後続の隊員たちを引き連れ、再び石段を駆けのぼっていく。

　彼らが生み出す一いち陣じんの風が千景の前まえ髪がみを散らした。風にも突とつ先さきの鋭するどい刃やいばが潜ひそんでいるようで怖い。端はしへ避よけるつもりが避けすぎてしまい、よろける。ぐっと踵かかとに力を入れて踏ふん張ったものの、結局濃紺の一団が通りすぎたあとに尻餅をついてしまった。

　すぐに立ち上がる気にはなれず、呆ぼう然ぜんと袴の膝ひざ辺りを見つめる。

　ついに鬼討伐隊が村に来てしまった──。

　見たことのない討とう伐ばつ風景を想像し、歯の根が震ふるえる。あの刀でいったいどれほどの鬼を斬きってきたのだろう。恐おそろしい画えを振ふり払はらうために頭を振ったとき、視野の端に黒いブーツが入り込んだことに気がついた。

　先頭の集団とは離はなれて石段をのぼっていた討伐隊員がいたらしい。

　一歩二歩と千景に近づいてきた男が、濃紺の腕を伸のばす。目の前で開かれた手のひら。助け起こそうとしていると理解していいのだろうか。手のひらに走る皺しわのひとつひとつまで見つめてから、恐る恐る顔を上げる。

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが千景を見おろしていた。

　厳いかつい手の持ち主とは思えない、端たん整せいな顔をした美び丈じよう夫ふだ。真夜中を宿した眸ひとみ同様に、制服の襟えり足あしに散らばる髪かみも黒い。ただし、感情を窺うかがわせない醒さめた眼まな差ざしが、男に殺伐とした印象を与あたえている。　>>>♥

　ふと男が訝いぶかしげな目つきをした。

　あ、なのか、お、なのか分からない。薄うすい唇くちびるが声にならない呟つぶやきを刻み、醒めきっていたはずの双眸に、驚きよう愕がくともとれる感情の灯ひがよぎる。

　真正面から視線を交じらせたおかげで、いまさらながら気がついたということか。都には多くの異人が住んでいるようだが、この村で亜あ麻ま色いろの髪と眸を持つのは千景だけだ。

「異人ではありません」

　問われる前に日本の言葉で声にする。

　男は目を見開くと、しばし無言になったのち、「そうか」と言った。

「巫女みこさんよ。ひとりで立てるかい？」

「この神社に巫女はおりません。私は男、神職です」

　異人と間ま違ちがわれた挙句、女にも間違われたということらしい。差し出された手を取らずして立ち上がると、男は唇の端を持ち上げる。どこか満足げな表情を見て、間違ったのではなく戯たわむれで、それも千景を怒おこらせるために言ったのだと気がついた。

　男はその表情のまま背を向けると、あっさりと石段をのぼり始める。

　先の集団はすでに境けい内だいに辿り着いたようで、ここからはもう見えない。

「お待ちくださいっ、敷しき地ち内での佩はい刀とうは禁じられております」

　本来ならばまっさきに言わなければならないことをいまになって叫さけびながら、千景は慌あわてて男を追った。







　宮司と神職たちが寝ね起おきしている棟むねには、客人用の座ざ敷しきがある。少しの客ならば社務所の奥で応接するので、この座敷を使うことは滅めつ多たにない。そんなところに十人以上の討伐隊員がずらりとあぐらを組んでいるさまは、異様な光景だった。

　千景とそう歳としの変わらない隊員もいれば、四十に近そうな隊員もいる。見上げるような長身に広い肩かた幅はば、がっしりとした体たい軀くと骨太い手は、皆みな共通だ。千景のように色白で細い体つきをしている者はひとりもいない。

（これで頭に二本の角を生やせば、立派な『鬼』だな……）

　そんなふうに思うのはたぶん千景だけだろう。村むら頭がしらは彼らの到とう着ちやくを涙なみだを流さんばかりに喜び、八重がいなくなった経けい緯いを細やかに語っているし、神職たちも「よかった。これで村は元に戻もどりますね」と口々に言っては、胸むねを撫なで下ろしている。

　茶を運んでいる最中に知ったのだが、千景に手を差し伸べてきたあの男、彼こそが鬼討伐隊をまとめている隊長の相馬慶けい一いち郎ろうだった。

　てっきり四十に近い男が隊長だと思っていたので驚おどろいた。相馬は二十になる前に討伐隊を結成したと村頭に語っていたので、もしかしたら千景よりも少し年下なのかもしれない。その若さで気き鋭えいの鬼おに斬ぎりだったとは世も末だ。

　こういうときは何も考えないほうがいい。千景は座敷に茶を運び終えると、襖ふすまに張りついて聞き耳を立てている神職たちには交じらず、境内に向かった。竹ぼうきを握にぎって、一心不乱に花びらの海を掃はき清めていると、少しずつ鼓こ動どうが緩ゆるやかになっていく。

　しばらくして、顕正宮ぐう司じに見送られながら、石段のほうへ歩んでいく村頭一家の姿があった。

　どうやら討伐隊の聞き取りは終わったらしい。番所は頼たよりにならないのだから、討伐隊の到着は村にとっても村頭一家にとっても喜ばしいことだ。そんなふうに無理やり気持ちを整えながら花びらを掃いていると、風間がやってきた。

「ああ、千景どの。こちらでしたか。討伐隊の皆さまが山やま狩がりの様子を聞きたいそうですので座敷へ行ってください」

「えっ、山狩りのことでしたら村頭もご存じですし、風間さまだって──」

「ひとりずつお話を伺うかがいたいそうですよ。いまは弥彦がお話ししています」

「…………」

　またもや彼らを前にしなければならないのかと思うと、憂ゆう鬱うつになった。渋しぶ々しぶと竹ぼうきを立てかけ、寝しん所じよのある棟へ向かう。

　廊ろう下かを歩いていると、ちょうど座敷から弥彦が出てくるのが見えた。

「どうぞ。千景どのが最後です」

　弥彦はにっこり微笑ほほえむと、閉じかけの襖をそのままにして、千景に譲ゆずる。仕方なく「失礼いたします」と断り、座敷に入った。

「神職の千景と申します」

　彼らから正面となる場に膝を揃そろえて頭を下げると、「うむ」と目の前の男が頷うなずく。

「山狩りの際に気がついたことがあれば教えてほしい。どのようなことでも構わん」

　千景が最後なら、他の神職や見習いたちがすでに話してしまっているだろう。獣けものの遠とお吠ぼえが尋じん常じようでなかったことや、人の笑い声のようなものが聞こえたこと、いたちが人間の片かた腕うでを咥くわえていたことを話す。思ったとおり、討伐隊員は驚くこともなく、重ねて問うこともしない。

　これで終わりだろうなと思っていると、いきなり不ぶ躾しつけな問いを投げられた。

「千景といったな。お前、生まれはどこだ」

　声がしたほうに顔を向けると、相馬だった。あぐらを組んだ足に頰ほお杖づえをつき、千景を見ている。

「ここではない地の……山寺でございます」

「坊ぼう主ずの息子むすこか？」

「いえ──」

　どうしてこんなことを訊きかれなければならないのだろう。ふつと芽生えた苛いら立だちのまま相馬を見返したものの、答えが持つ憂うれいに負けてしまい、結局は畳たたみに視線をさまよわす。

「私は親なし子でございます。父の顔も母の顔も知りません。赤子の頃ころに、ある山寺の住職に拾われ、そのまま住職のもとで暮らしておりました。十一の頃に、この神社の前の宮司と縁えんができ、当時の宮司が亡なくなったいまでも、この神社でお世話になっております」

　ひとつ息を吐はき、あらためて相馬を見る。

「私の出自と、先の山狩りの間に何か関係があるのでしょうか」

　あるわけがないと分かっていることをあえて訊いたのは、相馬を責める気持ちがあったからだ。このような場で尋たずねることではないだろう、と。

　だが相馬は詫わびるどころか、平然と首を振る。

「関係などあるはずがないだろう。男のわりには別べつ嬪ぴんだったから気になっただけだ」

　思わず眉まゆをひそめた千景を置き去りに、周囲で笑いが起きる。「ああ、確かに」と誰だれかが言うと、笑う声はいっそう大きくなった。隊を成していてもしょせんは鬼斬りの集まり、堅かた物ぶつはいないらしい。「もう仕事に戻っていいぞ」と相馬ではない男が笑い顔で言う。

　千景は屈くつ辱じよくに震える息を吐きつつも、立ち上がろうとはしなかった。

「お尋ねしたいことがございます」

　笑いをかき消すほどの声で言い、相馬のほうに体を向ける。

「村で起こっている一連の出来事は、鬼おにの仕し業わざだとお思いですか？」

　鬼という言葉に座敷は一いつ瞬しゆんにして静まり返った。

　相馬もまた顔つきを厳しいものにし、千景を見る。

「それはまだ分からぬ。鬼の仕業かもしれぬし、人の仕業かもしれぬ」

　鬼斬りとはいえ、村人よりは冷静な目を持っているらしい。

　少し意外だったが、安あん堵どできるほどではない。

「もし人の仕業だったならどうされるのでしょう」

「捕とらえて番所に引き渡わたす。我らは人を裁く立場ではない」

「では、鬼の仕業だったなら？」

「分かりきったことを」

　相馬ははっと笑うと、座敷の片かた隅すみに視線をやった。そこには彼らの刀が置かれている。本来ならば石段の下の大鳥居をくぐる前に外してもらわなければならなかったものだ。相馬たちは神職が刀を預かることを拒こばみ、結局座敷に入るまで腰こしに下げていた。

「悪あつ鬼きならば斬きる。それが我ら討伐隊の仕事だ」

「斬る、のですね」

「ああ、斬る」

　逡しゆん巡じゆんのない答えに、千景は目め許もとを歪ゆがませた。

　悪人ならば詮せん議ぎにかける。悪鬼ならば斬る。その違ちがいはいったい何なのか。まるで害がい獣じゆうのような扱あつかいではないか。

「お前、俺たちが悪鬼を斬るのが得心いかないようだな」

　表情から読まれてしまったらしい。相馬が眇すがめた目で千景を見る。

　少しためらったものの、正直に「ええ」と答えると、相馬は立ち上がり、わざわざ千景の真正面にやってきた。

　ぬっとかかる大きな影かげ。相馬は千景を覗のぞき込むように片かた膝ひざをつく。

「人よりも強きよう[image: 靭]じんな肉体を持つ異形の者、それが鬼だ。この辺りの土地では、人肉を食くらうだの、生き血を飲むなどと伝えられているようだが、そんな鬼は説話のなかだけだ。食うものは人と変わらぬ。知ち恵えもある。問題は先に言ったとおり、人よりも強[image: 靭]な肉体を持っているということだ」

「そんなにも強いのですか……？」

　千景が訊くと、相馬は唇くちびるの先だけで笑い、手指の骨を鳴らしてみせる。

「お前のような細首ならば、素す手ででへし折れるだろうな」

　節くれの目立つ大きな手だ。きっと千景の首にまわりきる。

　目の前の相馬こそ鬼のように見え、ぞっと鳥とり肌はだが立った。

「もちろん幼い鬼は人の子とそう変わらない。お前のようにか弱げな女の鬼もいる。だが人にも悪人がいるように、鬼にも悪鬼がいる。悪党さながらの鬼は、身体能力が高いゆえ、人間の悪党よりも脅きよう威いとなる。すなわち、我らのように鬼と違わぬ肉体を持った者でないと、悪鬼は倒たおせない」

　身を硬かたくしている千景には構わず、相馬は言葉を続ける。

「なぜ悪鬼の多くが都に出しゆつ没ぼつするのか考えたことがあるか？　都には人の世の快楽が集つどっているからだ。しかし都には我ら討伐隊の本ほん拠きよ地ちがある。それを厄やつ介かいに思う悪鬼たちが、このような山里で悪さを働く。だが我らには都も山里も関係ない。人の世を守るためには悪鬼は粛しゆく清せいしなければならないものだ。だから斬る。迷いはない」

　本当に迷いはないのだろう。滾たぎった双そう眸ぼうが目の前にある。

「しかし、角を折っている鬼もいると聞いたことがあります。鬼が人のふりをするように、人が鬼のふりをすることもあるのではないのですか？」

「お前、我らが鬼と人を間ま違ちがうことを懸け念ねんしているのか？」

　相馬がつっと眉まゆ根ねを寄せる。

　顔つきに凶きよう悪あくさが増し、あやうく尻しりだけで後ずさりそうになった。それをなんとか抑おさえ、気き丈じようにも相馬の眸ひとみを見返す。

「角はいちばんの目印でしょう。だけど角がなければ、強[image: 靭]な肉体しか人との違いはないことになります。いったいどのように見分けられているのですか？」

「見分けるために、我らは銃じゆうではなく刀を使っている。標的に遠くから狙ねらいを定めるような弱よわ腰ごしの真似まねはせぬ。昔の武士のように相手を見み据すえてからだ。悪鬼はそこらの悪人とはまた違う禍まが々まがしい気を持っている。お前も一度悪鬼に遭そう遇ぐうすれば、肌はだで感じ取ることができるだろう。我らは元より鬼おに斬ぎり。鬼と人を見誤ったことは一度たりともない」

　揺ゆるぎない眸で言われてしまい、得心するしかなくなった。

　だが相馬のほうは、問いかけを重ねた千景に危あやういものを覚えたらしい。隊員たちを振ふり向くと、強い声で指示をする。

「いますぐ村の者を一箇か所しよに集めろ。この神職のように悪鬼の粛清に疑問を持つ者がいるやもしれぬ。説いておかねば我らの仕事がやりにくくなる」

「はっ」

　隊員たちは相馬に応こたえると、すぐさま立ち上がる。影が一気に高みを増した。

　てんでに刀を摑つかんでは、座ざ敷しきを出ていく隊員たち。相馬もまた立ち上がる。

「お前、なぜそこまで討伐隊を拒む。もしや鬼に知り合いでもいるんじゃないだろうな」

　頭上高くから千景を見おろす相馬は、試ためすような笑えみを浮うかべている。

「いません、そんなものっ」

　千景は咄とつ嗟さに目を逸そらすと、胸むな元もとを強く握にぎりしめる。

　そこからはもう相馬から遠ざかることしか考えられなかった。

「いろいろとお答えくださってありがとうございました」

　かろうじて頭だけ下げると、相馬を見送ることなく座敷を飛び出す。

　胸が破れそうなほどに心臓が音を立てている。社務所に戻もどってもそれは鎮しずまることはなく、千景は幾いく度どとなく胸元を握った。







　神職として住み込みでつとめていても休日はある。

　たいてい千景は寝しん所じよの裏の畑で過ごすことが多いのだが、今日はどうしても山へ行きたかった。「春の菜を探してきます」と風間には言ったが、誰にも会わないところでひとりになりたかったのが本音だ。

「くれぐれも気をつけてくださいよ。いくら討伐隊の皆みなさんが来てくれたからといって、まだ安心はできないのですから。鬼笛は……持っているようですね」

「はい、ここに」

　千景は首からぶら下げている笛を手に取ると、ほんの少しだけ息を吹ふき入れた。

　ピィ、と鳥の雛ひなが鳴くような音がする。力いっぱい吹けば、声よりも遠くに届き、助けを乞こう音となる。山へ入るときはこの鬼笛を持つのが決まりだ。

「では行ってまいります」

　心配げな顔つきの風間に見送られ、千景は作さ務む衣えに背負い籠かごという出いで立ちで、境けい内だいの藪やぶから山へと踏ふみ入った。

　山のなかにはいまは使っていない古い社があるので、そこまではかろうじて道らしきものが続いている。天を衝つくようにそびえている竹の、涼すずやかな葉は擦ずれの音。いくつか若い筍たけのこを見つけ、千景はさっそく片手用の鍬くわを使って掘ほり出した。

　古い社を過ぎる頃ころには竹林は姿を消し、辺りは太い幹を持つ木ばかりになる。

　人が滅めつ多たに踏み入らない場所なのでもう道はない。朽くち葉や根っこに足を取られてしまわないよう逞たくましい枝につかまりながら、先へと進む。

　千景は山が好きだ。

　山のなかにいると、自分はとても小さな動物で、神さまによって生かされているんだとしみじみ感じる。だから元気をなくしたときは、元気を取り戻すために山へ行く。

　緑にまみれた空気を胸いっぱいに吸い込み、木こ漏もれ陽びが作る陰いん影えいの綾あやを眺ながめながらしばらく行くと、見晴らしのいい場所に出た。

　あてもなく歩きまわっているうちに、斜しや面めん側に辿たどり着いてしまったらしい。千景は背負い籠を下ろすと、いちばん強そうな木を選んでよじのぼり、太い枝の股またに腰をかけた。

「へえ……！」

　視野いっぱいに広がる風景を受け止め、思わず声が出る。

　隣となりの村も、そのまた隣の村もよく見える。神社の石段からの風景もなかなかのものだが、ここは絶景だ。

　おにぎりを作ってくればよかったな。そんなことを思いながら見み渡わたしていると、のどかな風景のなかに、影のように黒ずんで見える一角があった。

　千景の心がそう見せているのだろう。顔をしかめて目を逸らし、逸らしたあとでまた捜さがしてしまう。村にある唯ゆい一いつの宿、討伐隊が滞たい在ざいしている場所だ。ここからだと米こめ粒つぶのようにしか見えないが、横に長い建物なので間違いない。

　あの宿を拠きよ点てんにし、付近の山を探たん索さくすると知らせがあった。今日は村の男たちとともに邪じや魔まな木を伐ばつ採さいしたり、埋まい葬そう用の穴を掘ったりしているらしい。埋うめられるのはもちろん、近いうちに斬きられるであろう悪あつ鬼きの亡なき骸がらだ。想像するだけで血の気が引いていく。

（いつか人も鬼おにも一いつ緒しよに生活できる世の中になればいいのに……）

　千景は作務衣の胸に手を入れると、お守りとしてぶら下げている勾まが玉たまを取り出した。

　ずいぶん前から肌はだ身み離はなさずつけているものなので、怖こわいときや不安なときは胸元を握るくせがついてしまっている。

　新緑のように清い色をした勾玉。翡ひ翠すいというらしい。

　千景にこれをくれたのは、山寺で生活をしていたときのいちばんの仲良し、巽という名の男の子だ。

　いま思えば、千景の育った山寺は、身寄りのない子どもたちのための救済所のようなところだったのだろう。千景と同じように親のいない子たちが大勢暮らしていた。なかには母親と一緒に身を寄せている子どももいて、巽もそのひとりだった。

　どちらが先に山寺にいたのかは、幼すぎて覚えていない。ただ巽の母親は、いつも頭ず巾きんを被かぶっていて、どうしてなのだろうと不思議に思っていたのを覚えている。

　その母親が巽のことを「たっちゃん」と呼んでいたので、千景も自然と「たっちゃん」と呼ぶようになった。巽のほうが二つ年下だったから「たっちゃん」で相応ふさわしいだろう。そのくせ巽は「ちかげ」と呼び捨てだったのが可笑おかしい。

　顔立ちは女の子のようなのに、虫も蛇へびもへっちゃらな千景。

　顔立ちは男の子然としているのに、虫と蛇が大だい嫌きらいな巽。

　傍はたから見ればおかしな組み合わせだっただろうに、なぜか気が合って、千景は巽を連れてしょっちゅう寺の裏山で遊んでいた。虫や蛇と出くわすたびに半べそをかいて千景にしがみついてくる巽の姿は、いまでもよく覚えている。

　あの頃にも山には鬼が棲すんでいるといわれていたが、住職は千景たちが怖がるような話をしなかったので、何とも思っていなかった。

「この世には人もいる、獣けものもいる、鬼もいる。この世が人のものだと思うのは傲ごう慢まんだ」

　それが住職の口くち癖ぐせだ。もちろん、夕ゆう餉げの時間になっても山で遊んでいたり、山道でふざけていて怪け我がをしてしまったときには、こっぴどく叱しかられたが。

　春はいちごやよもぎを探したり、夏は渓けい流りゆうで蟹かにを捕つかまえて遊び、秋は木によじのぼってあけびをとる。移ろう季節のなかで巽とともに重ねていった思い出はたくさんある。

「ちかげは、髪かみも眸ひとみもおひさまの色なんだな」

　眩まぶしそうに目を眇すがめ、そんなことを言ったのも巽だった。

　巽は続けて、「俺のは真っ黒だからなぁ」と不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

　海を渡わたった向こうには、千景のような見た目の人がたくさん住んでいると住職から聞いていたけれど、寺にはいなかったので、巽がうらやましげにするのに驚おどろいた。

「いや、たっちゃん。黒いのが普ふ通つうだから。そっちのほうがいいよ」

　年上ぶってそんなふうに返したが、おひさまの色という言葉は、いまでも千景の胸のなかで光を放っている。たっちゃんがそう言ってくれるなら、この髪も眸も悪くない。初めて思えた瞬しゆん間かんだった。

　その巽が、ずっと表情を強こわ張ばらせていたことがある。

　油照りする夏の頃だっただろうか。沢さわで蟹を見つけてもはしゃがず、帰りの山道も押し黙だまったまま、千景のずっとあとをついてくる。

「たっちゃん、どうしちゃったんだよ。なんかあるんならちゃんと言いなよ」

「……何もない」

「ないわけないだろう。ぼくはうそつきは好きじゃない」

　言った千景を、巽はぎっとした眸で睨にらんでくる。

　殴なぐり合いの喧けん嘩かなら何度もしたことがあるし、負けたこともない。拳こぶしを作って身構えた千景と、唇をへの字に結んで睨みつけてくる巽。しばらくして巽が小鼻をひくつかせながら涙なみだをこぼしてきたので、千景の物言いに腹を立てて睨んでいたのではなく、泣くのを必死にこらえていたのだと知った。

「俺っ……角が、生えちゃったんだ……」

「角？」

　千景は自分の頭に手を持っていった。もちろんそんなものは生えていない。

　まじまじと巽を見る。目の周りも頰ほっぺたも涙まみれだ。噓うそを言っているようには思えない。

「どこ？」と訊きくと、巽がつっと千景の真ん前へやってきてうつむく。巽のほうが小さかったので、それだけでつむじの渦うずまでよく見えた。

　やわらかな黒くろ髪かみを、半信半疑の手つきでそっとかき分けると──、

「あっ」

　指の先に尖りが触ふれた。

　骨のようにも見えるし、肉のようにも見える。生えかけの角だったので、やわらかかったのかもしれない。土から顔を出したばかりの筍に似ていた。

「ほんとだ。角だね。じゃあたっちゃんは鬼だったの？」

　そういえば、巽の母親はいつも頭巾を被っている。

　なんだ、そういうことだったのか。ひとり得心した千景とは裏腹に、巽はさっと体を強張らせると、千景の前から飛びのいた。

「お、俺は……鬼なんだ。だからもう、ちかげとは友達でいられない」

「えっ、なんで？」

　当たり前の疑問を返すと、巽が怯ひるむ。

「な、なんでって……鬼だからだ」

「どうして鬼だったら友達をやめなくちゃいけないの？　いままでずっと一緒に遊んできたじゃない。ぼくはたっちゃんと明日あしたも明日の次も遊びたいって思ってるし、その次の日もまた次の日も遊びたいって思ってる。だって友達だから」

　一気に言ったあとで「なんで鬼だったら友達をやめなくちゃいけないの？」と同じことを問う。

　巽は鬼だからとはもう言わなかった。ただじっと千景を見つめたり、困ったように目をしばたたかせたり、草ぞう履りの先で小石を弄いじったりしている。

「ち、ちかげは……俺が鬼でも、友達でいられるのか……？」

「えっ、いられるでしょ。たっちゃんは違ちがうの？」

「いや、だって……角が生えちゃったから」

「知ってるよ。さっき見せてくれたじゃない」

「あ、うん……見せた、けど」

　巽はいよいよ困ったふうに顔をしかめたり、首を傾かたむけたりしている。いい加減千景も腹が立ってきて「はっきりしなよっ」と尖った声を出した。

「住職さまだって、この世には人もいるし、鬼もいるっていつも言ってるじゃないか。ぼくはたっちゃんが鬼だろうが人だろうが、どっちだっていい。たっちゃんがたっちゃんならずっと好きだし、ずっと友達でいたいんだ」

　筍たけのこのような角が生えたくらいで、終わらせてたまるか。そんな気持ちで「たっちゃんはどうなのさっ」と頭ひとつ分高い位置から問いつめる。

「お、俺も……ちかげとはずっと友達でいたいって思ってる」

　千景を見上げる黒い眸には、新しい涙が浮うかんでいた。

　穴が開くほど巽の顔を見つめながら、巽の言葉を胸のなかで味わう。

　つめ寄りながらもきっと怖かったのだ。これからも続くだろうと信じていた友達という関係が、いきなり終わってしまうことに。だから自然と、ふふふと笑い声が洩もれた。笑いながらも泣いてしまいそうになり、痒かゆいふりをして自分の耳をつねる。

「なんだよ、たっちゃん。早く言えばいいのに。ぼくと一いつ緒しよじゃないか」

「うん。一緒だった」

「じゃあ何も変わらないね。明日も明後日あさつてもその次も、たっちゃんと僕は友達だよ？」

「うん。明日も明後日もその次も、俺はちかげの友達で、ちかげは俺の友達だ」

「約束だよ？　ぜったいだからね？」

　しつこく念を押したあと、もう一度、角を見せてもらった。「痛くない？」と訊きながら触れてみる。どうも生え際ぎわはくすぐったいらしく、巽は身をよじってくつくつと笑う。

「どんな形になるんだろうね。かっこよく伸のびたらいいね」

「やだよ、俺は角なんかいらない。だけど大人になったら折ってもいいんだって。元気がなくなって早く死んじゃうみたいだけど」

「ええー、じゃあ伸ばしなよ。たっちゃんは優やさしいから、優しい鬼おにになると思うよ」

　巽は「優しい鬼かぁ……」とひとりごち、まんざらでもなさそうな顔つきで、生えかけの角に手を伸ばす。

「ちかげは強くて勇ましい人になりそうな気がする」

「そう？　なれるかな」

「なれるよ。いまでも強くて勇ましいから」

　強くて勇ましい。いい言葉だ。「うん」と頷うなずくと、巽もなぜか「うん」と頷く。

　そのあと「遊び直しだ」と千景が言い、日暮れる頃ころまで巽と山を駆かけまわって遊んだ。

　だけどいくら友達だと誓ちかい合っていても、いつまでも一緒にはいられない。巽よりも年長だった千景は、山寺が生しよう涯がい暮らす場所でないことに薄うす々うす気がついていた。

「俺……ここを出ることになった」

　巽がやはり強張った顔でそれを告げたのは、小雪が舞まう日の朝だった。

「ここからうんと離はなれた遠くの山に、鬼里があるんだって。そこで母さんと二人で暮らすことになった」

「鬼里……？」

　この世には人もいるし、鬼もいる。千景は当たり前のようにそう思っていたが、世間では人は人、鬼は鬼、と線を引くものらしい。最近では『鬼おに斬ぎり』という言葉まで聞こえてくるようになってきた。

　てっきりごはんを固めた『おにぎり』のことかと思いきや、鬼を殺すのを生業なりわいにしている人のことだと住職に教えられ、真っ青になった。住職たちはいま、無ぶ頼らいの鬼斬りに寺の地を踏ふみ荒あらされないよう、境けい内だいを囲う塀へいを作っている。

「遠くってどのくらい遠くなの？　無事に辿たどり着けそうなの？」

「あ、うん。どこまで行けばいいのかよく分からないけど、たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思う。冬は獣けものが少ないから、春や夏よりも危なくないって母さんが言ってたから……」

　もしかして巽の母が言う獣とは、鬼斬りのことも含ふくんでいるのかもしれない。

　雪山を越こえていくのは大変だろうが、恐おそろしい鬼斬りに遭あわずに済むのなら、冬に発たつしかないような気がする。

「そっか。寂さびしくなるね」

　千景はあえて素そっ気なく言うと、巽の背中を叩たたいた。

「たっちゃん、もっと嬉うれしそうな顔しないと。お母さんと二人で暮らせるんだろ？」

「だって俺、ずっとここにいたい……」

「何言ってんだよ。鬼里で暮らすんなら、お母さんはもう頭ず巾きんを被かぶらなくていいんじゃない？　たっちゃんだって角を折らなくて済むよ？　角を折らなかったら長生きできるんだろ？」

「それはそうだけど……」

　巽はいまにも泣き出しそうに目め許もとを歪ゆがめる。

　寂しい気持ちは痛いほど分かる。千景だって寂しい。だけどいつまでも子どものままではいられない。働き口を見つけて山寺を出ていく年長者を見て、千景はそう感じるようになっていた。

「たっちゃん、ぼくね、実はご奉ほう公こう先が決まりそうなんだ」

「えっ、うそ」

「まだちゃんと決まってないから、内ない緒しよにしてたんだ。ちょっとだけ遠くの町にある、小料理屋さん。たぶん今度の春が来たら、ぼくもここを出ると思うよ」

　咄とつ嗟さについた噓だった。異人のような容姿をしている千景のつとめ先はなかなか見つからず、住職は頭を抱かかえている。だけど巽を笑え顔がおで送り出したくて、見たこともない小料理屋のことをぺらぺらと語る。

「そっか。なんだ。ちかげもここを出るのか。隠かくすなんて卑ひ怯きようじゃないか」

　巽はごんごんと肩かたをぶってきたけれど、顔は笑っていた。別べつ離りというより旅立ち、それも二人して歩み出そうとしているのが分かり、ほっとしたのかもしれない。

「これ、ちかげにやるよ」

　出立の日、巽が千景に差し出したのが勾まが玉たまだった。真新しい紐ひもが通されている。

「母さんが生まれた山ではこういう石が採れるんだって。お守りにしてたけど、ちかげにやる」

「えっ、いいよ。大事なものだろう？」

「いいんだ。同じやつ、母さんがもうひとつくれたから」

　巽は着物の合わせ目を探さぐると、すでに首からぶら下げていた勾玉を取り出す。銀杏いちようの実のようにきれいな真緑が、冬の淡あわい光を吸い込む。お揃そろいの色形だ。

「ありがとう、たっちゃん。大事にする」

　千景がさっそく首からぶら下げると、巽が嬉しそうに笑った。

「ちかげ。小料理屋さん、がんばれよ」

「たっちゃんこそ、お母さんを大事にしなくちゃだめだよ」

「そんなのちかげに言われなくても分かってる」

　麓ふもとまで見送りに行きたかったけど、そんなことをしたら帰り道が寂しくなってしまう。千景は山寺の境内で、他ほかの子どもたちと一緒に巽を見送った。

　いつしかふたつの人ひと影かげは緑にまぎれ、手を振ふり返してくる巽の姿も途と切ぎれ途切れになってしまう。たまらず追いかけると、手を引く母親を見上げ、はにかむように微笑ほほえんでいる巽の横顔が見えた。

　ああ、そうだよな。お母さんと二人で生きていけるほうが嬉しいに決まっている。

　たっちゃん、幸せになるんだよ。千景は心のなかで呟つぶやいて、下りの山道に消えていく二人の姿を静かに見送った。

　その日からずっと、巽にもらった勾玉を身につけている。

　この空の下のどこかに巽がいる。それを思うといくらでも強くなれる気がしたし、強くなったとも思う。

『ちかげは、髪かみも眸ひとみもおひさまの色なんだな』

　誰だれかに蔑さげすみの言葉をぶつけられたとき、千景を救ってきたのはあの言葉だ。

　それなのに……。

　千景は勾玉を握にぎりしめると、鬼討伐隊が滞たい在ざいしている宿を見おろした。

『もしや鬼に知り合いでもいるんじゃないだろうな』

　相馬に訊きかれたとき、「いません、そんなものっ」と答えてしまった自分の言葉が胸に突つき刺ささる。

　巽は、そんなもの、じゃない。

　いまでも変わらず千景の心の真ん中にいる、かけがえのない幼なじみだ。

　噓うそをつかなければ守れない。本当を口にすることができない。そんな世の中がたまらなく嫌いやだ。世の中のせいにして平気な顔で噓をつく自分も嫌だ。

（たっちゃん、ごめんね……）

　心のなかで謝ると、鼻の奥がつんと痛み、涙なみだが出そうになった。

　いま、巽はどうしているだろう。二つ年下だったから、二十三になっているはずだ。大人になっている巽を描えがこうにもうまくいかず、幼い頃の巽ばかりが脳のう裏りによぎる。

（お母さんと二人、いまも元気に暮らしてたらいいけど……）

　願う心とは裏腹に、暗い山のなかで声を殺して泣いている巽の姿が浮かんでしまう。

　巽に迫せまるのは鬼討伐隊だ。先頭に立つ相馬がにやりと笑いながら刀を抜ぬき──。

　千景は、はっと息を吐はき出すと、不ふ吉きつな想像を振り払はらった。

　きっと大丈夫、巽はちゃんと生きている。自分に言い聞かせるように強く頷きながら胸の間に勾玉をしまったとき、何かが軽かろやかな音を立てて転げるような音がした。

「…………？」

　腰こしをかけている枝の付け根から下を見る。

　株元に置いたままの背負い籠かごの側そばに、きらりと光る何かが落ちている。

（なんだろう。あんなもの、あそこにあったかな？）

　千景は木から下りると、草にまぎれているそれを手に取った。

　山間の地では滅めつ多たに目にすることのない、真しん珠じゆを使った髪かみ飾かざりだ。もしかして鴉からすが咥くわえて飛んでいて、落としてしまったのかもしれない。

（まぁいいや。番所に届けておこう）

　髪飾りを背負い籠に入れかけたとき、どこかで見覚えがあることに気がついた。

　参拝者の誰かがつけていたものだろうか。だけど女性が髪につけている飾りなど、しげしげと見た記き憶おくはないのだが。

　頭を捻ひねりつつも、髪飾りを背負い籠に入れる。そろそろ神社に戻もどらないと風間が心配する頃だ。籠を負いながら、もと来た道に踏み出そうとしたそのとき、今度は数歩先でしゃらんと何かが滑すべるような音がした。

　駆け寄ると、枯かれ葉の上に首飾りが落ちている。一目で高価と分かる、瑠る璃りを繫つなげたものだ。

「どうしてまたこんなところに……」

　拾い上げながら千景は眉まゆ根ねを寄せた。不思議なことに、この首飾りにも見覚えがある。

（誰のものだろう。村むら頭がしらの奥さん……いや、八重さんのものかな）

　かろうじて分かる村の女性の顔を順に思い浮うかべている最中、はっとした。

　千景は確かにこれを見たことがある。だけど村の女性のものではない。

　神社にやってきた行商人が持っていた品物だ。数日後に死体となってしまったあの男。いたちが咥えていた片かた腕うでと、目の前の首飾りが線を結んだ途と端たん、ざっと粟あわ肌はだが立つ。

　千景は鬼おに笛を口に持っていくと、素す早ばやく辺りに視線を走らせた。

　獣一匹ぴき、虫すらいないが、あきらかに人の気配がある。いや、気配があるからこそ、獣も虫も姿を消しているのかもしれない。

　耳をそばだて、背負い籠のなかの片手鍬くわに手を伸のばした刹せつ那な、それは上からやってきた。

　目の前の巨きよ木ぼくが、ざざっと枝葉を揺ゆらし、人の形をしたものを産み落とす。

　だんっ、と伝わる地じ響ひびき。鬼笛が口から落ちる。同時に体が揺れ、転んでしまった。その拍ひよう子しに背負い籠から片手鍬が飛び出し、手の届かないところに滑っていく。

「男の格好をしていても分かるぞ。お前、きれいな娘むすめだな。西洋人形のようじゃないか」

「…………！」

　いったいいつから木の上にいたのか。おかしな格好をした大男だ。長短さまざまな首飾りをいくつもしていて、肩や腰には色いろ鮮あざやかな織物を巻いている。後ろでざっくり結ばれた伸ばし放題の髪。頭の左右には二本の角が生えている。

　鬼だ。──巽とは違ちがう、知らない鬼。

　理解した途端、全身に鳥とり肌はだが立った。

「うん？　これが欲しいのか？」

　鬼は千景の凝ぎよう視しをどう勘かん違ちがいしたのか、肩に巻いていた布を外すと、それを片手に歩み寄ってくる。

　韓から紅くれないの薄うす絹ぎぬと、男の土色の肌はだの対比がどこか滑こつ稽けいで恐おそろしい。鬼でなかったとしてもまともな人ではないだろう。悪あつ鬼きと遭そう遇ぐうすれば、その気を肌で感じ取ることができると言った相馬の言葉が蘇よみがえる。千景はようやく飛び起きると、転がっていた片手鍬を摑つかみ取った。

「行商さんを殺したのはあなたですね。残念ながら私は男です。宝ほう珠じゆにも絹にも興味はございません」

「男だと？」

　鬼は眉まゆをひそめると、一気に間合いを縮めてきた。

　恐ろしい力で右手を捩ねじられ、呆あつ気けなく片手鍬を取り落としてしまう。鬼はそれを遠くに蹴けり飛ばすと、千景の腰を抱だいて顔を近づけてきた。

「ふん。この間の娘よりもきれいな顔をして男のはずがないだろう。俺を騙だまそうたってそうはいかない。観念して俺のものになれ。俺の伴はん侶りよになるのなら、いくらでも美しいものを分けてやるぞ」

　首飾りのひとつを引きちぎった鬼が、大きな宝珠を千景の頰ほおになすりつけてくる。

　温ぬくもりだけでなく肌の匂においまで連れていて気持ちが悪い。千景は体を捻ることで束そく縛ばくから逃にげ出すと、そこらに積もっている枯れ葉を引っ摑んで鬼の顔めがけてかけた。

「む……っ」

　砕くだけた葉がうまい具合に鬼の眼めに入ったらしい。その隙すきに力いっぱい鬼笛を吹ふく。

　どうか神社にまで届きますように。だが二度目を吹こうとしたとき、鬼に足首を摑まれた。

　そのままぶんと放ほうり投げられ、宙を飛んだ体が巨木の幹にぶつかる。激しい衝しよう撃げきに落ちるはずのない青葉が降りしきり、千景の体も一いつ緒しよになって株元へ落ちていく。

「お前、優やさしくしておればいい気になりやがって……！」

　朽くち葉を蹴散らしながら千景のもとへやってきた鬼は、今度は千景の首を摑んで幹に押しつけた。潰つぶれた喉のどから「くっ……」と呻うめきが洩もれる。

　ここまでか──。

　まぶたを閉じかけたとき、遠くで鬼笛の音が聞こえた。

　先ほど吹いた千景に応こたえるように、強く長く何度も繰くり返される音。風間たちの顔が脳裏に浮かぶ。

「くそっ」

　鬼は口くち惜おしそうに吐き捨てたものの、千景の首を絞しめる手を放そうとはしなかった。

　にんまりと口くち許もとを歪ゆがませると、葉っぱにまみれた千景の髪を撫なでてくる。

「俺は美しいものが愛いとおしい。娘よ、俺は必ずやお前を手に入れる。よく俺を覚えておけ。次はお前が俺を欲しがる番だ」

　──欲しがる？

　意識が途と絶だえかけている千景には、言葉の意味が分からなかった。

　薄うすぼんやりとしか映らなくなった視野に、大きく口を開けて迫る鬼の顔が見える。牙きばのごとく尖とがった犬歯。いや、牙そのものだろうか。体を強こわ張ばらせた刹那、鬼が千景の作さ務む衣えをはだけさせ、首筋に嚙かみついてきた。

　あまりの激痛に目を見開く。

　人肉を食くらい、生き血をすする。ありえないと笑った説話の一部が蘇り、歯の根が震ふるえる。恐きよう怖ふに押しつぶされながらただ耐たえていると、おもむろに顔を離はなされた。

　鬼は千景の首についているであろう傷を見おろし、満足げに笑っている。

　次は何をされるのだろう。身を硬かたくする千景とは裏腹に、鬼はあっさり背を向ける。

「また会おうぞ」

　振ふり返り、唇くちびるの端はしを持ち上げたが最後、鬼は山の奥へと消えていく。去っていくその足音と入れ違いに、千景を呼ぶ風間たちの声が聞こえてくる。

　ここです、と叫さけびたいのに声が出ない。

　千景はおびただしい血が流れる首筋に両手を添そえ、叢くさむらのなかにゆっくりと倒たおれていった。







「お帰りください。千景どのはまだお話しできるような状態ではございません」

　うつらうつらするなか、どこからか風間の声が聞こえてくる。

「しかし──」と言葉を返しているのは誰だれだろう。身じろぎすると、「千景どの」と声をかけられた。これは弥彦の声だ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ……」

　重おも怠だるいまぶたを持ち上げると、天てん井じようの梁はりが見えた。傍かたわらには弥彦がいて、ほっとしたように息を吐はいている。

「よかった。気がつかれたのですね。二日も眠ねむっておられたのですよ」

「そんなにも」

　起き上がろうとした刹那、体中に激しい痛みが走った。

　呻いた千景をすかさず弥彦が抱だきとめる。

「いけません、横になっていてください」

「いえ……大丈夫です」

　千景は弥彦の腕うでを支えに、無理やり体を起こした。

　茂しげる緑も枯れ葉もない。間ま違ちがいなく自分の寝しん所じよの夜具の上だというのが分かり、ほっとする。

　作務衣ではなく浴衣ゆかたを着ているということは、誰かが着き替がえさせてくれたのだろう。さりげなく胸を探さぐると変わらず勾まが玉たまがあり、これにも安あん堵どする。

「私は……助かったのですね」

　嚙みしめるように洩らすと、弥彦が涙なみだ声ごえで「ええ」と頷うなずく。

　ただし、体のいたるところに包帯が巻かれていて、満まん身しん創そう痍いという有様だ。ほんの少し腕を動かすだけでも、鋭するどい痛みが走る。特に鬼おにに嚙みつかれた首筋。そこだけは湯を浴びたかのように熱く、ずきずきと疼うずくように痛む。肉を食い破らんほどの力で嚙みつかれたのだから仕方がないのかもしれない。そっと手をやると、首にも包帯が巻かれていた。

「本当にすみませんでした。私が山に入ったせいで、弥彦にも皆みなさんにも迷めい惑わくをかけてしまって」

「気になさらないでください。鬼笛の音を聞いたときは、生きた心地ここちがしませんでした。千景どのがご無事で本当によかったです」

　顕正宮ぐう司じも心配していることや、祈き禱とうが終わればここへ来るはず、そんなことを弥彦は話しながら、湿しめらせた手ぬぐいで千景の額の汗あせを拭ぬぐう。

　ひんやりとした感かん触しよくと優しい手つきが心地いい。ありがとうと言いかけたとき、

「千景どのはきれいなお体をされているのですね」

　ふと囁ささやきが耳じ朶だに触ふれ、思わず弥彦を見る。

「あ、いえ、おかしなことは何もしていません。だけどとてもおきれいだなと思いまして」

　弥彦は頰を紅潮させ、しどろもどろになっている。

　思えば、このときから何かがおかしかったのだ。だが千景は気づくことができず、弥彦が何を言いたいのかもよく分からなかった。

　慌あわてている様子の弥彦を助けるつもりで「それはどうもありがとう」と返したが、よかったのかどうか。弥彦は水を張った桶おけのなかで手ぬぐいを洗いながら、まだ顔を赤くしている。なんだかおかしな雰ふん囲い気きになってしまい、千景は濡ぬれ縁えんのほうに顔を向けた。

「あの、先ほどから風間さまの声が聞こえるのですが」

「ああ、討伐隊の方が来られているのでしょう。鬼笛の音を聞いた村人の誰かが、討伐隊に知らせたようです。もし鬼に遭あったのならぜひとも話を聞きたいと、昨日から何度も来られています」

「討伐隊の方ですか……」

　あまり会いたくはなかったが、あの鬼はたぶん行商の男を殺している。もしかしてその他ほかの人殺しもあの鬼の仕し業わざかもしれない。

「こちらでよければお通ししてください。お話しします」

「大丈夫ですか？　ようやく気がつかれたばかりですのに」

「大丈夫です。心配には及およびません」

　こうしている間に、村の誰かがあの鬼に襲おそわれてしまったら大変なことになってしまう。「早く」と千景が急せかすと、「それでしたら──」と弥彦が小走りに部屋を出ていく。

　しばらくして、まずは風間が部屋に駆かけ込んできた。

「ああ、よかった。気がついたのですね」

　風間は千景を見て微笑ほほえみかけたものの、すぐに表情を硬くする。

「千景どの。余計なことを話してはなりませんよ」

「余計なこと、とは？」

「────」

　風間が続けて何か言いかけたとき、勢いよく引き戸が開いた。「お待ちくださいっ」と叫ぶ弥彦の声。それを振り切り、討伐隊の制服を着た男たちが二人、部屋へ入ってくる。

　相馬と、もうひとりは知らない隊員だ。

「無礼ではございませんか。お呼びするまでお待ちくださいとお伝えしたはずです」

　すかさず風間が咎とがめたが、相馬のほうに聞く素そ振ぶりは見られない。風間を押しのけて夜具の傍らに立つと、凄すごみのある眼まな差ざしを風間に向けた。

「我らの仕事を何だと思っている。鬼に遭った者がいるのなら、一刻も早く状じよう況きようを聞かねばならん。お前たち神職は、自分らが無事ならば村の者を危険にさらしても構わないのか？」

　それに、と言葉を継つぎながら、次は千景に視線を定める。

「我らは山中で鬼に出くわした神職が怯おびえて寝ね込こんでいるとしか聞いておらんぞ。お前、千景といったな。なぜこれほどの怪け我がをしている。もしや鬼に遭っただけでなく、襲われたのではないのか？」

　答える前に風間に目をやると、あきらかに戸と惑まどっている。先ほどのおかしな耳打ちといい、何か都合の悪いことがあるのかもしれない。

　千景は浴衣の胸に手を置くと、丁てい寧ねいに相馬に頭を下げた。

「ご報告が遅おくれて申し訳ございません。私は山で気を失ってからずっと眠っておりましたので、誰にもまだ山での出来事をお話しすることができていないのです」

　真実でもあるし、風間への助け船でもある。相馬は「なるほどな」と吐き捨てると、ようやく腰こしを落ち着けた。もうひとりの隊員も相馬の横に腰を下ろす。

「ならば聞かせてもらおう。何があった」

「はい──」

　山中での目印らしいものといえば、古い社しかない。まずは社の存在を相馬に説明し、社を行った先の木の上に鬼が潜ひそんでいたこと、鬼の背格好、行商の男が持っていた品で身を飾かざっていたことを話した。

「もしかして、殺されてしまった村の娘むすめさんや、八重さんとも関かかわり合いがある鬼かもしれません。私の顔を見て、この間の娘より、というような言い方をしていましたから」

「この間の娘より、何だ」

　間かん髪はついれず問い返され、うろたえた。鬼の言葉は覚えているが、そのまま口にするのは憚はばかられる。「容姿がその、好みだったようです」とうつむいて答えると、相馬ははっと笑った。

「命が惜おしければ、次から山へ入るときは、その顔と髪かみに炭をなすりつけてからにするんだな。お前のように貧弱な体つきでは、どれほどの強運を持っていようが二度も逃にげられまい」

　ずいぶん馬ば鹿かにした言い方だ。いつもの千景なら睨にらみつけることくらいはしただろうが、自分の軽はずみな行動が招いた結果だということは十分承知している。「そういたします」と素す直なおに頭こうべを垂れると、何がどう癇かんに障さわったのか、相馬が忌いま忌ましそうに鼻を鳴らすのが聞こえた。

「もうよろしいでしょう」

　風間が苛いら立だちを抑おさえた声で言い、相馬たちも「邪じや魔まをしたな」と腰を上げる。

「ところでお前、その首はどうした」

「ああ、これは──」

　鬼に嚙かまれてしまったのです。そう答えようとした刹せつ那な、風間が言った。

「私たちが怪我をさせてしまったのですよ」

　えっ、と声を上げてしまった千景に構わず、風間は続ける。

「気を失っている千景どのを寝所に運ぶ際だったでしょうか。千景どのの首の根を、過あやまって柱にぶつけてしまったのです」

　目をしばたたかせつつ風間を見ると、「すみませんでした」と頭を下げられ、戸惑った。

「なるほど。柱にな」

　相馬は「大事にしろよ」と千景に言い、傍らにいた隊員に何やら耳打ちをする。

　千景は風間に連れられて部屋を出ていく二人を見送りながら、疼く首筋をそっと撫なでてみた。

　どうして風間はあんな噓うそをついたのだろう。それとも千景が知らないだけで、本当にそういうことがあったのだろうか。

　しばらくすると、風間だけが部屋に戻もどってきた。引き戸をきっちり閉めてから、強こわ張ばった表情で千景のもとへやってくる。

「ああ、風間さま。私の首を柱にぶつけたというお話ですが──」

　言いかけた千景を遮さえぎり、風間が言う。

「千景どの。私たちがあなたを助けたとき、首から流れる血を拭うと、歯形のようなものが現れました。もしかして鬼に嚙まれたのではありませんか？」

　なんだ、知っていたのかと少しほっとする。

「ええ。鬼笛を吹ふいたあとでしょうか。なぜか嚙みつかれてしまったのです」

「人や獣けものではなく、鬼に嚙まれたのですね？」

　千景が頷くと、風間はなおも表情を強張らせる。もしかして余計なことを言わないようにと釘くぎを刺さされたのは、このことだったのかもしれない。

「あの、いったいどういうことなのでしょう。鬼に嚙まれてしまったら、何か都合の悪いことが起こるのでしょうか」

　痛む体をおして風間につめ寄ったとき、引き戸の向こうから弥彦の声がした。

「風間さま。顕正さまです」

　風間はさっと立ち上がると、引き戸まで顕正宮司を迎むかえにいく。顕正が千景の側そばに辿たどり着くまでの間、「やはり鬼に嚙まれたそうです」と風間が囁いているのが聞こえた。

「千景。よく無事だったな。心配したぞ」

「ありがとうございます。この度たびは大変なご迷めい惑わくをおかけしてしまい、本当に申し訳ございませんでした」

　千景は夜具から出ると、畳たたみに手をついて顕正に平ひれ伏ふした。顕正は「うむ」と頷うなずくと、千景を夜具に戻す。

「お前、首の傷がどのようなものか確かく認にんしたか？」

「いえ……」

　千景の答えを受けた顕正は「ならば見せてやれ」と風間に言う。

　風間は部屋にあった姿見を夜具のすぐ側まで持ってくると、千景が姿見に向き直れるよう助けて動かした。風間も顕正もいつもと様子が違ちがう。千景は不安に思いながら、風間の手が包帯を解くのを待った。

「驚おどろいてはなりませんよ」

　風間が言い、首の包帯を取り除く。

　血が滲にじんでいることも、肉が裂さけていることも覚かく悟ごしていた。だが姿見が映した首筋は、千景の想像をはるかに超こえていた。

「なんなのですか、これは……」

　おぞましい。それ以外に言葉が見つからず、食い入るように自分の首を見る。

　ぐるりと並んだ歯形は火ぶくれのようになっていて、赤く腫はれ上がっている。滲んだ血にまじる膿うみのようなもの。傷の周りの肌はだは赤黒く色を変えていて、蛇へびがのたうつような模様を作っている。

　幼い頃ころから山でばかり遊んでいたので、いたちや蛇に手を出して嚙まれたことならいくらでもある。痛みと少しの出血を我が慢まんしていれば、いずれも治るものだった。だが目の前のこの傷は、いままでのものとはまったく違う。毒虫に刺されたときでも、これほどおぞましく腫れ上がることはなかった。

「ど、どうしてこんなことに……」

　うわ言のように呟つぶやく千景に、顕正が言った。

「それはただの傷ではない。お前は『印』をつけられてしまったんじゃ」

「印……？」

「ああ。鬼おにが伴はん侶りよにしようと狙ねらった人間につける『印』じゃ。やつらは『印』をつけるとき、太い血の道のある首筋に嚙みついてくる。ひとたび『印』をつけられてしまえば、鬼と契ちぎらぬ限りは癒いえぬ。お前のそれはまさに『印』じゃ」

　顕正が何を言っているのかまったく理解できず、三度は瞬またたいただろうか。

　呆ぼう然ぜんと顕正を見つめたあとで、はっと我に返る。

「そんなっ……私は男です。私に嚙みついてきた鬼も男でした。伴侶にしたいと望まれることなど──」

　言いかけて、あの鬼が千景を女と間違えていたことを思い出した。「私は男です」と言ってもなお、頑かたくなに女だと信じていたのではなかったか。

　さっと青ざめた千景を、顕正が憐れん憫びんの目で見る。

「この辺りでは『印』をつけられた者を『鬼おに憑つき』と呼ぶ。千景。お前は鬼憑きになってしまったんじゃよ」

　──鬼憑き。

　初めて聞く言葉だ。禍まが々まがしい響ひびきに囚われ、視野が色を失くしていく。

「いえ、私は信じません」

　千景は動どう揺ようを振ふり払はらうつもりで、あえて強く首を振った。

「この辺りの山に鬼が棲すんでいるという言い伝えでしたら存じております。ですが『印』をつけられて鬼憑きとなり、鬼に嫁とついだ娘の話など私は聞いたことがございません」

　まっすぐに顕正の目を見て言うと、顕正は顔つきを険しいものにした。

「お前はなぜ、己おのれの目で見たものしか信じない。忌いみ嫌きらわれている異形の者に『印』をつけられて、それを触ふれまわる者がどこにいる。娘の親ならなおさら言えぬわ」

　確かにそうだ。ぴしゃりと言い放たれ、思わず息をつめる。

「お前はここらの男たちとは違う容姿を持っておる。わしも初めてお前を見たときは、異国の巫女みこかと思うたわ。男子だからと思わず、鬼憑きのことは話しておけばよかったな。鬼憑きはわしも祓はらえぬ。お前がよく知っておる、前の宮ぐう司じでも無理じゃった」

　きっと人知れず神社に救いを求めた家族がいるのだろう。そんなことを知ってしまえば、信じられないと切り捨てることは難しい。千景は知らず知らずのうちに涙なみだを浮うかべていた。

「顕正さま……鬼と契らなければどうなってしまうのですか？」

「心を失くし、鬼になるといわれておる。幼子すら平然と手にかけるような鬼よ。まさに都を騒がしておる悪あつ鬼きというものに近いであろうな」

　悪鬼──。

　そんなものに自分がなるかもしれぬ日が来ようとは。

　たまらず唇くちびるを嚙みしめる千景に、顕正が追い打ちをかける。

「千景よ。鬼憑きは、鬼と同様に忌み嫌われるものじゃ。もうお前をここに置いておくことはできぬ」

　顕正は居ずまいを正すと、千景を正面から見つめた。

「しかし、お前は十一という幼い齢よわいからこの神社につとめておるそうじゃな。お前がどんなに働き者か、風間からもよく聞いておる。ここではない遠方の地へ行くのなら目を瞑つぶろう。行くあてがないというのなら、わしが住む場所を探してやってもよい。それができぬのなら、鬼への供く物もつになるしか道はないぞ」

「そ、そんな……」

　目の前が真っ暗になった。

　鬼への供物になどなりたくない。だからといって悪鬼になってしまうのも耐たえられない。

　風間は忍しのび泣くような声を洩もらしながら、千景の首に元どおり包帯を巻いていく。耳じ朶だに触れる風間の嗚お咽えつが、顕正の話に真実味を帯びさせた。

「猶ゆう予よは三日じゃ。それ以上は待てぬ。その間にしっかりと体を休め、身の振り方を考えておくように」

　顕正は千景を憐あわれむように見つめると、静かに立ち上がる。風間も同じく立ち上がり、二人はともに千景の部屋から出ていった。







　それからひとり、どれほど泣いただろう。

　いきなり『印』だの『鬼憑き』だのと言われても受け止められない。声を殺して泣いて、うつらうつらとしたかと思えば、鬼に襲おそわれる夢を見ては飛び起きる。

　何度目かに目覚めたとき、部屋には夜が満ちていた。

　雨戸を閉めていなかったので、濡ぬれ縁えん側の障子から月光が射さし込んでいる。

　泣きながらでも眠ねむったせいだろうか。痛むばかりだった体は少し楽になっている。その分、嚙かみ痕あとの火ほ照てりと疼うずきが際きわ立だち、千景はため息をついた。

「いけない。しっかりしないと」

　自分に発破をかけるつもりで声に出してみたものの、心も体も重いままだ。

　どうやら熱が出てしまったらしい。首筋ではないところも火照っている。手うちわで頰ほおを仰あおいでいるとき、文ふ机づくえに夕ゆう餉げのものらしい膳ぜんが置かれていることに気がついた。

　膳には急きゆう須すも載のっている。白さ湯ゆでもお茶でもいい。喉のどを潤うるおそうと、文机に向かって這はい進んでいるとき、浴衣ゆかたの腰こしの下が濡れていることに気がついた。

　ちょうど体の真ん中、汗あせが染しみるにはおかしな場所だ。恐おそる恐るまさぐると、下帯自体が濡れている。

　もしかして粗そ相そうをしてしまったのだろうか。

　千景はひとりで顔を赤くすると、行あん灯どんに火を入れてから、浴衣の前をはだけた。

　続けて下帯を解きかけて、濡れ具合がどこかねっとりしたものだということに気がついた。

（まさか──）

　粗相は粗相でも、これは男特有のものかもしれない。千景は畳を汚よごしてしまわないよう膝ひざ立だちになると、行灯の前で下帯を解いた。

「わっ……」

　小さく呟いた刹せつ那な、危き惧ぐしたとおりのものがどろりと溢あふれ、股またの間を伝っていく。慌あわてて浴衣の裾すそで拭ぬぐったが、ずいぶん量が多くて追いつかない。滴したたりをとどめておきたくて咄とつ嗟さに肉の根を握にぎったとき、芯しんを持っていて驚いた。

「────」

　この部屋でひとりきりになってから、千景は泣くか、眠るか、悪夢を見ることしかしていない。それなのに、いったいいつ体が子種を撒まき散らそうと思う瞬しゆん間かんがあったのだろう。ましてや手のなかのそれはいまだ熱く息づいている。むしろ握ることでさらに育ててしまったというべきか。

　ごくりと唾つばを飲み、ゆっくりと手を開く。

　直視してしまわないよう目を細めたものの、無む駄だだった。行灯のあかりに照らされ、艶なまめかしい桃もも色いろに身を染めた男の根が現れる。括くびれもあらわに勃たち上がっていて、先の切れ込みには蜜みつ色の雫しずく。あまりのさまに食い入るように見ていると、雫は糸を引いて畳たたみへと垂れていく。

　廁かわやで用を足す以外、ここに触れたことがないとは言わない。だが眠っている間にこんなふうになってしまったのは初めてだ。下帯をぐっしょり濡らすほど放ったというのに、男根はいまだ欲ほつするように硬起を保っている。どうしてと頭の隅すみでは思いつつ、小鼻がひくつき、息が上うわ擦ずっていく。

　千景は素す早ばやく視線を走らすと、障子と引き戸がしまっているのを確かめた。そのあとは我慢しきれず、荒あらぶる肉の根をもう一度手のなかに閉じ込める。

　本当に自分のものなのだろうか。硬かたくて熱くて猥みだりがわしい。

　握っているだけではどうにも足りず、抗あらがいがたい欲よつ求きゆうのまま擦り上げていく。

　ほんの少しだけ、そう思うのに止まらず、じょじょに手の動きを速めてしまう。「あっ、あっ……」とか細い声が洩れ、いままで感じたことのない快感が下か肢しに広がった。　>>>♥

　こんなことをいまするなんて、どうかしている。

　頭では思うものの、己を嬲なぶる手を止めることができない。湧わき上がった情じよう欲よくの火照りが、鬼に嚙まれた首筋を異様なほど熱くしていく。誰だれかにいまこの傷きず痕あとを舐なめられてしまったら、きっとそれだけで達してしまう。ねっとりと這いまわる舌を想像すると、手のなかの男の根はますます漲みなぎりを増し、極きわめどきを知らせるようにしきりに露つゆを飛ばす。

　もう汚れてしまっていい。千景は浮かせた腰を突つき出すようにして、白はく濁だくを放った。

「っは……あ……」

　ふっと意識が遠のき、得もいわれぬ快楽が体中に満ちる。

　いつの間にか浴衣は脱ぬげていて、腰の辺りにまとわりついていた。熱に浮かされているときのように視野がおぼろで、自分の乱れた息づかいだけが聞こえる。

　早く後始末をして素知らぬ顔で夜具に横になればいいものを、なぜか片づける気が起こらない。味わった快楽が大きすぎたせいだろうか。一度汚してしまったのだから、二度汚そうが同じこと──そんなふうに思い、再び足の間に手を入れる自分が信じられない。

「ぅん、ふ……」

　まさぐっているうちに、肉の根はまたもや芯を持ち始める。汗にぬるんだ体、甘く疼く首筋の嚙み傷までも心地ここちいい。湿しめった息を吐はき、うっとりとまぶたを閉じかけたとき、引き戸がほんの少し開いていることに気がついた。

　おかしいな。手しゆ淫いんにふける前は確か閉まっていたような……。

　いや、間ま違ちがいなく目で確かめた。──それを思い出し、急せいた手で浴衣をかき寄せる。

「だっ、誰ですか」

　どうか勘かん違ちがいでありますように。ぐしゃぐしゃの浴衣を抱だきしめて願ったものの、引き戸は静かに開く。

「申し訳ございません。盗ぬすみ見るつもりはなかったのですが」

　夜の廊ろう下かを背にし、平ひれ伏ふしたのは弥彦だった。

「廁へ行こうと起きましたら、お部屋からあかりが洩れておりましたので、お目覚めならばお水をお届けにあがろうと思っただけです」

　言いながら弥彦が顔を上げる。うろたえている千景とは裏腹に、微笑ほほえみすら浮かべている。

　もしかしてずいぶん前から覗のぞかれていたのかもしれない。水を届けになどと言いつつも、弥彦は水差しすら持っていない。それどころか、つっと立ち上がると部屋へ入ってきた。

「実は僕、顕正さまと風間さまがお話しされているのを聞いてしまったのです。千景どの、鬼おに憑つきになってしまわれたんですね」

「それが何だというのですか。弥彦に迷めい惑わくをかけるつもりはございません。早くお休みなさい」

　なんとかして追い出そうと尖とがった声を放ったものの、弥彦は構わず千景の側そばまでやってくる。そして膝をたたみながら辺りに目をやり、くすっと笑った。

「ずいぶんお汚しになったのですね」

　畳にまき散らした情液の跡あとを見られたのだと悟さとり、カッと頰が染まる。

「私にもこういうことがあるのです」

　手早く浴衣を羽織っていると、ふいに手首を摑つかまれた。

　らんと輝かがやく眸ひとみが千景を見つめている。まるで夜中に起き出す獣けものの目のようだ。行灯のあかりがそう見せているのだろうか。いつもの弥彦とはどこか違ちがう。訝いぶかしく思ったとき、ぐっと胸を押され、千景はそのまま押し倒たおされてしまった。

「千景どのはご存じないのでしょうか。鬼憑きになってしまうと、殿との方がたの魔ま羅らが欲しくて欲しくてたまらなくなってしまうのですよ」

　えっ──？

　驚おどろきすぎて声にならず、開いたきり固まってしまった唇くちびるが、驚きよう愕がくと戸と惑まどいをかたどる。

「あ、その顔。どうやらご存じなかったようですね。千景どのは僕がどんなに鬼の話をしても笑うばかりでしたもんね。鬼と交われば『印』は消えるようですが、『印』があるうちは淫みだらな獣のように殿方を求めてしまうそうですよ。うふふ、はしたないですよね」

　千景は啞あ然ぜんと目を見開き、弥彦の言葉に聞き入っていた。

　──次はお前が俺を欲しがる番だ。

　確かあの鬼は、去り際ぎわにそんなことを言っていなかったか。

　ならば、眠っているうちに精を放ってしまったのも、それだけでは足りずに手淫に溺おぼれてしまったのも、すべてこの『印』というもののせいなのかもしれない。

「弥彦。もう少し詳くわしく教えてください。いったいこの『印』というものは、本当に鬼と交わらない限り、癒いえないものなのですか？　何かこれに効く薬のようなものは──」

　組み敷しかれていることも忘れて問いつめたものの、やはり弥彦はいつもと違っていた。

　千景の言葉などまるで聞こえていないようで、うっとりと目を細めると、突っ伏ぷすようにして千景の首筋に顔を埋うずめてくる。

「ああ、いい匂におい……」

「よしなさいっ」

　今夜は湯ゆ浴あみもしていないのにいったいどんな芳ほう香こうが立ち昇のぼっているというのか。汗や雄おすの香かおりではないのかと思うとたまらなくなり、弥彦の鼻から逃にげるつもりで体を丸める。だが弥彦はそれでも後ろから千景に覆おおい被かぶさってきて、執しつ拗ように首筋に鼻を押しつけてくる。

「千景どのを介かい抱ほうしたときから、いい匂いだなと思っていたんです。鬼憑きになると、こんなにも妖あやしい香りを放つようになるのですね。……ああ、麝じや香こうのよう。くらくらします。廊下まで千景どのの香りが漂ただよっていましたよ」

「そんなわけがないでしょうっ」

　ぴしゃりと言い放っても弥彦はまったく怯ひるまない。それどころか、千景の浴衣の裾をめくると、尻しりに手を這わせてきた。

「千景どのはいつも僕を子ども扱あつかいしますけど、僕はもう十五、これでも男なんです。今夜は千景どのを精いっぱいお慰なぐさめいたしますから、僕の望みも叶かなえてやってください。どうか僕の幼いたい気けな魔羅を、千景どののなかにお迎むかえしてもらえませんか？」

「な……」

　何を寝ね惚ぼけているのか。

　叱しかり飛ばすつもりで振ふり向いたとき、弥彦の指の一本が千景の窄すぼまりに穿うがたれた。

「ああっ」

　弓なりになった刹せつ那な、指がぐっと奥まで押し入ってくる。

　男の指にしては細いが、異物に変わりはない。それなのに悪お寒かんとは違うものが背筋を走り抜ぬけ、肌はだが粟あわ立だった。「……っふ」と洩もれた吐と息いき。千景の反応を目まの当たりにし、弥彦が含ふくみ笑いをする。

「千景どのってば、いやらしい。まるで蜜みつ壺つぼをお持ちのようではありませんか」

　揶や揄ゆする言葉どおり、弥彦が指を動かすたびに、ぐちゅぐちゅと湿った音がする。

　どうしてこんなところが濡ぬれているのか分からない。足の間でぐっと反り返った肉の根が、千景の戸惑いをさらに大きなものにする。たまらず喉のどを仰のけ反らしたとき、衣え文もんかけにかけている常衣が目に入った。

　神に仕える神職が、ふしだらな快楽に身を沈しずめるなど許されることではない。

「い……いい加減にしなさいっ」

　咎とがめの言葉をようやく放ち、体を翻ひるがえす。ついでに弥彦の頰ほおに平手を食くらわした。

　弥彦は一いつ瞬しゆんはっとしたものの、すぐにまた熱に浮うかされたような顔つきになり、千景にすり寄ってくる。

「心配はご無用ですよ。僕は今夜のことを誰にも話すつもりはございません」

「そういうことを言っているのではありませんっ」

　鬼憑きは雄を求めてやまない。──そんなことを弥彦は言っていたが、これでは弥彦のほうが鬼憑きである千景を求めているようだ。抱きしめてくる腕うでの力は狂きよう気きじみていて、とても千景が知っている弥彦とは思えない。

　千景は渾こん身しんの力を込めて弥彦を突つき飛ばすと、障子を破って濡れ縁えんから外に飛び出した。

「ああっ、千景どの」

　慌あわてたふうな声が背中にかかったが、一目散に井い戸どを目指す。

　かがり火のあかりがかろうじて届くなか、千景は滑かつ車しやで水を汲くみ上げた。水温を指先で確かめることもせず、それを頭からかぶる。

　二度三度と続けているうちに、弥彦だけでなく神職たちも井戸の周りにやってきた。

「いったい何事ですか。このような刻限に」

　責めるような声と眼まな差ざしにさらされながら、千景は水を汲む。

　弟のように思ってきた弥彦の変異。自分のなかに芽生えてしまった淫らな衝しよう動どう。両方を消し去りたくて勢いよく水をかぶる。

　下か肢しの狭はざ間まには、いまだくすぶっている欲よく望ぼうの火種がある。まるで首から上と、首から下が、まったくの別人になってしまったようだ。男の身でありながら、男に恋こい焦こがれたことはないし、ましてや貫つらぬかれるのを望んだこともない。

　それなのに──後こう孔こうに差し込まれた指の味が忘れられない。

　あれが大人の男の猛たけ々だけしい魔羅ならば、どれほど狂きよう喜きしたことか。

　千景はわななく唇を嚙かみしめながら、滑車を使って水を汲み上げた。「およしなさいっ」と羽は交がい締じめにしようとしてきた風間をも突き飛ばし、また水をかぶる。顎あごから滴したたる水には涙なみだもまじっていた。







　誰だれにどう取り押さえられたのか分からない。言葉にならない言葉も叫さけんでいたと思う。騒さわぎは当然顕正宮ぐう司じの耳にも入り、千景は顕正のもとへ連れていかれることとなった。

「しっかりなさいませ」

「お気を確かに」

　方々からかけられる声はまともなものだったが、廊下を抜けて顕正の寝しん所じよへ向かう間、おかしなことがいくつもあった。

　千景を支える誰かの手は、ときに腰こしや臀でん部ぶの辺りをまさぐり、「大だい丈じよう夫ぶですか」と耳元でかけられる声には湿しめっぽい息がまじっている。鼻をひくつかせて、千景の匂いを嗅かごうとしている者もいた。長い間この神社にいたが、いままで一度もなかったことだ。

　弥彦だけでなく、皆みなの心にもあやしいものが忍しのび寄ろうとしている。

　もうここにはいられない。──千景は身をもってそれを知った。

　辿たどり着いた顕正の部屋で、千景がまず望んだのは人ひと払ばらいだった。男の身でありながら『印』をつけられてしまったこと、この一夜でおのずと出てしまった答え、どちらも顕正以外の前では口にしたくない。

　神職たちが立ち去り、廊ろう下かが静まり返ると、千景は居ずまいを正して顕正に向き直った。

「顕正さま。私はこの身を鬼に捧ささげようと思います」

　外は白み始めていて、行あん灯どんのあかりが遠くても、苦く渋じゆうを刻む顕正の表情は見てとれる。顕正は「そうか……」と呟つぶやくと、長い息を吐はいた。

「わしは隠かくれ家を用意してやってもよいと言ったはずだが、供く物もつになるほうを選ぶのだな？」

「はい。顕正さまにこれ以上ご迷めい惑わくをおかけするわけにはまいりません」

　顕正はしばらく視線をさまよわせていたが、ひとたび千景に定めると、意を決したように口を開く。

「千景よ。お前が育った山寺は、越えち後ごの山の奥、永えい招しよう寺じという寺だそうだな。あそこはすでに廃はい寺じになっておるが、住職はどこぞで健在と聞いておる。身の穢けがれが晴れた日には、住職を捜さがして訪ねてみるのもよかろう」

　千景の身を案じているのか、それとも、『印』が消えてもここへは戻もどってくるなと言っているのか。真意を測りかねて返事をためらっていると、顕正がきつく眉まゆ根ねを寄せる。

「神職から鬼おに憑つきを出すわけにはいかぬ」

　どうやら先の言葉は、後者の意味を含んでいたらしい。

　鬼討伐隊にも村人たちにも何ひとつ知らせず、千景の存在だけがこの神社から消えるのだろう。千景はこみ上げてくるものを吞のみ込むと、静かに両手をついた。

「いままで大変お世話になりました。今日までのご恩は一生忘れません」







　覚かく悟ごが決まったのなら、一刻の猶ゆう予よも与あたえぬということだろうか。千景はその日の日の入りに山へ入ることとなった。

　少しの食事をとったあと、丁てい寧ねいに身を清め、白帷子かたびらに身を包む。

　供物ゆえ、傷きず痕あとに包帯を巻くことも、下帯をつけることも許されなかった。どうにか勾まが玉たまだけは許してもらい、胸の真ん中にはいつもどおり翡ひ翠すい色が揺ゆれている。

　顕正はやはり鬼討伐隊にも村人たちにもこの度たびのことを知らせるつもりはないようだ。むしろ、頑かたくなに隠しとおすつもりらしい。千景の山入りは祭さい祀しを模したものとなり、つづらが用意された。

　手足を縮めてそのなかへ入ると、千景の体を隠すように花や果実が敷きつめられる。作業にいそしんだのは、風間と弥彦の二人のみ。普ふ段だんは神職ですら立ち入りを許されない宝物庫で行われた。

「良いですか？　もう何があっても声を出してはなりませんよ」

　風間が最後に念を押し、つづらの蓋ふたを閉める。

　そこからはもう外の風景は見えなくなってしまったので、細かいことは分からない。

　たぶん千景はつづらごと拝はい殿でんへ運ばれたのだろう。顕正が神職たちに『村で起こっている不ふ穏おんな事態を鎮しずめるため、山の神へ供物を捧げる』と説明している。捧げる先は、山のなかにある古い社。つづらの担にない手として風間と弥彦、そして体つきのいい神職が数人選ばれた。

「あの、千景どののお姿が見えませんが……千景どのは大丈夫なのでしょうか」

　誰かが問うと、顕正は「町の診しん療りよう所じよへ連れていった。もうここにはおらぬ」と答える。寂さびしいような、ほっとしたような、不思議な心持ちに包まれ、千景は目を瞑つぶった。

　顕正が皆を払はらったあと、担い手たちはつづらを担いで出立したようだ。

　誰もがさっさとこの祭祀らしきものを終わらせようと急せいているのが、足取りから伝わってくる。ひとりが山道につまずいたくらいでは待つことはせず、つづらの扱あつかいも丁寧とはいえない。

　皆、怖こわいのだろう。気持ちは分かるものの、どこか他人ひと事ごとのように感じてしまう。

　誰にも伝えていない本当の決意を胸に隠しているせいかもしれない。社へ着き、風間たちが神社へ帰ってしまったら、千景は命を絶とうと思っていた。

　そもそも千景が『印』をつけられたのは、あの鬼おにに娘むすめと間ま違ちがわれたからだ。『印』をつけた相手が男だと知れば、あの鬼は怒いかり狂くるって千景を殺すかもしれない。だからといって『印』をこのままにしていれば、いつか悪あつ鬼きになって討伐隊に斬きられてしまう。

　遅おそかれ早かれ、千景は殺される。相手が鬼か討伐隊か、それだけの違ちがいだ。

　つい嗚お咽えつを洩らしそうになってしまい、ぐっと唇くちびるを嚙みしめる。

　本当はいつまでも神職でいたかったし、ときどきは山へ入って昔を懐なつかしんだりしたかった。素そ朴ぼくな日々を繰くり返すだけで十分幸せだったのに、こんな答えを出さないといけなくなったのが悔くやしくてたまらない。

　千景は胸を探さぐると、勾玉を握にぎりしめた。

　いつか巽に会いたいと願っていたが、それも叶かなえられそうにない。たとえ命があったとしても、こんな淫みだらな体では無理だ。

　嗚咽を嚙み殺しているいまでさえ、足の狭間では肉の根がほんのりと熱くなっている。帷子を着る前に扱しごいて子種を捨てたものの、捨てきれていなかったらしい。千景のことを強くて勇ましいと言った巽には、ぜったいに見られたくない姿だ。

（たっちゃん……）

　会いたい、とも、助けて、とも言えない。ただ胸のなかで名前を呼ぶ。

　涙の滲にじむ眸ひとみを閉じたとき、「皆さん、着きましたよ」と風間が言うのが聞こえた。

　ぎぎぎぎ、と扉とびらを開け放つ音。つづらは社のなかへ置かれたようだ。「やれやれ、くたびれたな」といった雑談が少し続いたのち、風間が祝詞のりとを奉ほう納のうする。「──お疲つかれさまでした。あとは私と弥彦とで整えますから、皆さんは神社へお戻りください」

　いよいよだ。千景はつづらのなかで気持ちを整える。

　しばらくは山を下りる神職たちの足音や、社のなかを片づける物音が聞こえていただろうか。

「もうよろしいですよ」

　風間が言い、ようやくつづらが開かれる。射し込んできた暮れかけの光が眩まぶしい。千景は風間と弥彦に助けられながらつづらを出ると、辺りを見まわした。

　この社の脇わきを通り過ぎることなら何度もあったが、なかに入るのは初めてだ。いまの神社が造られるずいぶん前からあったと聞いているので、ほとんど朽くちかけている。慎つつましい造りで、色いろ褪あせた小さな祭さい壇だんがひとつあるきりだ。古びた格こう子し戸から外を覗のぞくと、ただの石の塊かたまりになりつつある灯とう籠ろうに火が入っているのが見えた。扉の左右と、山道と違わない参拝道の上り口にひとつ。夜にはきっと人ではないものを導く標しるべとなるのだろう。

「急ぎましょう。日が沈しずんでしまいます」

　風間の言葉に「はい」と弥彦が返している。

　まだ何か祭祀めいたことをするのだろうか。訝いぶかりつつ振ふり向くと、いきなり弥彦に羽交い締めにされた。

「なっ……」

　上げかけた声が弥彦の手のひらに吸い込まれる。「大丈夫ですよ」と耳元で囁ささやかれたが、何がどう大丈夫なのか。千景には二人が何をしようとしているのか分からない。

　いつ仕込んでいたのだろう、風間がつづらを探り、麻あさ縄なわを取り出す。目の前でぴんと張られた綱つな。風間はそれを手早く千景の腰に巻きつけてくる。

「悪く思わないでください。千景どのが間違いなく供物になるようにと、顕正さまから命じられたことです。もし千景どのが怖おじ気けづいて神社へ舞まい戻るようなことがあれば、私たちが鬼に襲おそわれるやもしれませんから」

　抗あらがおうにも、二人がかりで押さえつけられては難しい。顕正の言いつけを果たそうと急いている風間の力は強く、千景は祭壇を囲むように立っていた飾かざり柱のひとつにくくりつけられてしまった。

「放してください、私は逃にげたりなどいたしません、命を絶とうと思っていたのですっ」

「そう簡単に命など絶てるものですか。千景どのは鬼に望まれたのです。どうか覚悟を決めて鬼と契ちぎりを結んでください。そうすれば千景どのの『印』は消えますし、村を襲っている凶きよう事じも収まるやもしれません。他ほかに道はないのです」

　風間は弥彦に命じると、千景の口に手ぬぐいをかます。

　叫さけぶことすらできなくなってしまい、千景はいよいよ青くなった。腰こしから下は動くものの、胸と腰は柱と一心同体、まさに地じ団だん駄だを踏ふむしかできなくなったということだ。

「本当は私とてこのようなことはしたくないのです。しかし私は神職。神社と村を守らなければなりません」

　風間は思いつめた表情で千景を見つめて涙なみだぐむ。弥彦は「千景どの、可か哀わいそう……」と嗚咽を吞みつつも、縛しばられた千景の体、特に下か肢し辺りをちらちらと盗ぬすみ見ている。

　たとえ猿さるぐつわをかまされていなかったとしても、二人にはもう千景の言葉は通じないかもしれない。千景は頭のなかが白くなっていくのを感じていた。

「ああ、うっかりしていました」

　帰り支じ度たくをしていた風間がふとやってきて、千景に目め隠かくしをする。

「これも顕正さまの言いつけです。鬼の姿をまじまじと見るのは恐おそろしいでしょうから」

　千景にとっては視界を奪うばわれるほうが恐ろしい。くぐもった声で必死にそれを伝えようと試みたが、無む駄だだった。

　二人はまるで神仏にするように柏かしわ手でを打つ。

「お達者で。これからはどうぞ鬼に嫁とついだ神職として私たちをお守りください」

「んっんん、んん……っ」

　待ってくださいっと叫びながら、必死に床ゆか板いたを踏み鳴らす。

　当然二人に届くはずもなく、軋きしむ音を立てながら扉が閉とざされた。「さ、戻もどりましょう。鬼が来たら大変です」「はいっ」と交かわされる声。二人は急ぎ足で山を下っていく。

　怒おこっていいのか悲しんでいいのか分からず、千景はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　自ら命を絶つのと、怒り狂った鬼に殺されるのでは大おお違ちがいだ。

　とにかく自由にならなければ──。

　足は縛られていないのだから、まだましかもしれない。前のめりになって力任せに縄なわをちぎろうとしていると、肝かん心じんの床が抜ぬけそうになり、踏ん張れなかった。いっそのこと柱ごと引き抜こうかと試ためしてみたが、古い社の柱とはいえさすがにそれは難しい。

　もがいてはうなだれ、奮起しては力ちから尽つきる。そうこうしているうちに日が落ちてしまったらしい。忍しのび寄る夜の気配を肌はだで感じ、千景はため息をついた。

　動けない体で無理に暴れたせいで、死にたいという気持ちは薄うすれていたが、どうにかして逃げなければ、という強い気持ちも湧わいてこない。

　これだけ必死にもがいても縄が解けないのだ。たぶんもう、自由にはなれない。

　雨に濡ぬれた案山子かかしのようにうなだれていると、草を踏む足音がかすかに聞こえてきた。

　誰だれかがここへ来る──。

　はっとして千景は耳をそばだてた。

　あの鬼だろうか。一いつ瞬しゆん思ったものの、聞こえる足音にそう重さは感じられない。警けい戒かいしているのか、止まったり速まったりと不規則な足音だ。もしや普ふ段だんは灯ともすことのない灯籠に火が入っているのを不ふ審しんに思い、村の誰かが様子を見に来てくれたのかもしれない。

「んんんっんん……！」

　ここです、助けてくださいっ。千景は叫びながら地団駄を踏み、床板を鳴らした。

　こんな姿は誰にも見られたくなかったが、縄を解くには人の力を借りるしかない。しばらくして社の扉を開ける音が聞こえ、千景は胸を撫なで下ろした。

　これで不本意な緊きん縛ばくからは逃のがれられる。そう思いきや、何かがおかしい。

　普ふ通つうなら、帷子かたびら姿で柱にくくられている千景を見て「どうしたのですか!?」くらいは叫ぶのではないのか。しかし足音の持ち主は無言のまま。腰を抜かしている気配もない。もしや扉を開けるだけ開けて、逃げ帰ったのだろうか。首を傾かしげ、耳をそばだてる。

　いや──確かにいる。

　床板を軋ませながら、ゆっくりと誰かが千景に近づいてくる。たぶん片手には提ちよう灯ちんを持っているだろう。目隠しされた視野に映る、白く丸い光。

　じわじわと忍び来る恐きよう怖ふに、千景は脂あぶら汗あせを滲ませた。

「んっん……？」

　誰、と訊きく。──が、返事はない。

　ただ、息づかいは聞こえてくる。千景の目の前に立つ、この姿を見ても驚おどろかない誰かの息。

　ふいに目隠しの向こうで光が横切り、千景は息をつめた。光は視野の右みぎ端はし、下方でとどまる。あかりを床に置いたということか。かすかに聞こえる衣きぬ擦ずれの音。ややあって再び人らしきものが千景の前にやってくる。

　ごく、と唾つばを飲んだ瞬しゆん間かん、帷子越ごしに体を撫でられた。

「……んっ……」

　ゆっくりと胸から腰へ。手の動きに伴ともない、人ひと影かげは体を低くする。

　しゃがんだのか、床に膝ひざをついたのか。そんな姿勢のまま、いきなり両の膝を摑つかまれ、千景は声にならない悲鳴を上げた。

　手のひらがざらついている。これは男のものだ。それもそこそこ力のある、大人の男。

　男は千景の足を左右に開くと、割れた帷子の裾すそから顔を突つっ込んできた。

「…………っ！」

　恐怖はとてつもなく大きなものとなり、[image: ]ほとばしるはずだった悲鳴が喉のどの奥で縮こまる。

　足の内側に触ふれる荒あらい息。男は千景の踵かかとを持ち上げると、足の指からふくらはぎまでを舐なめ始めた。二本の足をかわるがわる舐めたあとは、付け根に向かって顔ごと舌を伸のばしていく。

　さらされた肉の根、その下方にある陰いん囊のうに、男の唇くちびるがしゃぶりつく。

　鬼おに憑つきの体を貪むさぼりに来たのだとさすがに察した。男は興奮しているのか、息を乱しながら、千景の陰囊を唇と舌とで弄もてあそぶ。羞しゆう恥ちや戸と惑まどいなど感じる余よ裕ゆうはなく、ただただ体を強こわ張ばらせて耐たえていると、男の唇がついに肉の根の裏筋に吸いついた。

「ふぅっんん……！」

　ねっとりと絡からんでくる舌に濃のう厚こうな快楽を教えられ、千景はたまらず仰のけ反った。

　猿ぐつわから洩もれた声に、猥みだりがわしいものが籠こもっているのに気がついたのだろう。男は滲にじんだ露つゆをすすったり、陰いん茎けいすべてを唇に含ふくんだりと、好き放題に嬲なぶってくる。そのたびに腰がうごめき、切れ切れに喘あえぎが洩れた。

　これが鬼憑きというものなのか。恐怖一色のなかですら感じてしまう、己おのれの浅ましさに涙が滲む。

　なんとかしてこの責め苦から逃れようとかぶりを振っていると、ふいに視野が明るくなった。

　あっ……と心のなかで叫ぶ。

　はらりと外れた目隠しの手ぬぐいが、千景の股また座ぐらにいる男の肩かたに落ちる。

　白びやく衣えの肩だ。次に見えたのは白しら髪がまじりの頭とう髪はつ。驚きよう愕がくに息を吞のむのが聞こえたのかもしれない。一心不乱に千景の男根をしゃぶっていた男が顔を上げる。

　紋もん入りの提灯が、千景が見おろすことなど一度もなかった男を照らす。

　男のほうも、千景を見上げることなど一度もなかったはずだ。

「なんじゃ、風間のやつ。縛りが甘いのう」

　言いながら、肩にかかった手ぬぐいを邪じや魔まそうに床へと投げる手。千景は信じられない思いで、宮ぐう司じでもある男の所作を真上から見おろしていた。

「驚いたか。わしとて男。あれほど鬼憑きの匂においをぷんぷんさせられたなら、滾たぎるわ」

　顕正は千景の陰茎を握にぎると、戸惑う千景を眺ながめながら舌を這はわせていく。

「ふふ。うまいな。鬼憑きのものがこれほど美味とは知らなんだ。わしにしゃぶられて感じておっただろう。可愛かわいいやつめ。衆道の気はなかったが、千景、お前が相手なら上等じゃ。隠かくれ家を用意してやろうと言うたのに、供く物もつになるほうを選びよって。まあここに運び込むほうが手間いらずでよかろう。神社からも近いしのう」

　ただただ、目の前の男の言葉が信じられず、広げた目で凝ぎよう視しする。神職たちを束ねていた宮司としての姿はかけらもなく、雄おすの獣けもののようだ。

「どうした。もっとよがってみせよ。見知ったわしが相手なら怖こわいことはあるまい。ほれ、早よう露を出せい」

　一筋涙をこぼしたとき、どこか遠くのほうで獣が吠ほえる声がした。

　一いつ匹ぴきが吠えたのを機に、方々で獣たちが鳴き交わすようになる。咆ほう哮こうはどよめきとなり、次し第だいに山が震ふるえるほど大きなものへと変わっていく。

　もしや鬼が出たのではないのか。千景に『印』をつけたあの鬼だ。

　さっと顔色を青くした千景を見て、顕正は察したらしい。

「心配いらぬ。あれは討伐隊じゃ」

　言いながら立ち上がると、猿さるぐつわをかまされたままの千景の顎あごを持ち上げる。

「ちょうどお前がつづらに入れられておるときじゃ。お前を襲おそった鬼を成敗したと、討伐隊が知らせに来たのよ。他ほかにも鬼が潜ひそんでいるようじゃが、夜が明けるまでには一いつ掃そうできるとうそぶいておったわ」

　あの鬼が死んだ──？

　目を瞠みはる千景には構わず、顕正はふふと笑うと、歪ゆがめたままの唇を千景の耳に寄せてくる。

「近いうちに、いや、明日の朝にはこの山はただの山へと変わる。討伐隊のおかげじゃ。お前を貪るのはそのあとでよいかと思うたが、お前の残り香がを嗅かいでおったらどうにもたまらんようになった。わしをここまで狂くるわせたんじゃ。千景よ。お前はこの社でわしの慰なぐさみものとして生きてゆけ」

「…………!?」

　宮司ともあろう人がいったい何を言っているのか。思わず責める目を向けたが、鬼憑きの体に酔よいしれている獣には、千景の思いは伝わらなかったらしい。

「心配せずとも悪あつ鬼きになったときには討伐隊を呼んでやる。それまではわしのものよ。誰がこれほど美味なものを手放すものか。神職にも村のやつらにも渡わたさん。ああ、良い匂いじゃ」

　顕正は鼻をひくつかせながら、千景の首筋の匂いを嗅いでくる。

　千景は睫まつ毛げを震わせた。身の丈たけに合わぬことをいままで望んだことはない。それなのに古い社に閉じ込め、慰みものになれなど、あまりにもひどい仕打ちではないか。なおかつ、悪鬼になれば討伐隊を呼ぶとまで。

　千景は最後の力を振ふり絞しぼり、抗あらがいを試みた。

　といっても動かない体を無理やり揺ゆさぶるか、床板を踏ふみ鳴らすことしかできない。だが顕正に殴なぐりつけられ、それすらも封ふうじ込められる。

「静かにせい、鬼憑きが。わしの魔ま羅らでよがり狂わせてやるわ」

　顕正は縄なわ目めを解かないまま、千景の帷子を強ごう引いんにはだけさせた。白肌はだに食い込む縄を見て催もよおしたのか、「おお」と洩らして舌なめずりをする。千景の乳にゆう暈うんに貪りつきながら、その手は自身の袴はかまを解いていた。

　男の下半身など見たくもない。千景が目を背そむけたとき、間近なところで鳥がはばたいた。

　一羽二羽ではなく数千だ。鳥が夜に飛び立つなどただごとではない。さすがの顕正も千景から体を離はなし、耳を澄すませるような仕草を見せる。

　なんだろう。草を蹴け散ちらす音が聞こえてくる。怒ど声せいまじりの悲鳴や、木がなぎ倒たおされるような音も。

　もしや討伐隊が鬼を追っている真っ最中なのではないのか──？

　山そのものが暴れるような音の数々は恐おそろしい速さで近づいてきて、

（来る……！）

　千景が身を硬くした刹せつ那な、凄すさまじい音とともに社の東側が破られた。

　土つち埃ぼこりをあげながら、岩と見まがうほどの大きな塊かたまりが転がり込んでくる。

　飛び散る木もく片へんから咄とつ嗟さに顔を背けたとき、顕正が悲鳴を上げた。顕正のわななく視線の先には床ゆか板いたに沈しずんだ大岩──否いな、血まみれの男の姿がある。男は怒いかり狂った獣のように吠え立てながら、床板を引っぺがして起き上がる。その頭には突とつ先さきも鋭するどい二本の角がそびえ立っていた。

　鬼だ。千景が目を瞠っているうちに、次々と鬼たちが社へ飛び込んでくる。

「くそ、討伐隊のやつらめ。逃にげても逃げても追ってくる」

「あやつら、人ではないな。今こ宵よい一夜でどれほど斬きり殺せば気が済むのか」

　鉈なたを持った鬼のひとりが駆かけ出す。その振しん動どうに煽あおられ、提灯のあかりが消えた。

　だが真っ暗くら闇やみにはならない。松明たいまつなのか提灯なのか、尾おを引き交差する光が、刀を振るう討伐隊員の横顔や、斬り殺される鬼の苦く悶もんに歪む表情を束つかの間照らしては、夜に塗ぬり込む。

　浮うかんでは消え、また浮かぶ地じ獄ごく絵え図ずに、顕正が這いずりまわって身を隠す場所を探している。千景も縛しばられていなければ、同じようにへたっていたかもしれない。ぴしゃっと温かなものが足に散る。もしや鬼の血だろうかと思うと、それだけで意識が遠のいた。静せい寂じやくが訪おとずれる気配はまったくなく、社の内からも外からも引っきりなしに悲鳴や刀を使う音が聞こえてくる。

　あまりの恐怖にほとんど気を失いかけていると、ふいに顔を照らされた。

　殺される──咄嗟に思い、固く目を瞑つぶる。

　三拍ぱくほど置いたあと、千景を照らした者が急せいた声こわ音ねで相馬の名を連呼した。

　鬼ではなく討伐隊員が千景を見つけたらしい。ほどなくして社へ駆け込んでくる荒あら々あらしい足音が聞こえてきた。

「相馬どの、こちらはもしかしてお捜さがしの神職ではございませんか」

「おお、そうだ。こいつだ。──捜したぞ、巫女みこ。無事だったか」

　これは相馬の声だ。どうして相馬が千景を捜すのだろう。恐る恐る目を開けると、ほっとしたように息を吐はく相馬と目が合った。

「お前、鬼憑きだな」

「…………」

　声は出せないのでただ顎を引く。「やはりな」と相馬は言うと、千景の猿ぐつわと拘こう束そくを手早く解く。その頃ころには討伐の騒さわぎは収まっていて、ひとり、またひとりと、千景の周りに討伐隊員が集まり始めていた。

「もしやこの香かおり……鬼憑きですか」

「ああ。まさかこんなところに隠していたとはな。何が、診しん療りよう所じよへ連れていった、だ。神職どもめ、あいつらは澄まし顔で噓うそをつく。どうりで今夜は山が騒がしいはずだ。斬っても斬っても鬼が湧わいて出る」

　相馬は怒おこっているふうだったが、隊員たちは隊長の怒りよりも千景のほうに興味を奪うばわれたらしい。床ゆかに崩くずれたところをいくつもの眸ひとみに見おろされ、いたたまれなくなってくる。せめて帷子かたびらの前くらいは合わせようと手をやっていると、濃のう紺こんの上着をかけられた。

　詰つめ襟えりの上着の下は白いシャツ、相馬を振り向き、それを知る。

　だが相馬は千景を見ていなかった。

「おい、年寄り。お前、なぜこんなところにいる」

　険の籠こもった声を放つと、おもむろに立ち上がる。

　相馬の声を受け、少し前に千景を照らしたあかりが祭さい壇だんに向けられる。古びた祭壇には、がくがくと体を震わせてへばりついている顕正の姿があった。

「年寄りよ。お前、もしや鬼ではあるまいな。今夜は家から一歩も出るなと、村内のすべての世帯に通達しておいたはずだ」

「お、鬼だなんて滅めつ相そうもない、私は宮司でございます。そこの千景……鬼おに憑つきの神職に乞こわれて、鬼おに祓ばらいの神事をしておったのですよ。どうにもその、体が疼うずいてしようがないとかで、魔羅を思う存分に頰ほお張ばれば『印』が消えるやもしれぬと言い出しまして」

「…………！」

　いったい何を言い出すのか。あまりの羞しゆう恥ちに目の奥が真っ赤に染まった。

　だが千景が何か言う前に、相馬が声を立てて笑いながら、顕正のもとへと歩む。

「楽しそうな神事ではないか。して、成果はいかに」

「……は？」

「思う存分に魔羅を与あたえて、あの巫女の『印』は消えたのか？──いや、訊きくだけ野や暮ぼか」

　言うが早いか、相馬の手が顕正の袴を奪う。

　そういえば顕正は事に及およぶ寸前だったのだ。どうも股また座ぐらを袴で覆おおっていただけだったようで、いとも容易たやすくさらされてしまう。

「ふん。萎しなびておる上に短小ではないか。とても鬼憑きを満足させられる一物とは思えんな。可か哀わいそうに。あの巫女は生殺しのままか」

　相馬は鼻で笑うと、千景のもとへ戻もどってくる。

　溜りゆう飲いんが下がったともいえるし、侮ぶ辱じよくされたともいえる。どんな顔をしていいのか分からず、うつむいていると、ひざまずいた相馬に顎を持ち上げられた。

「巫女よ。告げる機会を逃のがしていたが、お前の亭てい主しゆは斬った。悪く思うなよ」

「亭主？」

　そんなものを持った覚えはない。相馬の眸を見返したあとで、もしや千景に『印』をつけたあの鬼おにのことを言っているのかと思い当たった。

「あれは亭主ではございません」

　むっと鼻筋を寄せると、相馬はなぜかまんざらでもなさそうに口くち許もとを緩ゆるめてみせる。

「気が強いのは好みだ。俺がもらってやるとしよう」

　え？　と訊き返すよりも早く、相馬の手が軽々と千景を抱だきかかえる。ぎょっとして相馬を見ると、いまだその唇くちびるは笑えみをたたえていた。

「今夜は引き上げるぞ。鬼憑きがいれば我らの勘かんが鈍にぶる。鬼を見つけても深追いするな。悪鬼でないものを斬るわけにはいかぬ」

　相馬の言葉を受けて「はっ」と一礼を返した隊員が社を飛び出していく。まだ外にも隊員がいたようだ。「撤てつ収しゆうー」と繰くり返し張り上げる声が辺りに響ひびく。

　──もしかして助かったのかもしれない。

　千景に『印』をつけた鬼が殺されてしまったということは、たとえ千景が娘むすめでも、もうあの鬼と契ちぎりを結ぶことはできない。

　ならば、『印』も自然と消えるのではないのか。

　千景はうっすらと微笑ほほえみながら、いつの間にか相馬の腕うでのなかで眠ねむっていた。













　ちかげ。──誰だれかが名前を呼んでいる。

　どこか懐なつかしい、優やさしい声音。きっと巽の声だ。

　だけど真っ暗闇で、巽の姿は見えない。首筋の辺りだけ、ぽうと熱くなっていく。

　なんだろう。熱い湯に浸つかっているみたいでとても気持ちいい。しっとりと濡ぬれたものが優しく首筋に触ふれている。もしかして唇を寄せられているのだろうか。

　おかしな夢だ。こんなことを巽はしない。

　だけどまた、優しい声で、ちかげ、と呼ばれる。

（ああ……たっちゃん）

　ひとたび巽だと思うと、巽以外には考えられなくて、うまく動かない唇で、たっちゃん、たっちゃんと繰り返す。

　お願い、たっちゃん、姿を見せて。夢でいい。会いたいんだ。

　かき抱いだくようにして、見えない巽の背中に腕をまわしたとき、

「たっ……」

　呼びかけた声が「ぅわっ」という悲鳴に変わる。

　夢のはずが、本当に生きた人間の背中を抱いてしまったからだ。巽とはとても思えない逞たくましさ。ぱっと目を開けたのと同時に、男の顔が飛び込んでくる。

　一いつ瞬しゆん誰だか分からなかった。目を凝こらしたあとに相馬だと分かり、愕がく然ぜんとする。

「あ、あなた、私にいったい何を」

　巽とは夢ですら会えないのに、目覚めた途と端たんに飛び込んできたのがこの男の顔だとは。

　すぐさま相馬の胸を押し返したものの、首のところが突つっ張ぱった。見ると、相馬が千景の胸の勾まが玉たまを手に取っている。

「勝手に触さわらないでください」

　取り戻してから、今度こそ相馬の胸を押しやる。

「ずいぶん高価なものを持っているな。翡ひ翠すいだろ。鬼里で採れると聞いたことがある」

「あなたには関係のないことです」

　言いながら起き上がったとき、浴衣ゆかたを着ていることに気がついた。

　下帯すらつけていなかったというのに、着き替がえさせられてしまったらしい。恥はずかしさを押しやるつもりで固く目を瞑つぶったあと、勾玉を握にぎりしめて目を開ける。

　六畳じようほどの部屋だ。文ふ机づくえと、いまは火の入っていない行あん灯どんがひとつ。夜具は千景が使っている。格こう子し枠わくの窓から見えるのは鬱うつ蒼そうと茂しげる緑ではなく、夕ゆう映ばえに染まった空だ。

　浴衣に覚えがなければ、この部屋にも覚えがない。

「どこですか、ここは」

「討伐隊が逗とう留りゆうしている宿の、俺の部屋だ」

　村外れのあの宿か。一応は知っている場所だというのが分かり、ほっとする。

　千景は部屋を見まわしたあと、あらためて相馬に目を向けた。

　小ざっぱりとした藍あい鼠ねずの着流し姿だ。長めの前まえ髪がみが目め許もとにかかるのを邪じや魔まそうにかき上げている。そういえば制服でない姿を見るのは初めてだ。仕草も顔つきも洋装のときよりも若く見える。だからこそ目覚めたとき、上に乗っているのが誰だか分からなかったのだろう。

　そう、確かに相馬は千景の上にいた。いまでこそ何食わぬ顔であぐらを組んでいるが、寝ね惚ぼけていた千景はこの男の背中を抱いてしまったのだ。

「あなた……私に何かしましたね？」

　じゃっかん警けい戒かいしつつ、それを訊く。

　いや何も、と相馬が答えるのならそれでもいい。無理やりにでも自分の勘かん違ちがいにしてしまうほうが、心は健すこやかだ。

　だが千景の思おも惑わくに反し、相馬はにっと唇を横に引くと、「した」と答える。

「し、したのですか？」

「たいしたことはしていない。お前の『印』を少々舐なめさせてもらっただけだ。うまそうな匂においがぷんぷんしたからな」

「な、舐めた、だなんて……」

　夢の半分が現実だったということに驚おどろいた。

　ささやかな抗あらがいとして、これみよがしに浴衣の襟えりで首筋を拭ぬぐう。が、力を入れすぎてしまったらしい。火ぶくれが潰つぶれる痛みに思わず顔をしかめる。

　優しく撫なでる手つきに変えたとき、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　どうしてまだ首筋が痛むのだろう。

　そういえば、相馬はいまだ『印』という言葉を使っていなかったか。

「あの、鏡のようなものはありますか？」

「鏡？」

　あったかな、とこぼしながら相馬が文ふ机づくえを漁あさる。どうやら抽斗ひきだしの奥に備えつけのものがあったらしい。漆うるし地の手鏡を渡わたされる。

　千景は浴衣をはだけさせると、恐おそる恐る自分の首筋に鏡を当てた。

　鏡面が映す画えに息を吞のんだあと、「そんな……」と喘あえぐように声が出る。

　あの鬼は死んでしまったというのに『印』が消えていない。嚙かみ痕あとの周りだけだった腫はれは胸の辺りにまで広がっているし、蛇へびがのたうつような模様も濃こくなっている。体をよじって後ろを映すと、蛇のような模様がうなじや背中にも浮うき上がっていた。

「ど、どうしてこんな……前よりもひどくなっているじゃないですか……」

「鬼と交わっていないからだろう。お前は鬼おに憑つきのままだ」

　当然といった口調で答えた相馬を、瞠みはった目で見る。

「なぜ鬼憑きのままなのですか？　あの鬼は死んでしまったのでしょう？　だったら私にはもはや契る相手なんていないじゃないですか」

「お前、嚙みついた鬼が死ねば、『印』が消えると思っていたのか？」

　相馬にとっては千景が導き出した答えのほうが信じられないものだったらしい。真顔で問い返され、千景は自分の想像が間ま違ちがっていたことを知った。

　それでも一いち縷るの望みをかけて「違うのですか……？」と問う。

　相馬は太い息を吐はくと、妙みようにゆるりとした動作で手鏡を文机に戻す。違うとも違わないとも言わない。どう説明すべきか考えているような横顔に不安が募つのる。

　相馬は固かた唾ずを吞んでいる千景を一いち瞥べつしてから口を開いた。

「鬼はもともと山の民たみだ。食うものがなければ木の皮で飢うえを凌しのぐこともするし、泥どろ水みずだってすする。里の民、すなわち人とは、体を作っているものが異なる。だから里の民に、山の民の体液が入ってしまうと変調をきたす。本来持ち合わせていないものだからな。ただし、時間をかけて山の民の体液を取り込めば、調和させていくことができる」

　分かるか？　と訊きかれ、千景はかろうじて頷うなずいた。

「だから鬼憑きは、鬼と交われば癒いえるといわれている。嫁とつがずとも、日ひ替がわりでそこらの鬼と交わるのでも構わぬ。鬼の体液さえ取り込んでいれば、いずれ『印』は消える」

　千景は半ば放心したまま、相馬の言葉を聞いていた。理解が進めば進むほど、放心してしまったというほうが正しいかもしれない。

　鬼の伴はん侶りよになるなど考えられないが、体液を取り込むなどもっと考えられない。

　いや、伴侶になるということは、すなわちそういうことなのだろう。

　誰かと肌はだを重ねたこともなければ、重ねたいと思ったこともなかったので、深く理解できていなかった。恐きよう怖ふばかりが先に立っていたせいもある。いまさらながら、契る、の意味を真っ向から突きつけられ、力なくうなだれた。

「心配せずとも、お前は夜ふけに山へ入るだけで『印』を消すことができるぞ」

　もしや救いの策があるのだろうか。

　はっと顔を上げると、相馬は唇くちびるの端はしを持ち上げ、千景のすぐ側そばまでやってくる。

「鬼憑きは誘さそうような匂いを放つ。まさに闇やみ夜よに咲さく花のごとくだ。お前の体は鬼を求めて香かおりを放つし、鬼はそれを標しるべにしてお前に辿たどり着く。目を皿のようにして契りを結ぶ鬼を捜さがしまわらずとも、お前は自分の体に従っていさえすれば、『印』を消すことができる。ただし、少なくとも二十日は続けたほうがよいな。男の体は女のように種を取り込めぬ」

　相馬が言ったとおりのことを生き真ま面じ目めに想像したあと、頰ほおに朱しゆが走る。

　誰が夜ごと鬼に蹂じゆう躙りんされたいなどと思うものか。染まった顔を隠かくすこともせず手を振ふり上げると、相馬の頰を打つ前に手首を摑つかまれた。

「問題は──鬼憑きの香りは鬼だけでない、人も誘ってしまうということだ」

「え……？」

　振りほどきたいのに振りほどけない。ずい、と体ごと近づけて相馬が言う。

「残念ながら、鬼憑きは好みの雄おすだけ誘うことはできぬ。鬼だろうが人だろうが、雄ならば見境なく惑まどわせる。男しかいない神社にいたのなら、少しは心当たりがあるんじゃないのか？」

　弥彦と顕正にされたことが蘇よみがえり、わずかに息を吞む。あれは二人がおかしくなったのではなく、千景が二人をおかしくさせてしまったのか。

「さてはお前、神社をひとつ潰したな」

　そこまででは、と言いかけたのを飲み込む。ただ、唇は開いてしまい、相馬が「うん？」と訊きながら、片方の眉まゆを持ち上げる。

　なぜだか分からない。些さ細さいな唇の動きまで見られているのだと知ると、体がざわついた。

　放してほしい。そう言いたくて、摑まれたままの手首に力を入れる。

　言葉で告げなかったのは吐と息いきを触ふれさせたくなかったからだ。だけど相馬は放さない。三度試ためしてみても変わらない。うろたえて声を上げたりすれば、一気に間合いを縮められそうで怖こわかった。

　千景の手首を摑んでいるのは、相馬慶一郎という名を持つ雄だ。

　鬼憑きは人の雄をも惑わせる。たったいま、相馬が自分の口でそう言った。

　惑っているのか──？　顕正のようにあからさまでないから分からない。息をつめて相馬を見る。近すぎるせいで、漆しつ黒こくの眸ひとみを縁ふち取どる睫まつ毛げまでよく見える。

　怖い。

　わずかに目を逸そらした刹せつ那な、ぐっと胸むな元もとに引き寄せられた。

「な……っ」

　背中を反らして逃にげかけたのを、後ろへまわった手が封ふうじ込める。

　いつの間にか手首を摑んでいた手は離はなれていて、かわりに千景の顎あごを持ち上げていた。

　目の前の唇はあからさまな笑えみを刻んでいる。緩ゆるんだその口くち許もとを見て、間合いを計っていたのではなく、怯おびえる千景を見通し、愉たのしんでいたのだと知った。

「は、放してくださいっ」

「放すものか。俺はお前が欲しい」

　言い切った唇が、千景の唇を塞ふさぐ。

「……んっ」

　あまりに咄とつ嗟さのことで、歯を食いしばるのが遅おくれた。

　一気に侵しん入にゆうしてきた舌が、千景の舌を付け根から掬すくい上げてくる。逃げようにも逃げられない。絡からむ熱と湿しめり気に翻ほん弄ろうされ、のぼせたように体が熱くなっていく。

「目覚めるまで待ってやったんだ。ありがたいと思ってほしいくらいだ。俺に襲おそわれるのが気に入らないのなら、鬼憑きになった自分を恨うらむんだな」

　何を勝手なことを。言いかけたのをまたもや相馬の唇が封じ、舌を捻じ込んでくる。　>>>♥

　乱れる息を隠したくて息をつめる。苦しい。喘ぐ唇を相馬は奪うばい続け、ようやく唇を離されたときには、頭の奥が痺しびれたようになっていた。

　ぜぇと肩かたで息をしながら、睨にらみつける。

「あなたも……顕正さまと同じなのですね」

「顕正？」

　訊き返した相馬が「ああ、あのじじいか」と吐き捨て、鼻筋に皺しわを寄せた。

「言っただろう、鬼憑きは男を狂くるわせると。お前の匂いはすごいぞ。鬼憑きになってから誰だれひとり男を許していないんだろう。お前の香りは澄すんでいるくせに濃のう厚こうで、お前が寝ね返がえりひとつ打つだけで、部屋中に花を敷しきつめたようになる。滾たぎるなと言うほうが無理だ」

　そんなことを言われても、千景に自分の匂いは分からない。

　迫せまる胸を遠ざけようと腕うでを突つっ張ぱらせたものの、力に差がありすぎて敵かなわない。このままでは一気に押し倒たおされてしまう。それだけは避さけねばと、劣れつ勢せいになった体を支えるために後ろに手をつく。結局それが相馬の侵しん略りやくを許すことになり、首筋に顔を埋うずめられた。

「っ……」

　顔をしかめたのも束つかの間、『印』を舌でなぞられ、ぞくっと鳥とり肌はだが立つ。

　男に首筋を舐められるなど気色が悪い。そう感じるのが当然なはずなのに、甘いざわめきが全身に広がっていく。もしやと思い、下方に目をやると、浴衣ゆかたの思ったとおりの場所が山形を描えがいていた。

　息を吞のんだ千景とは裏腹に、相馬はとっくに気がついていたらしい。

「お前の体は、俺を待ち望んでいたようだな」

　傲ごう岸がんに囁ささやきながら、千景の浴衣を割って股また座ぐらに手を差し入れてくる。

「やめっ──」と叫さけび、咄嗟に相馬の手を両手で押さえ込む。

　だが千景は自分の体を支えるために手をついていたのだ。「あっ」と声を上げたときにはすでに遅おそく、相馬に押し倒されていた。

　満足そうに笑った顔が近づいてくる。

　当然のように唇を唇で覆おおわれかけた瞬しゆん間かん、千景は相馬の唇に嚙かみついた。

「いっ」

　呻うめいて顔を離しかけた相馬を追い、なおも嚙みつく。

　どうせ力では敵わない。顔を離した相馬を睨みつけ、威い嚇かくのつもりで歯を打ち鳴らす。

　大きな獣けものに襲いかかられた情けない獣。自分がそう見えることは考えないようにした。

「気強いとは思っていたが……鬼おに憑つきのくせに雄になびかないとは相当だな」

　ついに体を起こした相馬が、瞬またたきまじりに千景を見おろす。

　少しは鼻白んだかと思ったが、そうではなかったらしい。相馬は不敵な笑みを浮かべると、千景の歯が届かないぎりぎりのところまで顔を近づけてくる。

「ますます気に入った。お前のほうから体を開かれたらたまらないだろうな」

「そんなことは生しよう涯がいありえません」

　言い切る強さは伝わっただろうに、相馬は動じない。それどころか、ふと考えるような仕草を見せたかと思うと、笑みをたたえたままの双そう眸ぼうを再び千景に向けた。

「俺が鬼憑きを癒いやす薬を持っていると言ったならどうする？」

「……え……？」

　薬などないと聞いている。

　千景はひとつ瞬いたあとに勢いよく飛び起きた。

「あ、あるのですか？　薬が……？」

「ある」

　あっさり頷うなずいた相馬を、呆ぼう然ぜんと見つめる。

「討伐隊しか持っていない塗ぬり薬だ。鬼の体液を取り込むよりも効きは悪いが、毎日欠かさず塗っていればきれいに治る。鬼憑き独特の匂においも消えるし、淫いん猥わいの気も失うせる。もちろん首筋に残された『印』もな」

　塞ぎきっていた心に光が射さし込み、千景は乱れた浴衣の裾すそを直すことも忘れていた。

　本当にそんな薬があれば、鬼と交わらずとも『印』を消すことができる。命を絶つこともしなくていい。どんな形であれ、生きていけるのだ。

　とはいえ、容易たやすく信じることはできない。

「見せてください、その薬を」

「残念だが、遠えん征せい中のいまは持っていない」

　落らく胆たんしかけたのも束の間、「二、三日中には用意できるだろう」と相馬は言う。

「お前さえその気なら、そうだな……明日の朝までに薬を用意してやってもいい」

「本当ですか？」

「お前が俺に体を許すのならな」

　なるほど、そういうことか。途と端たんに薬の存在があやしく思え、千景はじっとりとした眼まな差ざしを相馬に向けた。

　相馬は軽く笑って千景の視線を流すと、言葉を続ける。

「ただし、薬そのものをお前に渡わたすことはしない。お前を抱だいたあとに俺が塗る。癒いえるまでには一月ほどかかるだろうな。その間、お前が素す直なおに体を開くのなら、俺はその代だい償しようとして薬を与あたえよう。完全に癒えるまでに時間はかかっても、効果は日ごとに実感できるはずだ」

　最後の一言が千景の心を揺ゆさぶった。もし薬が偽いつわりのものなら、日ごとに効果を実感することはできない。「本当ですか？」と訊きくと、相馬は「誓ちかってもいい」とまで言う。

　数多あまたの鬼おにを斬きり殺してきた男がいったい何に誓うのかと呆あきれつつも、信じたい思いのほうが上回っていく。むしろ、信じるしかないようにも思う。鬼憑きでさえなくなれば、たとえ神職に戻もどれなくとも生きていける。もともと多くのことは望んでいない。あばら屋に住んで、小さな畑を耕すような細々としたものでも十分だ。生きていればきっと巽にも会える。

　何よりも、浴衣一枚のこの格好で、相馬から逃のがれられるとは思えない。

　にやついた笑みを浮うかべていても、どこか翳かげっているように見えるのは殺さつ伐ばつとした世界に身を置いているからだろう。顕正はもちろんのこと、悪あつ鬼きすら相手にならなかったのだ。たぶん相馬が千景の運命の最果てだ。

　細く息を吐はき、覚かく悟ごを決める。

「私はどうしたらいいですか？」

　千景の言葉を受け、目の前の唇くちびるが満足そうな笑みを刻む。

「交こう渉しよう成立だな。まずはそうだな、浴衣の腰こし紐ひもを解き、仰あお向むけになってもらおうか」

　千景のほうから体を開く──まさに相馬が望んだとおりになってしまった。

　これから始まるのだと思うと、覚悟を決めたあとだというのに、腰紐を解く指が震ふるえてしまう。無理やりに犯おかされかけたことならあっても、自ら裸ら体たいをさらすのは初めてだ。できるだけ浴衣がはだけないようにと気をつけながら、夜具の上に仰向く。

　あまり乱れなかった。ほっとしていると、相馬の手があっさり浴衣を寛くつろげる。

「もったいぶるな。お前を着き替がえさせたのは俺だ。初見じゃない」

　わざわざ言葉にされてしまい、カッと頰ほおが火ほ照てった。

　眠ねむっているときは意識がないからまだいいが、いまは違ちがう。相馬と目を合わさないよう顔を背そむけていると、相馬が自身の帯を解きながら上に乗ってきた。

「待っ……」

　覚悟はしていても、つい腕を突っ張らせてしまう。「す、少し時間を……」とまごついたことを言っていると、相馬は無言で片眉まゆをつり、自身が投げ捨てた着物の帯を引き寄せる。

　あれよあれよといううちに帯で手首を束ねられ、頭上高くにどかされてしまった。

「これでは力ずくで犯されるのと同じことではありませんかっ」

「お前がそう思うのならそれでもいい。薬はやらないが、いいんだな？」

　そんなふうに言われると、大人しくするしかない。「いえ……」と返してそっぽを向く。

「まあいい。どう抗あらがおうが、乱れていくのが鬼憑きだ」

　鼻を鳴らした相馬が、千景の首筋に唇を寄せてくる。

「……ぁっ」

　醜みにくいとしか思えない『印』だが、雄おすにとっては劣れつ情じようを刺し激げきするものなのだろうか。

　相馬は千景の体の稜りよう線せんを撫なでながら、嚙み痕あとのひとつひとつを愛めでるように舌を這はわせていく。どうしてそんなに……と思っているうちに息が乱れ、苦痛ではないものが体の奥から立ち昇のぼってくる。

　まるで『印』そのものが相馬を求めているかのようだ。目を瞑つぶる程度ではどうにもやり過ごせず、仰のけ反った喉のどがか細い喘あえぎを紡つむぐ。

「俺のほうはまだ帯しか解いていないというのに性急だな」

　薄うすく笑った相馬に言われ、初めて気づく。

　千景はいつの間にか相馬の腰こしに足を巻きつけ、肉の根を擦こすりつけていた。慌あわてて足を夜具に戻したものの、蜜みつを垂らしてやまない肉の根の有様は、すでに相馬に知られてしまっている。

「もうこんなにしているのか」

　濡ぬれそぼつ屹きつ立りつを、相馬の手のひらが包み込む。

　先ほどは両手で動きを封ふうじることができたが、もうできない。どこかしっとりした千景のものとは違い、ごつごつとした骨太い手だ。

　握にぎるだけにしてほしい。到とう底てい聞き入れてはもらえないだろう願いを込めて、相馬を見る。

　触ふれるだけで済むはずがないだろう。相馬が眼差しで答える。

　絡からんだ視線を先に解いたのは相馬だった。肉の根を捉とらえた手はそのままに、もうひとつの手で千景の片方の足を押し上げる。羞しゆう恥ちを覚える前に肉の根を扱しごかれ、まぶたの裏に光が散った。

「ぅあ……んっ、やめ、あ……っ」

　雄でありながら、より強い雄のものになったことを知らしめるような手つきだ。ふざけるなと叫んでぶん殴なぐりたいほどなのに、相馬が手を動かすたびに嬌きよう声せいじみた喘ぎが[image: ]ほとばしる。

　いくら鬼憑きになってしまったとはいえ、こんな自分は知りたくない。手首を縛しばるなら猿さるぐつわもかませてほしい。どうにもならないことを考えて気を散らそうとしたものの、容よう赦しやなく追いつめられ、呆あつ気けなく相馬の手を情液にまみれさせてしまう。

　なのに相馬は扱くのをやめようとしない。

「まだ出そうだな」

　揶や揄ゆする口くち振ぶりで言ったかと思うと、背を丸め、濡れ光る千景の雄に唇を寄せてきた。

「ひ、ぃ……」

　伸のびた舌が蜜液をからめとっていく。括くびれをくすぐったり、新しく滲にじんだ露つゆをすすることもする。半ば強ごう引いんに搾しぼり取った先ほどとは一転、千景の反応を愉たのしむようなやり方だ。

　とても飼かい馴ならせない、獣けものの形をした快楽が体の奥に生まれ出る。嬉き々きとして走り出したそれに、短く呻うめいてかぶりを振ふったとき、相馬が窄すぼまりに指を入れてきた。

「はっ、う」

　目の奥にまた光が散り、ずんと下か肢しが重くなる。

　この感覚には覚えがある。いつかの、そう、弥彦に指を穿うがたれたときだ。

　あのときの千景は弥彦の細い指では飽あき足らず、大人の男のものを咥くわえるのを心ひそかに望んでいた。後こう孔こうを蹂じゆう躙りんする男らしい指と、忘れていた劣情が繫つながってしまい、ぶるっと震えた陰いん茎けいが白はく濁だくを撒まき散らす。

「際限ないな。これだから鬼憑きはたまらない」

　相馬は嘲あざける口調で言いながら、増やした指で千景のなかをかきまぜる。

　なのに足りない。『印』が燃えるように熱くなり、その熱にのぼせてしまう。

「ぅん……っふ、ああ、もう──」

　相馬が欲しい。

　とても言葉にはできず、ただ切なげに目め許もとを歪ゆがめる。

　快楽に馴らされつつある体が、相馬を求めて燃え立っている。こめかみから滑すべり落ちる汗あせすらも相馬の施ほどこす愛あい撫ぶかと錯さつ覚かくし、ひくんと喉を震わせてしまう。

「欲しいのか？」

　いつの間にか相馬は体を起こしていた。

　思わず首を横に振りかけたのを押しとどめる。かわりに潤うるんだ眸ひとみを相馬に向けた。

　見み透すかしているだろうになぜ言わせようとするのか。素直に頷うなずくことはしたくないが、偽りを訴うつたえることもしたくない。

「どっちだ。はっきりしろ」

　急せかすわりにはおもしろがるような声こわ音ねだ。「うぅ」と獣のように啼ないて顔を歪める。

　もともと蹂躙しようと仕し掛かけてきたのは相馬のほうだ。この辱はずかしめに耐たえることができたなら、きっと与えてもらえる。

「ほ、欲し……いっ」

　かすれた声で望みを口にする。言葉にした途端、とっくに消えたと思っていた理性が舞まい戻ってきて、千景の目の縁ふちを赤く染めた。

「そうか。欲しいのか。ならば仕方ないな」

　忌いま忌ましい言い方だが、訊き返されなくてよかった。二度も同じことは言いたくない。

　羞恥と安あん堵どがまざった息を吐いていると、手首の拘こう束そくを解かれた。正直に伝えることができたのだから許されたのだろうと思いきや、違った。

「俺を咥えたいんだったら、自分の指でもっとやわらかくするんだ」

「な……」

　そんなことはできないし、したこともない。首を横に振って無理だと訴えていると、短く息を吐いた相馬に再び片足を押し上げられた。「こうするんだ」と差し込まれた一本。凪なぎかけていた痺しびれが逆波を立てる。

「ぅう……っふ」

　気持ちいい──。

　溺おぼれかけたのも束つかの間、「続きはお前がやれ」と抜ぬかれてしまう。

　後孔はくちゅんと追い縋すがるような音を立てて閉じてしまい、甘い波は遠ざかっていく。千景のなかにはひとりでは消すことのできない快楽の火種だけが残された。

「しっかりほぐしておけよ。純潔の神職を俺の剛ごう直ちよくで傷つけるわけにはいかないからな」

「……っ、う……」

　目許を歪ませて相馬を見たものの、相馬はあっさり離はなれていき、あぐらを組んでしまう。

　太ふと腿ももに頰ほお杖づえをついた顔は笑っている。言われたとおりのことをしない限り、与あたえる気はないのだろう。

　じっとしていても、快楽の火種はくすぶるばかりで消えそうにない。むしろ放ほうっておかれたことで大きくなっているような気がする。触れられてもいないのに息が乱れていき、張りつめた肉の根が千景を急かす。

「くっ……」

　いったい一夜に何度覚悟を決めればいいのだろう。嗚お咽えつまじりの喘ぎを洩もらしながら、ゆっくりと下肢に向かって右手を滑らせていく。

　肉の根と陰いん囊のうを撫でまわしつつ、自ら片足を持ち上げて後孔をさらす。

　うまく指が届かない。足を胸にくっつけるようにして抱だきかかえると、ようやく指の先が窄まりに触れた。情液が垂れていたのか、指を置いただけでぴちゃっと音がした。

　意を決して、円を描えがくように撫でてみる。

　粟あわ肌はだがさあっと立ち、小さく声が出る。どうせ相馬を満足させないと終わらないのだ。理由をつけて指を埋うずめてみる。

「ぁあ……っ」

　まるで泥でい濘ねいだ。熱くてとてもやわらかい。

　どうしてこんな──。確かめるためにおずおずと侵しん入にゆうを深くする。

　襞ひだは吸いつくように千景の指に絡みつき、放そうとしない。次は際まで引き抜いてみる。ぞくぞくとした快感が這いのぼり、まぶたがじんと熱くなっていく。

「はっ……はあ……」

　自ら後孔を弄いじって感じるなどどうかしている──。

　思いながらも出し入れする動きは自然と速まった。半開きの唇くちびるから引っきりなしに洩れる熱い息。こぼれそうになった唾だ液えきを舌でからめとる。

　もっと深く穿ちたいのに自分の指ではそれが叶かなわない。せめてもの慰なぐさみとして指をもう一本増やすと、快楽はいっそう濃のう厚こうなものとなった。

　誰だれの手も添そえられていない肉の根が、首を振るようにして切ない雫しずくを飛ばす。

「っあ、ふ……んっ、ん……」

　意識が濁にごっていき、自分が雄おすなのか雌めすなのか分からなくなっていく。

　番つがう相手のいない獣のようだ。浅ましいと思うのにやめられない。ここをやわらかくしておけば、相馬の漲みなぎりを受け入れることができる。鬼おに憑つきの淫いんの気が、慰める手つきを忙せわしないものに変えていく。

「どうだ。やわらかくなったか」

　側そばへやってきた相馬が、夜具に投げ出していたほうの千景の足を持ち上げる。

「ん……」

　恥はじらいは快楽の渦うずに巻き込まれたあとだった。相馬に言われるまま、埋めたままの二本の指で蕾つぼみを拡ひろげてみせる。自分ではどんなふうになっているのか分からない。だけど見おろした相馬が上うわ唇くちびるを舐なめる仕草をしたので上々なのだろう。

「美味うまそうな色になっているじゃないか。どれ、内のほうは──」

　言いながら、指を穿たれる。

「ああっ」

　たった一本なのにずんと重い。深いところまで確かめてほしくて、蕾を拡げる指に力を込める。ぐぷ、といやらしい音がした。

「十分そうだな。やわらかくて溶とけ落ちそうだ」

　ああ、やっと──。肉の根が期待に喘あえぐ。

　指を抜いた相馬が着物を脱ぬいでいる。男らしく引き締しまった体たい軀くだ。早く……とまで思う自分が信じられない。

　相馬は千景の両足を持ち上げると、高いところから挑いどんできた。

　蕩とろけきった後孔に熱く硬かたいものが押し当てられる。ぬるつきをまみれさすように腰こしをまわしたあと、楔くさびを打ち込まれた。

「っくぅ……んっ」　>>>♥

　隘あい路ろを割り進む剛直にたまらず息をつめる。「力を抜け」と言われたが、どうやって抜けばいいのか分からない。

　なぜ相馬は体を倒たおさないのだろう。思いきりかき抱いだけば、たとえ心が嫌いやがっていても体は早くに馴な染じむような気がするのに相馬が遠い。さまよう手が宙をかき、夜具に落ちたかと思えばまた宙をかく。浅く繰くり返される息とともに汗が噴ふき出、天てん井じようの木目が歪んで見えた。

　だけどやめてほしいとは思わない。秘肉は戸と惑まどいながらも相馬に絡からみつき、貪どん欲よくに取り込もうとしている。指を穿たれたことなど戯たわむれに過ぎなかったのだと思うくらい、襲おそい来る快楽は大波だ。

「入れただけで放つやつがあるか」

　相馬に笑われ、いつの間にか果てていたことを知る。

　角度を定めた漲りに抽ちゆう送そうを始められると、快楽はいっそう深いものとなった。

「ぁう、あっ、は……う」

　心も体も丸まる裸はだかにされて、舌を嚙かみ切りたいほどの辱めを受けているのに、あられもなくよがり、夜具の上をのたうつことしかできない。この世にこれほど大きな快楽があるとは知らなかった。熱ばかりが体のなかで膨ふくらんでいき、狂くるってしまいそうになる。

「気強いお前も悪くないが、気強さを捨てて乱れるお前も悪くない」

　相馬は千景の足を抱かかえ直すと、腰の動きを速めてきた。

　潤んだ媚び肉にくを繰り返し突つき上げてくる楔に、わななく唇が言葉にならない喘ぎを繰り返す。一ひと際きわ甲かん高だかく啼いた刹せつ那な、奥深いところに情液をそそぎ込まれ、甘美にまみれた声が出る。

　千景もきっと同時に果ててしまったのだろう。ふっと我に返ってしまい、眉み間けんにわずかな皺しわが寄る。

　いま、この体のなかに相馬の子種を入れてしまった──。

「ほう。気に入らないのか」

　鋭えい敏びんに感じ取った双そう眸ぼうがつり上がる。

　いえ、と首を振ふろうとしたが、遅おそかった。相馬が千景の尻しりを押し上げる。

　日常ではありえない。頰ほおに膝ひざ頭がしらが触ふれそうになる。

「垂らすなよ。一いつ滴てきも残らず俺を飲み干せ」

「やっ、やあっ」

　さらすどころではない。あまりにもはしたない格好だ。楔を抜かれた後こう孔こうの洞うろも、そのなかで泡あわ立だつ白はく濁だくも、相馬にしっかり見られてしまった。この日いちばんの羞しゆう恥ちに唇を震ふるわせたのも束の間、「まだ欲しいだろう？」と決めつけられ、二度目を穿うがたれる。

「ひ、ぅっ」

　肉にく筒づつに満ちていた情液が、こぷっと音を立てて際から垂れていく。

　こんなの、嫌だ。必死に夜具を握にぎりしめるのに、獰どう猛もうなもので秘肉をこそげられるたび、頭のなかが淫みだら一色に染まっていく。声を殺せない。終わらない。目の前で千景の肉の根が膨らみ、開いた蜜みつ口が情液を吐はき出す。温ぬるい雫は乳ち首くびまで飛んだ。

　これが鬼憑きお前だ。──相馬の猛たけった太魔ま羅らが、千景に繰り返し教え込む。







　放つだけ放つと、淫に憑よりつかれた体は楽になる。泥どろのように眠ねむってしまえばなおさらだ。

　ただし、どんなに乱れ喘いでいても、記き憶おくまで失くしてしまうわけではない。だから目覚めた瞬しゆん間かんに襲い来る羞恥は、とてつもなく大きなものになる。

（…………）

　千景は固く目を瞑つぶり、夜具の上で正しすぎる寝ね息いきを立てていた。

　雀すずめのさえずりにふっと目が覚めたのはさきほどのことだ。相馬はとっくに起き出しているようで、部屋のなかを歩きまわる足音や、廊ろう下かで誰かと言葉を交かわす声、朝あさ餉げらしいものを運ぶかちゃかちゃとした音が聞こえてくる。

「おい」と呼びかけられても寝たふりを決め込む。「どれだけ寝れば気が済むんだ」と苦く呟つぶやかれても眉まゆひとつ動かさない。望んでもいない相手と交わって、明くる日の朝、何食わぬ顔で「お早うございます」と言えるほど、千景の心は太くない。

「──おい」

　何度目かに呼びかけられたときも、千景は目を閉じて夜具に張りついていた。

「薬を塗ぬるぞ」

　相馬がそう続けなければ、いつまでもそのままだったかもしれない。

　ぱっと目を開けるのはためらわれ、まずは眇すがめた目で部屋の様子を窺うかがう──つもりが真上に相馬の顔があり、心を整える暇ひまもなく対面することになった。

　にんまりと笑っている。

「よう」

「お、お早うございます……」

　嫌な男だ。とっくの前から千景の狸たぬき寝ね入いりに気づいていたらしい。討伐隊の制服を着ているせいで、昨夜よりもまともに見えるのが不思議だ。

「俺は仕事へ行く。朝っぱらからお前を抱く気もない。薬を塗ってやるから『印』を出せ」

　抱く気はないとはっきり告げられたのが決め手となった。慌あわてて起き上がり、浴衣ゆかたの肩かたを外す。傍かたわらにしゃがんだ相馬は、白磁の小こ壺つぼを持っていた。

「それが薬ですか？」

「ああ」

　覗のぞき込むと、水みず飴あめのように透すきとおったものが見えた。もしやただの水飴かと思い、鼻をひくつかせてみる。甘ったるい匂においはしないが、薬らしい苦味のある香かおりもしない。相馬は粘ねばりのあるそれを指先で掬すくうと、ぞんざいな手つきで千景の『印』になすりつける。

「えっ、これだけでいいんですか？」

「薬は使いすぎれば毒になる。これくらいでちょうどいい」

　相馬は言って、あっさり小壺を制服の懐ふところにしまってしまう。

「俺はこれから番所の者と打ち合わせることがあるし、討伐の後始末もある。お前はぜったいにこの部屋から出るな。一度薬を塗ったくらいじゃ『印』は癒いえん。お前はまだ鬼おに憑つきだ。鬼だろうが人だろうが、男を呼び寄せる体だということを忘れるな。廊下にひとり、隊員を控ひかえさせておく。必要なものがあればそいつに言え。ただし男は欲しがるな」

　最初から最後まで真顔だったので、あやうく聞き流すところだった。

「お、男なんていりませんよ、そんなもの」

「ほう。惚ほれてもいない俺を相手にあれだけ乱れておいて、男はいらんと言えるのか。鬼憑きのくせにたいしたもんだな」

　けなされているのか褒ほめられているのか分からない。どちらにせよ、朝の陽ひが満ちているときに閨ねやでのことを口にするのはやめてほしい。

　聞こえないふりで浴衣を直していると、相馬が言った。

「この村での討伐はほぼ終わった。小隊のみを残して今夜中に帝都へ引き上げる。お前もついてくるんだ」

　思わず手が止まる。

　村にはもう千景の居場所はない。それでも十年以上も暮らしていた土地を離はなれなければいけないのは複雑で、「はい……」と頷うなずくまでに時間がかかった。

　その逡しゆん巡じゆんをどう捉とらえたのか、ぬっと伸のびた手が千景の顎あごを上向かす。

「お前は誰だれにも渡わたさない。俺以外に蹂じゆう躙りんされたくなければ、俺から逃にげないことだ」

　情じよう欲よくとはまた別の、滾たぎりを宿した双眸が目の前にある。

　執しゆう着ちやくを見せる男とは思わなかったので少し驚おどろいた。

　一いつ瞬しゆん心が波立ったものの、すぐに凪なぐ。好きなように扱あつかわれて、心が麻ま痺ひしていたのかもしれない。

「私にとっては、あなたに抱かれるのもあなた以外に抱かれるのも同じことです」

　一いつ矢し報むくいるつもりで放った皮肉だったが、相馬の眸ひとみは揺ゆらがなかった。

「俺にとってはまるで違ちがう」

　眸と同じく、言い切る声こわ音ねも強い。

　心にさざ波が打ち寄せ、次し第だいにそれが大きくなっていく。簡単には静まりそうにないそのとどろきを聞いていると、つと相馬が唇くちびるの端はしを持ち上げる。

「お前は極ごく上じようの鬼憑きだ。一月はしっかり愉たのしませてもらう」

　結局はそういうことか。めずらしく真しん摯しな顔を見せたので、深読みしかけていた。

　相馬を一いち瞥べつしたあと、顎に触れている手を振り払はらう。相馬はなぜか声を立てて笑い、あっさり千景から離れていった。

「そういえば、八重という娘むすめが見つかったぞ」

「八重？」

　急に話を変えられてしまい、一瞬誰のことを言っているのか分からなかった。ひとつ瞬またたいたあとで、行方ゆくえ知れずになっていた村むら頭がしらの末の娘だというのを思い出す。

「宿場町に逗とう留りゆうしているのを親しん戚せき筋の者が見つけた。徳市とかいう若い使用人と駆かけ落ちがしたかったようだな。煮にえ切らない男に娘が業ごうを煮やして出しゆつ奔ぽんしたらしい」

　まったく人ひと騒さわがせな話だと、ぼやきながら相馬が部屋を出ていく。

　千景のほうを振り向くことは一度もしなかったので、相馬がどんな表情をしていたのかは分からない。ただ、廊下に控えているらしい隊員に「あれに手を出すと、お前でもただじゃおかないぞ」と凄すごんでいるのが聞こえ、執着のかけらを見せつけられたような気がした。

　千景はしばらく引き戸の前に佇たたずんだあと、薄うす水みず色の空が見える窓辺に腰こしを下ろした。

　村のなかにいても、八重と聞いてすぐに思い出せなかった自分は、ずいぶん遠くへ来てしまったようだ。これからどうなってしまうのだろう。千景は格こう子し枠わくの窓に頭を預け、たぶん最後になるであろう村の空を見つめていた。







　相馬が言ったとおり、その日の夜、村を発たつこととなった。

　しばらく村にとどまる隊員たちを残し、数台の車に分乗して乗り込む。

　村頭を始め、村の男たちが見送りに来ていたようだったが、千景は頭からすっぽりと着物を被かぶせられていたので、誰とも顔を合わすことはなかった。「鬼憑きが出たらしいぞ」「それも男らしい」と交わされる声がかすかに聞こえてきたので、これでよかったのかもしれない。

　発進してしばらく、「もういいぞ」と相馬に言われ、被っていた着物を外す。

　千景が乗せられた車には、運転役を除けば相馬しかいなかった。

　大勢ならいいというわけでもないが、真横に相馬というのも息がつまる。ハンドルを握った隊員がちらちらと千景を気にするのを相馬が低い声で咎とがめると、いっそう気づまりになった。

「あの、私は帝都のどこへ連れていかれるのでしょう」

「着けば分かる」

「…………」

　不安だから先に訊きいているのだ。だが腕うで組ぐみをして車窓を睨にらむ横顔に、二度も三度も同じ問いを投げる気にはなれず、千景も仕方なく自分の側の車窓に目を向ける。

　車が放つ光は地面にほど近いところしか照らさないので、車窓に流れる風景は夜一色だ。

　目を凝こらして外を見ても、山間の村か町かを走っているくらいのことしか分からない。ならば寝ようかと思うものの、隣となりの相馬は厳いかめしい顔つきで両目を開いているので気が引ける。どうにも気が紛まぎれず、ため息ばかりついていると、『印』が熱くなってきた。

　思えば、相馬に抱だかれてから丸一日経たっている。鬼憑きの体が騒さわぐ頃ころ合あいなのか、それとも車中に男しかいないことを、頭ではなく体で感じ取ってしまったのか。

（よりによってこんなときに……）

　顔をしかめ、着物の腕うでをかくふりで強く爪つめを立てる。『印』が熱くなれば、次に体のどこにどういう変化が起こるかは、すでに想像がついている。ちらりと相馬を窺うと、相馬もまた千景を見ていた。

「いくらなんでもここでは何もしてやれんぞ」

　思わぬ第一声に、開いた口が塞ふさがらなくなった。

　そこまで物欲しそうな顔をしたつもりはないし、欲しいとも思っていない。頰ほおに朱しゆを走らせてしまった千景には構わず、相馬は仏ぶつ頂ちよう面づらで窓を開け始める。

「帝都へは夜明け前の到とう着ちやくを目指している。お前ひとりのために車を停とめるつもりもない」

　ずいぶんな言い草だ。とはいえ、たとえ車を停めてもらったところで、子種を搾しぼり取るか、相馬に抱かれる以外に楽になる方法はない。

「私は何も申しておりません。どうぞ構わず予定通りに進んでくださいませ」

　口調は毅き然ぜんと、だが頰は赤くという有様で、相馬から思いきり顔を背そむける。

　どうにかしてやり過ごさなければ──。

　いまの時季はどんな蔬そ菜さいができるのだろうかとか、山に成る実はあるのだろうかとか、どうでもいいことを真しん剣けんに考え、気を逸そらす。なのに『印』は熱く疼うずくばかりで、下か肢しの肉もじわりじわりと硬かたくなっていく。

　自分で慰なぐさめられるものなら慰めたい。こめかみから伝う汗あせのぬめりに小さく喘あえいだとき、ふいに真横から手を伸ばされた。

　手しゆ巾きんを咥くわえた相馬が、無言で千景の着物の裾すそを割る。

　咄とつ嗟さに体を強こわ張ばらせたものの、下手に騒いで運転席の男に気づかれるのは嫌いやだ。逡巡が千景の抵てい抗こうを弱くしてしまい、その隙すきに相馬は千景の着物の裾を寛くつろげ、足を開かせる。

　今日はきちんと下帯をつけているので、雄おすの証あかしは剝むき出しになっていない。

　──が、下帯の前をぽっこりと膨ふくらませた情けない有様だ。濡ぬれ染しみまでできている。

　これを嗤わらうつもりだったのかと思いきや、相馬は顔色ひとつ変えず、欲よく望ぼうの稜りよう線せんを撫なでることもしない。

　そのかわり、下帯の狭はざ間まから武骨な手をくぐらせてきた。

「な……っ、あ」

　思わず声を上げてしまう。

　慌あわてて吞のみ込んだものの、運転席の隊員にはしっかりと聞こえてしまったようだ。どぎまぎした顔で振ふり向かれ、気づいた相馬がすかさず「お前は運転だけしていろ」とはねつける。その手は千景の雄を取り出し、根元に手巾を巻きつけていた。

　いずれ濡れ伝うであろう子種を封ふうじようとしているらしい。さすがに青ざめた。

「車だからな、ここは」

　相馬が千景を見て、わずかに口くち許もとを綻ほころばせる。

「帝都に着いたら楽にしてやる」

　言葉の終わりとともに桃もも色いろの付け根をぐっと縛しばられ、「ぅあっ」と悲鳴が[image: ]ほとばしる。

　相馬は何食わぬ顔で千景の雄の証を下帯にしまうと、乱れた着物の裾を直した。そして車に乗り込むときに被らされていた着物を千景に投げ、「寝ねろ」と一言、言い放つ。

「っんく、ふ……」

　重くて痛い。拘こう束そくされてしまった肉の根の嗚お咽えつが、唇から細切れにこぼれ出る。

　運転席の男を気にする余よ裕ゆうなどもうなかった。恨うらめしげに相馬を見たものの、相馬はすでに車窓にこめかみを預け、寝たふりを決め込んでいる。

　千景はすっぽりと着物を被ると、潤うるむ目許を拭ぬぐった。

　悔くやしい以上に自分が情けない。行き場を失くした情欲が、体のなかで出口を求めて渦うずを巻いている。地じ獄ごくのような責め苦を、責め苦として感じないためには、相馬が言ったとおり、眠ねむるしかない。乱れがちになってしまう息を意識して規則正しいものに変え、固く目を瞑つぶる。

　ありがたいことに、窓から入ってくる夜の風と揺れる車体が誘さそい水となった。

　浅い夢のなかをふらふらと漂ただよい、目覚めても頑かたくなに目を閉じ続けて、睡すい魔まの尻尾しつぽを握にぎりしめる。それを何度か繰くり返しているうちに、いつの間にか空は真夜中の漆しつ黒こくから夜明け前の群ぐん青じように色を変えていた。車窓に映る風景からも、野山や畑が姿を消している。

　千景が目覚めたことに気づいたらしい。相馬が「そろそろ着くぞ」と言い、身じろぎをする。

　長い旅路もいよいよ終わりだ。ほっとしたのも束つかの間、今度は目め隠かくしをされてしまった。

「道順を覚えられては困るからな。お前は何も知らないほうがいい」

　続いて相馬は千景の手首も縛る。

　古い社の柱にくくりつけられたことを思い出してしまい、かすかな不安がよぎる。

「あの、私はどうなるのですか？」

「どうもならない。他ほかの男にお前を触ふれさせるような真似まねもしない」

　相馬に捕とらわれていることは変わらないのに、安あん堵どしてしまった自分が不思議だった。目覚めたおかげで肉の根が情欲を取り戻もどしてしまったからかもしれない。視界と腕の自由を奪うばわれたことよりも、甘く重い拘束がいつ解かれるのか、そのことばかり考えてしまう。

　それから四半刻ほど車は進み、どこだか分からないところで停車した。

　先に降りたのは相馬で、相馬に腕を引かれながら千景も車を降ろされる。

　帝都は帝都でも、端はしのほうなのかもしれない。葉は擦ずれの音とともに新緑の香かおりがする。「山際ぎわですか？」と尋たずねると、「何も訊くな」と返ってきた。

「俺に抱かかえられるのと、自分の足で歩くのと、どっちがいい」

「歩きます」

　迷うことなく答えると、相馬が吐と息いきで笑う。

　だが十歩も進まないうちに千景は後こう悔かいした。相馬に腕を取られて進むものの、張りつめたままの肉の根が下帯に擦すれるばかりで歩きにくい。もしや着物の前まで押し上げているのではと思うと、つい背中を丸めてしまう。人の気配はなさそうだが、千景が感じていないだけかもしれない。大勢の男が声を立てずに嗤う姿を想像してしまうと、もはや一歩も進めなかった。

「最初から素す直なおに無理だと言えばいいものを」

　呆あきれた口調で相馬が言い、結局逞たくましい腕に抱だきかかえられる。

　どうしてこういうことになるのだろう。聞こえないふりで押し黙だまり、恥はずかしさを遠ざけるために耳を澄すます。

　土の道が終わり、建物のなかに入ったようだ。相馬の靴くつ音おとが甲かん高だかく響ひびくので、天てん井じようが高いのだろう。わずかにひんやりとした空気とこの匂におい。何だろう、神社の宝物庫に似ている。確か宝物庫は土蔵で──。

　ふいに体が傾かたむき、あやうく声を上げそうになった。

　相馬の手が離はなれていく。どこかに置かれたらしい。地べたではなく畳たたみの上のようだ。錠じようをかける音が聞こえたあと、相馬が側そばへやってくる。

「ここはどこですか？」

「お前が自力では逃にげ出せない場所だ」

　相馬が千景の目隠しを外す。

　眩くらんでいた目がじょじょに視界を取り戻すなか、千景は息を吞んだ。

　設しつらえは『部屋』らしい。夜具もあるし、調度品も揃そろっている。だが明かりとりは土つち壁かべのはるか上にあり、外を眺ながめることは叶かなわない。相馬の背後には木き格ごう子しが見える。

「ざ、座ざ敷しき牢ろう……？」

　光の乏とぼしい部屋に自分の行く末を見たような気がし、千景は顔色を白くした。

　畳が青々としているのは陽ひに褪あせることがないからだ。百花が描えがかれた蒔まき絵えの衝つい立たてや、象ぞう嵌がんの施ほどこされた文ふ机づくえ。どんなに調度品が上等でも、薄うすら寒い空気は拭い去ることができない。等とう間かん隔かくに並んだ木格子の隙すき間まは狭せまく、たぶん腕一本通すのがせいぜいだ。

「こんなところに私を閉じ込めて、いったいどうするおつもりですか？」

「どう？」

　相馬は千景の疑問をそのままなぞり、束になった鍵かぎを懐ふところにしまう。かわりにあの小こ壺つぼを同じ懐から取り出した。

「俺に体を差し出せば、俺はお前に薬を与あたえる。一月もすれば『印』は癒いえる。何度も同じことを言わせるな」

「ですがっ」

　相馬の条件を受け入れたとき、確かめるのを忘れていたことがある。

　言いかけたのを一度吞み込み、気持ちを整えてから声にする。

「『印』が癒えた暁あかつきには、私は自由の身になれるのですか？」

　相馬からは逃げられない。それを肌はだで察して受け入れた条件でもあった。

　だが『印』が癒えて鬼おに憑つきでなくなったとしても、相馬は千景を放さないかもしれない。まさか座敷牢に入れられるとは夢にも思っておらず、あのときは感じなかった絶望がこみ上げてきた。

「そういえば一月後のことは決めていなかったな」

　相馬がひとりごち、あらためて千景を見る。

「お前はもうあの村にはいられなかっただろうが、さらったのは俺だ。『印』が癒えた暁には新しい仕事口と住すみ処かを用意しよう。ただし、それまでは俺のものだ。討伐隊しか持ち合わせていない秘薬を与えてやるんだ。一月はしっかりと俺を愉たのしませろ」

　最後の一言に思わず顔をしかめる──が、新しい仕事口と住処は、一月後の千景にとって必要なものだ。

「本当に一月辛しん抱ぼうすれば、仕事と住処を用意してくれるのですね？」

「くどい」

「先に言っておきますが、男女じよ郎ろうのような仕事を用意されても従事できません」

「誰だれがそんなもの──」

　相馬が吐はき捨て、千景を引き寄せてきた。後ろ手に縛られているせいで、相馬の胸になだれ込むようになってしまう。

「長話は終しまいだ。焦じらしたつもりが、まさか俺のほうが焦らされるとはな」

　荒あら々あらしく着物の裾を割った手が、下帯の膨らみをなぞってくる。

　座敷牢に放ほうり込むような男を歓よろこばせてたまるものか。首から上では歯は軋ぎしりするのに、首から下では情欲がよだれを垂らしている。少しでも淫いん情じようが表に出ると、抑おさえ込むのは難しい。執しつ拗ように下帯の上から雄根を揉もまれてしまい、呆あつ気けなく吐息が震ふるえていく。

「可か哀わいそうに。お前のここも早く自由にしてくれと泣いている」

　動かす手を速められ、たまらず仰のけ反る。さらした喉のどに唇くちびるを這はわせられると、肌のざわつきが増していくような気がした。

「お前に選ばせてやろう。自らの手で漲みなぎりを放つのなら手首の拘束は解いてやる。俺に楽にしてもらいたいなら足だけ開け」

　下した顎あごに触れる相馬の息はかすかに熱い。滾たぎりつつある相馬を知り、なぜか追いつめられた気になった。同じものを抱えているせいだろう。掬すくうように唇を奪われると、放出を望む下か肢しの喚わめきはいっそう強くなった。

　額で相馬を押し返してから、縛しばられたままの手を後ろにつく。

　ゆっくりと足を開くと、自然と着物の裾すそが割れ、濡ぬれた下帯があらわになった。

「意外だな。お前は手しゆ淫いんを選ぶかと思った」

「勝手、な」

　千景にとっては自らの手で慰なぐさめる行こう為いを見られるほうが恥ずかしい。

　だけどそれは首から上で考えた言い訳かもしれない。首から下は、千景が思う以上に相馬が施す愛あい撫ぶの心地ここち好よさを覚えている。相馬が千景の膝ひざ頭がしらに手を置く、左右に押し開く、それだけで鼻にかかった喘あえぎがこぼれてしまう。

　下帯を解く手がじれったい。ほどなくしてはち切れんばかりに膨ふくらんだ屹きつ立りつが弾はずみ出た。

　あまりのさまに、自分でも目を疑う。手しゆ巾きんの白が際きわ立だつほどに雄おすの根は肉紅色に染まっていて、恥じらうことなく上向いている。根元を縛っても完全に封ふうじることはできなかったらしい。まとわりつく淫液のぬめりが、赤い果実をいっそうふしだらに見せていた。

「すごいな」

　相馬は唇を湿しめらすと、千景の足の間に平ひれ伏ふす。「──食い頃ごろだ」

　信じられない。果か芯しんすべてを口のなかに収められ、「あっ、う」と啼ないて弓なりになる。　>>>♥

　全身をくまなく舐なめられているようだ。果芯がわななき、相馬の舌に誘さそわれるまま雫しずくを滲にじませる。一いつ滴てき二滴はすぐに吸い上げられてしまい、追いつかない。放ちたい欲が塊かたまりのようになって千景を攻せめてきたが、いまだ根元は縛られたままだ。車中でため込んでいた分と、たったいま湧わき上がった分が、まぜこぜになって千景を追いつめる。

「はうっ、ふ……う」

　仰け反り、畳に爪つめを立てたとき、足首を摑つかまれて体を返された。

　頰ほおが畳にぶつかる。これは交こう尾びを望む雌し獣じゆうの格好だ。咄とつ嗟さに羞しゆう恥ちを覚え、体を横たえようとしたものの、太ふと腿ももを摑んできた相馬の手が許さない。相馬は千景の着物の裾をまくり上げると、白い双そう丘きゆうをあらわにする。

「や、やめ……」

　かぶりを振ふったのも束つかの間、尻しり肉の狭はざ間まをなぞられ、肌がわなないた。

　揃えた指が、谷間から陰いん囊のうまでを繰くり返し行き来する。焦らす手つきが千景の理性を剝はぎ取った。撫なでられるだけじゃ足りない、責め立ててほしい。乞こうようにして尻を持ち上げると、相馬が喉の奥で笑う。

「あまり煽あおるな。どっちが手た綱づなを握にぎっているのか分からなくなる」

　言いながら後こう孔こうに貪むさぼりつかれ、千景は甲高い悲鳴を[image: ]ほとばしらせた。

　蕩とろけかけの果肉をすするように唇を使われ、下肢の肉がいっそう重くなる。手さえ縛られていなければ、自分で扱しごいていたかもしれない。襞ひだを舐られ、蕾つぼみに舌先を穿うがたれるたび、肉の根が右に左にと首を振り、細切れに雫を撒まき散らす。

「く、ぅ……っ、ふ、んんっ……」

　早くすべて放ちたい。畳に額を擦こすりつけてそれだけを望んでいると、背後からベルトの留め金を外す音が聞こえてきた。

「い、いや、あ……」

　手巾さえ解いてくれれば、何度貫つらぬかれても構わない。そこまで思うほどだというのに、相馬は千景の渇かつ望ぼうを後まわしにする気らしい。容よう赦しやなく腰こし骨ぼねを引き寄せられ、濡れた窄すぼまりに熱根を押し当てられる。

「そう焦あせるな。俺を満足させられたなら、いくらでも逝いかせてやる」

「ひっ、う」

　短く呻うめいた刹せつ那な、一気に押し込まれた。

　侵しん入にゆうの衝しよう撃げきに仰け反るまもなく腰を使われ、喘ぐ声が縮こまる。

　すっかり溶とけ落ちていた秘肉は媚こびを売るように肉杭くいに寄り添そい、離れない。相馬は千景の欲よく望ぼうを堰せき止めているのをいいことに、遠えん慮りよなく突ついてくる。たわませては抉えぐる、その繰り返しが、千景の肌に細やかな汗あせを噴ふき出させた。

　きっともう何度も達している。なのに楽になれない。獰どう猛もうすぎる快感が千景を食い荒あらす。

　もはやかぶりを振ることもできず、相馬に揺ゆさぶられるままになっていると、猛たけった楔くさびの先せん端たんが奥の一点をかすめた。途と端たんに腰こしが跳はね上がり、下肢の肉が飛沫しぶきを散らす。

　ここはいけない。かわすつもりで身をよじったものの、相馬は見み逃のがさなかった。

「気に入りの場所があったようだな」

　笑えみを滲ませた声で言うと、千景の腰を抱かかえ直し、その一点だけを狙ねらって突いてくる。

「ああっ、あっあっ」

　快感が強すぎてついていけない。深く穿たれるたびに膝ひざがわななき、へたってしまう。

　どうしてこんなにも感じるのか分からない。がくがくと顎あごが震え、唾だ液えきがこぼれる。爛ただれきった孔こう内を満たす相馬の剛ごう直ちよくだけが、かろうじて千景の意識を繫つなぎ止めている。

「ああ、好いな」

　いっそう強い腰使いで突き上げられ、啼いて喉を反らしたとき、後孔の奥に熱い滴したたりをぶつけられた。

　だが抽ちゆう送そうは終わらず、相馬は千景のなかで放ったものを秘肉に染しみさせるように緩ゆるく腰を使ってくる。次し第だいに速度を増すそれが新たな快楽を生み出し、また千景の肉の根がよがる。

「やあっ……あっう、くっ」

　もう死んでしまう、許してほしい──喘ぎまじりの声で必死に訴うつたえると、ようように引き起こされた。敏びん感かんになりすぎた体はどこもかしこもおかしく、相馬の胸に背中が触ふれただけで、粟あわ肌はだが立つ。

「足を広げろ。楽にしてやる」

　言われるまま、力の入らない足をなんとか寛くつろげると、そそり立つ果芯の根元に相馬の手が触れた。

　手しゆ巾きんの結び目を解く指先に、息が震える。

　早く早く早く──目を閉じ、放出のときを待つ。

「ああっ……あ……」

　手巾を外された瞬しゆん間かん、どくっ、と音を立てるほどの勢いで、こらえていたものが溢あふれていく。

　寒い日に尿によう意いを覚えたときのように、ぶるっと肌がわなないた。わななきは一度では治まらず、二度も三度も震えてしまう。そのたびにぴしゃっと畳たたみを叩たたく水音がした。

「こんなにもためていたのか。可哀そうに」

　相馬は含ふくみ笑いをしながら千景を抱だき寄せ、耳じ孔こうに舌を捻じ込んでくる。　>>>♥

　舐る舌のぬめりと、終わらない吐淫に快楽が嵩かさを増していき、相馬の鎖さ骨こつに後ろ頭を擦りつけるようにして、か細い喘ぎを洩もらす。

　薄うす闇やみをまとわせた天てん井じようの高みが、相馬に囚とらわれた千景を象しよう徴ちようしているようだった。







　朝は好きな時間に起き、日中は何をするのでもなくただ過ごし、眠ねむくなったら横になる。

　湿っぽい座ざ敷しき牢ろうでの日々が始まった。

　一応は牢から出ないでも生活できるようになっているので、鬱うつ々うつとしたことさえ考えなければ、そう困ることはない。日に三度の食事は門番の年寄りが運んでくるし、言えば行水用の湯も用意してくれる。ただ耳が遠いようなので、呼び鈴りんを力いっぱい鳴らさなければ来てくれないのが困りものだ。まぐわいの喘ぎを聞かれないのは救いだが。

　相馬はというと、夜中にやってくることもあるし、真っ昼間にやってくることもある。

　夜中に来られると、木き格ごう子しの外に置かれた行あん灯どんしかあかりがないので、知らない男に抱かれているようで少し怖こわくなる。だからといって真っ昼間に来られて、体の隅すみ々ずみまで暴あばかれるのも恥はずかしい。ようするにいつ抱かれても何度抱かれても慣れないということだ。

　千景はため息をつくと、明かりとりを見上げた。

　夜の空が釣つり鐘がねの形に切り取られている。いつでもどこでも山があった場所で生きていたのに、千景と外の世界を繫いでいるのは、いまではこの孔だけだ。

　日にちの感覚が摑めず、季節の移ろいを感じることもできない。

　座敷牢には鏡がないので、『印』がどれほど癒いえているのかも分からない。

　眠っている間に下帯を汚よごすことはなくなったので、少しは癒えているのだろうか。相馬に鏡が欲しいことを伝えたものの、鏡は割れると刃は物ものになるからと差し入れを拒こばまれた。

　鏡の破は片へんで刺さされたくらいでは死にそうにもない男が、何を危き惧ぐしているのか。

　そう嫌いや味みを放つと、「俺はお前が自死するのを回かい避ひしたいだけだ」と返してきたので少し驚おどろいた。鬼おに憑つきひとりが死んだところで、相馬は痛くも痒かゆくもないだろうに。

　そんなふうに自じ嘲ちようしてしまうのも、座敷牢の辛しん気き臭くささに囚われている証あかしかもしれない。

　命を絶つ気があるのなら、割れた鏡など使わず舌を嚙かみ切っている。

　千景がそれをしないのは、一月後の自分を知りたいからだ。

　こんなところに入れられてしまってもまだ諦あきらめていない。嗤わらわれてもいい。元の自分に戻もどりたい。

　だけど同じ強さで、怖いとも思う。

　もし次に目覚めたとき、悪あつ鬼きになっていたならどうすればいいのだろう。

　人である自分を手放したあとだからどうしようもないのだろうか。相馬に抱かれるたびに声を乱してよがっているいまの自分も、すでに自分ではないのかもしれないが。

　千景は細く息を吐はき出すと、着物の胸から勾まが玉たまを取り出した。

　どうせ鬼に『印』をつけられてしまうのなら、巽がよかった。──無む為いに過ごす時間が増えたせいか、そんな詮せんないことばかり考えてしまう。

　想像のなかの巽は十六歳くらいだ。千景を伴はん侶りよにしようと思って巽が嚙みつくことはありえないが、取っ組み合いの延長でうっかり嚙みついてしまうことならあるかもしれない。千景の体がおかしくなり始めて、二人で途と方ほうに暮れる姿を思い描えがくと、くすっと笑みがこぼれる。

　巽はたぶん千景を抱くことはしないだろう。だけど離はなれることもしないと思う。

「たっちゃん、僕が悪鬼になったら殺すんだよ。たっちゃんにしかできないんだからね」

　年長ぶって念を押し、巽は眸ひとみに涙なみだをためた顔で拒む──。

（いや、十六だったらもうべそっかきは卒業してるかな）

　綻ほころばせたままの表情で勾玉をしまっていると、車のエンジン音がした。

　相馬が来たのだろう。脳のう裏りからあっさり巽がいなくなり、かわりに憂ゆう鬱うつをまじらせた息が出る。そのくせ、首から下はほんのりと熱を帯び始めてくるので自分でも呆あきれてしまう。

　だけど相馬はなかなか現れない。

（おかしいな）

　いつもは停車したあと、すぐにここ──たぶん土蔵だ──にやってくるのだが。

　耳を澄すませると、外で複数の足音がした。歩くのとも走るのとも違ちがう、不規則な足音だ。壁かべに耳をつけて窺うかがうと、「暴れるんじゃない」とたしなめる、相馬の声が聞こえてきた。

　もしかして他ほかにも牢があって、捕とらえた悪鬼を投とう獄ごくしようとしているのかもしれない。

　背中の辺りがぞっと寒くなった。錠じようを解くようなかしゃんとした音や、「さっさと入れ」と促うながす声まで聞こえてくると、そうとしか思えない。

　息をつめて耳をそばだてていると、またもや足音が聞こえてきた。

　今度は乱れのない足取りなので、用を終えたあとなのだろう。足音の持ち主たちは雑談を交かわすことなく車に乗り込み、ほどなくして走り去っていく。

　千景はごくりと唾つばを飲み、相馬を待った。

　いったいここはどういう用向きの牢なのか。千景の他にも入れられている者はいるのか。訊ききたいことはたくさんあったが、相馬は待てども待てども姿を見せない。

　千景は木格子に額をくっつけて、石の廊ろう下かを窺った。

　等とう間かん隔かくに置かれた行灯がほの暗い光を放っているだけで静まり返っている。

　思えば、一日に一度は必ず交わるというような約束は交わしていない。きっと相馬はまだ仕事を残していて、先ほどの車で他の隊員たちと一いつ緒しよに帰ってしまったのだろう。それはそれで構わないのだが、薬を塗ぬってもらえないのは困る。

　仕方なく夜具に体を横たえていると、どこからかすすり泣きのような声が響ひびいてきた。

（ゆ、幽ゆう霊れいっ？）

　飛び起きたあとで、幼い男の子の声だと気がついた。

　泣き声はじょじょに大きくなっていき、それを叱しかりつける母親らしき女性の声も聞こえる。もしかして先ほど投獄されたのは、悪鬼ではなくこの母子なのかもしれない。

　千景は壁にへばりついた。あらゆるところに耳を張りつけ、二人の声がいちばんよく聞こえる場所を探す。どういう構造になっているのか知らないが、行灯の光の届かない隅すみの暗がりがいちばんよく聞こえるようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」と壁に向かって声をかける。

　たぶん届いたのだろう。泣き声はぴたりと止まり、かわりに息をつめてこちらを窺うような気配が伝わってきた。

　今度はひそめた声こわ音ねで同じ言葉をかけてみる。

　しばらくして「……誰だれですか？」と女性の声で返ってきた。

「私は──」

　と言いかけてためらう。どう名乗ればいいのだろう。

　だけど隠かくしていても仕方がない。

「私は神職です。……いえ、神職でした。鬼憑きになってしまって、牢に入れられてしまったんです」

　正直に告げると、女性は「まあ」と声を上げる。「ねえ、おにつきってなあに？」と女性に尋たずねる男の子の声がかすかに聞こえてきた。

「すみません。驚いてしまって──」

　女性の声がぐっと近くなる。向こうも千景の声がいちばんよく届く壁を見つけたようだ。

「鬼憑きになってしまわれたということは、あなたは人ですか？」

「ええ」と答えると、女性の声は途と端たんに沈しずんだものに変わる。「そうですか……。人でもこんなところに入れられてしまうのですね」

　ということは、もしかして──。

　心の内によぎったことを千景が尋ねる前に、女性のほうから暗い声音で告げられる。

「私たちは鬼なのです。息子むすこと二人、人の目につかないようにして暮らしていたのですが、どなたかが私たちのことを討伐隊に知らせたようで……」

　母親の声が震ふるえ始めると、再び男の子が泣き始める。

「大丈夫、もう大丈夫だから」と母親が声をかけていたが、男の子は泣きやまない。相当怖い思いをしたのだろう。慰なぐさめる母親の声も次し第だいに嗚お咽えつまじりのものになっていく。

　この母子も近いうちに殺されてしまうのだろうか。

　二人を勇気づける言葉が見つからない。千景は壁に背を預け、忍しのび泣く二人の声をただ聞いていた。







　畳たたみの上に一筋の光が射さし込んでいる。

　どうやら壁にもたれたまま眠ってしまったようだ。畳に揺ゆらめく光の帯を見つめながら、凝こり固まってしまった首を右に左にと傾かたむける。

　ほどなくして門番が朝あさ餉げを運んできた。

　白い米の飯に味み噌そ汁しる、そしてお新しん香こ。神職をしていた頃ころの朝餉と大差ない。味噌汁の具は毎日変わり、今日は麩ふと刻み菜のようだ。

　文ふ机づくえに膳ぜんを置いて箸はしをつけていると、「うわぁ」とはしゃぐ声が聞こえてきた。

　あの男の子の声だ。「すごい、ごちそうだ！」と声は続き、「これ、よしなさい」と母親がたしなめている。

　二人も起きていたらしい。千景は壁に文机をくっつけ、そこで朝餉を食べることにした。

「お早う」と声をかけると、ややあって男の子の声で「おはよう」と返ってくる。

「おにつきのひと？」と訊かれてしまい、少し笑ってしまった。やはり母親が「これ」とたしなめている。

「そうだよ、鬼憑きの人。君はいつもどんな朝ごはんを食べてるの？」

　深く考えずに尋ねてしまい、すぐに後こう悔かいした。

「食事は食べられないときのほうが多いんです。白いお米なんてとても……」

　母親が申し訳なさそうに答えるのを聞き、慌あわてて謝る。

「すみません、失礼なことを訊いてしまって」

「ああ、いえ。……ほら、しっかりお食べ。こぼしちゃいけないよ」

「はあい」

　男の子は機き嫌げんよく朝餉をとっているようで、少しほっとした。

　だけどこの母子のように巽も食べるものに困っているかもしれないと思うと、当たり前のように白飯を口に運んでいるのがいたたまれなくなってくる。

　いつか人も鬼も同じように暮らすことができればと心のなかでどんなに願っていても、千景が生きているのはしょせん人の世だ。悪鬼でない鬼おにたちが人の目につかないように生きていくには、きっと千景が想像もできない苦労があるのだろう。

　昼ひる餉げには魚を煮につけたおかずがついていて、男の子はそれにもはしゃいでいた。さすがに門番に「静かにしろ」と叱られていたが。

「私たちはどうなるのでしょう……」

　夜がふけた頃、ふいに母親の声が聞こえてきた。

　千景が眠ねむっていれば独り言で終わる、そんなか細い声だ。胸のなかの不安をついこぼしてしまっただけかもしれない。千景が「ああ──」と答えあぐねる声を出すと、「すみません、起こしてしまいましたね」と謝られた。

「いえ、もとから起きていましたから」

　相馬を待っていたのだ。

　だけど今夜も来ないだろう。なんとなくそんな気がした。

「息子さんはもうお休みですか？」

「ええ。ぐっすりと」

　語ご尾びがほのかに優やさしい。眠る息子を見つめる穏おだやかな眼まな差ざしが想像できる。なんとなく巽の母親を思い出した。

　──私たちはどうなるのでしょう。

　最初の問いかけの答えが見つからず、また千景のほうから新しい問いかけをしてしまう。

「あの……人のことをどう思いますか？」

　母親は「えっ？」と返したあとに、しばらく無言になった。

「そうですね。少し怖こわい……というのが本音でしょうか。だけど嫌きらいとまでは思いません。人には人の営みがあるのでしょうから。ただ、討伐隊は嫌いです」

「ああ、一緒ですね。僕も討伐隊は大嫌いです」

　千景が言うと、母親は小さく声を立てて笑う。

「人なのに討伐隊が嫌いだなんてめずらしい方ですね。鬼は嫌いではないのですか？」

「嫌いじゃないですよ。僕には鬼の幼なじみがいるんです」

　母親が「まあ」と声を上げる。

「とても仲がよくていつも一緒に遊んでいたんですけど、鬼里で暮らすということで別れてしまいました。いまも元気に暮らしていればいいんですけどね」

　思えば、巽のことを誰かに話すのは初めてだ。

　もうずいぶん前から誰かに言いたくてたまらなかったのかもしれない。巽との思い出がぐっと胸に迫せまってきて、堰せきを切ったように溢あふれていく。

「大切な友達だったんです。やんちゃで負けん気が強いのはいつも僕のほうでした。あの頃の僕たちを見たら、みんな僕のほうを鬼だと思うかもしれません」

　話しているうちに涙なみだが滲にじんでいき、手の甲こうで目め許もとを擦こすり上げる。

　会いたいのに会えない。どこにいるのかも分からない。巽と別れたときに千景がもう少し大人だったなら、再会するための手がかりを訊いていただろうに、当時の幼い自分を張り倒たおしたいほどだ。あの頃の千景は、まさか鬼討伐隊などという恐おそろしいものが世に現れるとは夢にも思っていなかったのだ。

「すみません、僕の話ばかりしてしまって……」

「いいえ。鬼を嫌う人ばかりでないと知れてよかったです。ありがとう」

　母親が多た岐きと名乗ったので、千景も名を告げた。

　そのあとは互たがいのことには触ふれず、明かりとりから覗のぞく夜空を眺ながめては、今夜は晴れているようだとか、そろそろ長雨の季節が始まるだろうとか、取りとめのない話を交かわす。

　何でもない会話なのに、心がほぐれていくような心地ここち好よさだ。いつの間にか涙も引っ込んでしまっている。だけど男の子が目覚めても困るし、門番に咎とがめられても困る。「ではまた明日」と千景のほうから言い、多岐もまた「ええ、また明日」と応こたえる。

　千景は微笑ほほえみながら壁かべから離はなれると、夜具に横たわった。

　今夜は久しぶりにぐっすり眠れそうだ。目を閉じてもなお、頰ほおがやわらかな笑えみを刻んでいる。男の子は明日の朝餉の膳を見てもはしゃぐだろうか。あの子の好きな具が味噌汁に入っているといい。そんなささやかなことを願いながら眠りに落ちていく。

　──ふっと目が覚めたのはそれからどれほど経たったあとだろう。

　明かりとりはまだ夜の空を覗かせている。寝ね返がえりのついでにそれを見て、再びまぶたを下ろす。まどろみかけたそのとき、車がやってくる音がした。

（相馬……？　こんな時間に……？）

　何日も座ざ敷しき牢ろうに入っているので分かる。ここは山際ぎわ、もしくは山の中腹で、自動車は滅めつ多たに通らないのだ。車の音がしたあとは、ほぼ間ま違ちがいなく相馬が現れる。

　千景の予感は当たり、車はどこにも逸それることなく敷しき地ちにやってきた。

　いつもの場所に停車した気配のあと、複数が降り立つ。

　しじまに響ひびく、土を踏ふみにじる足音。きっと制服を着た討伐隊員たちだ。鋲びようがついているらしいあのブーツは、土や石を踏むときに音を響かせる。多岐たちが投とう獄ごくされた夜を思い出し、千景は飛び起きた。

　だが彼らの足取りに乱れはない。今夜は誰だれかを引き立てているわけではなさそうだ。

（だったらいったい何をしに──）

　廊ろう下かを覗こうと木き格ごう子しに駆かけ寄ったとき、多岐の悲鳴が聞こえた。

「多岐さんっ？」

　思わず名を呼び、すぐさま壁に耳をあてがう。

　討伐隊員たちはすでに牢内らしい。踏み荒あらす足音が一ひと際きわ大きく伝わってくる。

「ここを出てもらう。子どもを抱かかえろ」

「そ、そんな……いったいどこへ！」

「いいから早くしろ」

　やりとりの間に男の子が目覚めてしまったらしい。眠そうな声で「かあさん……？」と呼ぶ声。きっと寝ね惚ぼけまなこで自分たちを囲む討伐隊員を見てしまったのだろう。まどろみを連れていた声が一転、悲鳴に変わる。

　カッと頭に血がのぼり、気がついたときには壁を叩たたいていた。

「おい、その二人をどこに連れていくつもりだっ」

　どうにかして止めなければ──。

　急せいた気持ちと湧わき上がった怒いかりから、自分でも驚おどろくほど尖とがった声が[image: ]ほとばしる。

「母親と小さな子どもじゃないかっ。いったいその二人が何をしたっていうんだ。討伐隊は鬼なら誰でも捕つかまえて殺すのかよっ！」

　喚わめいているさなか、いきなり目の前の壁がどんっと揺ゆれた。

　向こう側から恐ろしい強さで壁を殴なぐりつけた者がいるらしい。天てん井じようからぱらぱらと塵ちりが降ってくる。

「黙だまれ、神職」

　あきらかに怒りを含ふくんだ声こわ音ね。これは相馬のものだ。

　相馬もあの場にいるのだと分かると、頭にのぼりきった血が沸わき立っていく。

　怒りに震ふるえる手を握にぎり、相馬に負けじと壁に拳こぶしをぶつける。

「黙るもんかっ。間違っているのはあんたらのほうだ。どうしてこの世には人も獣けものも鬼もいて当たり前だと思えないんだよ！」

　だが相馬は千景の叫さけびなど聞く気はないらしい。

「急げ。夜が明ける前に終わらすぞ」

　低く告げるやいなや、牢内が騒そう然ぜんとする。

　二人が短く呻うめく声が聞こえてきたので口を塞ふさいだのだろう。「おいっ」と叫んで壁を叩いたが、相馬はもう千景に構うことはしなかった。多岐の声も男の子の声も聞こえなくなり、牢を出ていくあの足音だけが聞こえてくる。

　もしかして多岐たちを担かついで運んでいるのかもしれない。車に向かう足音に重みが増している。

「待てよ、どこに連れていくんだっ」

　追いかけたくても千景はここから出られない。足音を追って壁を叩き、車が発進したあとも叫びながら叩き続ける。牢に静せい寂じやくを招き入れてしまったら、二度と二人は取り戻もどせないような気がした。

　何度目か分からない、「おおいっ」と叫んだとき、ふいに土蔵の扉とびらが乱暴に開け放たれた。

　がっ、がっ、と音を響かせながらあのブーツが近づいてくる。

　隊員のすべてが車に乗って去ったわけではないらしい。はっとして木格子に駆け寄ると、行あん灯どんの光に浮うかび上がる相馬の姿が見えた。肩かたを怒いからせて木格子に近づいてくる。

「あなた、あの二人をどこへ連れていったのですか」

　怒りに任せていてもあしらわれるだけだ。言葉づかいだけは繕つくろったものの、吐はき出す息は収めどころのない感情に震えている。千景を真正面から見み据すえる相馬にも、余よ裕ゆうめいたものは窺うかがえない。

「猫ねこかぶりの神職め。よくもまあ仕事の邪じや魔まをしてくれたな。お前でなければ殴りつけて半殺しにしているところだ」

「殴りたければ殴ればいいでしょう。私は腕わん力りよくに平ひれ伏ふす気はありません。あなたたちがやっていることは、人以外を排はい除じよする殺さつ戮りくです。だけどこの世は人のものじゃない。人も鬼も同じだということを知るべきだ」

「殺戮だと？」

　束つかの間、千景を見返す相馬の眸ひとみが暗く濁にごる。乏とぼしいあかりがそう見せたのか。

　鬼おに火びのように揺らめく眸を見つめていると、ふいに相馬が吐き捨てた。

「好き放題を言ってくれるな」

　言葉の終わりとともにいきなり目の前の木格子を蹴けり上げられ、息を吞のむ。

　感情をあらわにした相馬を初めて見たかもしれない。ブーツの足裏をまともに受けた木格子の数本が、軋きしむ音を上げながらへし折れる。

「正論を突つきつけられて逆上ですか。まるで子どもですね」

「お前に何が分かる。俺たちのやることに口を出すな」

　いまさら錠じようを解くことなどしない。相馬はへし折った木格子をなぎ払はらうと、ブーツのまま座ざ敷しきへ上がってくる。

　とんでもない男を逆上させたなと思いはしたが、退ひく気はさらさらなかった。

　多岐たちだけでない。どこかできっと生きている巽にとっても、この男は脅きよう威いだ。千景の後ろには涙をためて怯おびえている巽がいる──それを想像して相馬の前に立ちはだかる。

「あなたたちの正義は間違ってる。それを指し摘てきして何が悪いんですか」

「お前の思う正義とは真四角なのか。住みよい世を作るためには、悪あつ鬼きは粛しゆく清せいしなければならない。前にもそう説いたはずだ」

「だったらっ──」

　やり切れない思いがこみ上げてきて声が震えてしまう。

　息を吸い、一度吐き、また吸ってから、あらためて相馬を見上げる。

「だったら、悪鬼ではないあの母子をどこへ連れていったんですか」

　二人の抵てい抗こうを封ふうじてまで連れ出す先はいったいどこなのか。人々が朝の営みを始める前に粛清する──それ以外に答えが見つからず、胸が苦しくなる。

「お前には関係ない」

「関係？　ありますよ。私は彼らと壁かべ越ごしに言葉を交わしました」

「それだけか」

　相馬がせせら笑う。「たかだか一日。塵のようなものだ。忘れようと思わずとも忘れるわ。何にせよ、お前が二人に会うことは生しよう涯がいない」

　知りたかった答えを暗に突きつけられた気がし、眸を見開く。

「やっぱり……」

　殺したんじゃないかっ。──こみ上げた言葉を拳に変え、思いきり相馬の胸にぶつける。

　がっ、と小気味のいい音がしたものの、相馬の体はびくともしない。くそ、と胸のなかで罵ののしり、拳を握り直す。続けて放った二発目は、胸むな板いたに届く前に捕とらえられた。

「お前は本当に神職か。体は細いくせに負けん気が強すぎる」

　揶や揄ゆする口くち振ぶりだったが、千景の拳を封じた手の甲こうには筋が浮かんでいる。

　これも相馬がさらした感情のひとつかもしれない。手首を握ったまま捩ねじられ、顔をしかめたのも束の間、畳たたみに放ほうり投げられる。体勢を立て直す前に相馬がのしかかってきた。

「っ……く」

　この流れで犯おかされるのは御ご免めんだ。歯を食いしばり、腕うでを振ふりまわす。

　二、三発は当てることができたと思うが、それ以上は無理だった。またもや手首を摑つかまれてしまい、頭上高くで束ねられる。

「顔も知らない鬼おにの行方ゆくえより、己おのれの身を心配したらどうだ。俺が薬を与あたえなければ、お前は鬼おに憑つきのままだ。それすらも忘れたのか」

　押さえつけられた手首がきりきり痛む。身じろぎすれば骨が折れてしまいそうだ。相馬は左手一本しか使っていない。利きき手ではないのにこの力なのかと思うと、ますます腹が立った。

「薬なんかっ……いらない」

　拘こう束そくの強さに顔をしかめつつ、叫ぶ。

「もう鬼憑きのままでいい。あんたのおかげで男を食うことにも慣れた。そこらじゅうの男を食くらって食らって……悪鬼になったら、まっさきにあんたを殺してやるっ」

　半分は売り言葉に買い言葉だった。それなのに相馬は目を瞠みはる。

　もがいて暴れることよりも、この科白せりふのほうが効くとは思わなかった。相馬はあきらかに驚いている。何か言いたげに開く唇くちびる。だが声にはしない、無理に吞み込んだらしいことは、くっと歪ゆがんだ目め許もとで分かる。

　なぜ。──よぎった疑問は、突とつ如じよ降りてきた唇に蹴け散ちらされた。

　これ以上好きにはさせない。すかさず歯を食いしばったものの、下した顎あごを摑まれる。

「んんっ、ぐ……」

　無理やりに開かされた歯列から、舌が割り入ってくる。下顎を摑む手が強すぎて逃のがれられない。丸めた舌を根元から掬すくうように包まれ、生々しく唾つばがまじり合う。

「おかしい、だろっ。も……薬はいらない、って」

　重なる角度をずらされたところを狙ねらい、言う。

　だが相馬は離はなれない。千景の唇を貪むさぼりながら、引きちぎるような勢いで着物をはだけさせてくる。数えたくないほど相馬とは肌はだを合わせているが、こんなにも容よう赦しやない力を見せつけてくることはなかった。

「お前は誰だれにも渡わたさない。何度も言わせるな」

　嚙かみしめるように告げる、声音の意味が分からない。

「どうして……そんなっ」

　──苦痛に耐たえるような顔をするのか。

　相馬は答えることなく、『印』に顔を埋うずめてくる。嚙み痕あとを辿たどる唇と、下か肢しの狭はざ間まをまさぐる手のひらに、二度目の疑問も散らされた。







「くっそう……」

　痛む腰こしをさすりながら、夜具の上に突っ伏ぷす。

　腕を押さえつけられたまま、何度貫つらぬかれたか分からない。抱だきかかえられて別の座ざ敷しき牢ろうに移されたことは覚えている。自分で牢を破ったくせに監かん禁きんし直すなんて馬ば鹿かじゃないのかと思ったが、あまりにも体がしんどすぎて、立ち去る相馬に悪態のひとつもつけなかった。

　それから三日。相馬は姿を見せていない。

　千景もまともに立てないままだ。

　木き格ごう子しの下から差し入れられる食事の膳ぜんは、芋いも虫むしのように這はって取りにいっている。牢内にある手水ちようずにさえまともに行くことができない。腰に痛みを覚えるたび、「くそう……」と呟つぶやくのが口くち癖ぐせになってしまった。

（まさに……悪鬼だな）

　馬ば鹿か力ぢからと、際限なく挑いどめる体力。あれが人とはとても思えない。自分の細ほそ腰ごしは棚たなに上げて千景は思う。あんな男が帝都にいれば、悪鬼が田舎いなかの山奥に逃にげ込むのも納なつ得とくだ。あの夜は相馬の様子に引っかかりを覚えたが、もはやどうでもいい。

　会わなくて済むのなら、二度と会いたくない。

　相馬には生涯出くわしたくないと思っている鬼も多いはずだ。多岐の声を思い出し、涙なみだぐみそうになる。できることなら、悪鬼ではない鬼たちを守る側に立ちたい。神職として神に祈いのるだけでは足りないことはもう分かっている。

　着物の上から勾まが玉たまに触ふれていると、聞きたくもない車のエンジン音が聞こえてきた。

　もう夜はふけている。またもや鬼を投とう獄ごくしにきたのかと思ったが、足音はひとつきり。ほどなくして千景がいる土蔵内に討伐隊のブーツの音が甲かん高だかく響ひびく。

　たぶん相馬だろう。へたった格好は見せたくなかったので、夜具の上で膝ひざをたたんでそっぽを向く。

　足音が止まる。

　視野の端はしに入り込んだのはやはり相馬だった。あらぬ方向に顔を向けている千景を、仏ぶつ頂ちよう面づらでじっと見つめている。

「来い。場所を移るぞ」

　それが第一声だった。

　次から次へと、勝手すぎて嫌いやになる。

「罪のない鬼を殺すあなたの言うことなど、聞きたくありません」

　相馬を見ないまま応こたえたものの、こんな抗あらがいが通じないことは百も承知だった。

　案の定、一度目よりも尖とがった声で「さっさと来い」と言い放たれる。横目で相馬を窺うかがうと、苛いら立だちを隠かくせない表情をしていた。

「お前が来ないのなら、次から悪あつ鬼きを捕らえたときには同じ牢にぶち込んでやる」

　はあ？　と声を上げそうになるのをすんでのところで吞み込んだ。

　あんたのおかげで男を食うことにも慣れた。──先日の千景の科白が本気かどうか試ためしているのかもしれない。

　確かにあれは売り言葉に買い言葉だった。だからといって「それだけはこらえてください」と、白旗を掲かかげてすり寄っていくと思ったら大おお間ま違ちがいだ。

「どうぞ、ご自由に。私はあなたが殺した罪のない鬼たちを追うことにいたします」

「何をまた──」

「いいえ、本気です」

　半分はやけっぱちだったものの、口にしてしまうと、これ以上ない名案に思えてきた。

　目の前で命を絶てば、少しは相馬の心に響かせることができるかもしれない。どうせなら多岐たちが連れ去られたあの夜にこうしておけばよかった。正直死にたくはなかったが、罪のない鬼たちの命と、この腹立たしい鬼憑きの体が引き換かえになるのなら、安いものだ。

　正座を崩くずさないまま相馬に向き直り、舌を突つき出す。

　怖おじ気けづいたせいか、涙が出そうになる。それをこらえて目を瞑つぶり、舌をぐっと嚙みしめる。

「待てっ、あの母子なら殺していない」

　ふいに届いた相馬の叫さけびに、歯の根から力が抜ぬけた。

　ぱっと目を開き、舌を引っ込める。

「……どういうことですか？」

「どうもこうもない。俺たちは悪鬼でない鬼を殺すようなことはせぬ。あの母子ならここではない地へ移しただけだ」

　相馬は忌いま忌ましげに吐はき捨てると、ブーツのまま牢内に踏ふみ込んできた。

　千景の口を無理やりに開かせ、舌から血が出ていないのを確かく認にんすると、短くため息をつく。

「まったく小こ憎にくたらしい神職だ。脅おどすような真似まねをしやがって。なぜ黙だまって俺の言うことが聞けん」

「あなたが言葉足らずだからでしょう。どうしてあの夜に教えてくださらなかったのです？　ここではない地というのはどこですか？　二人は本当に無事なのですか？」

　たたみかけているさなか、「そんなにも猿さるぐつわが恋こいしいのか？」と尋たずねられた。

　相馬の眼まな差ざしは据すわりきっている。黙れ、ということらしい。

　仕方なく口を噤つぐむと、座敷牢に来たときと同じように目め隠かくしをされ、両手を縛しばられた。そういえば場所を移ると言っていたか。相馬は荷のように千景を担かつぐと、足取りも荒あらく牢を出る。

　相馬は車の後部座席に千景を転がすと、自身は前側の扉とびらを開けて乗り込んだ。今日は運転役の隊員はいないらしい。「私はどこへ連れていかれるんですか？」と尋ねてみたが、やはり「着いたら分かる」としか返ってこなかった。

　座席に伝わる震ふるえから、山道から町の道へ出たのが分かる。ときどき曲がり、ときどき停とまり、また進む。車が完全に停まったのは半刻ほど走ったあとだった。

　相馬は再び千景を肩かたに担ぐ。よくもまあ人ひとり担いでよたつくことなく歩けるものだと感心していると、床ゆかのようなところに転がされた。どうも相馬はブーツを脱ぬいでいるらしい。ということは家屋なのかもしれない。

　思ったとおり、最後に降ろされたのは畳の上だった。

「静かにしておけよ。鬼を呼び寄せてしまうかもしれん」

　ひそめた声で言いながら、相馬が千景の目隠しと拘束を解く。

　小さな燭しよく台だいがひとつある、簡素な部屋だった。燭台の火はいまにも消えそうに瞬またたいていて、部屋の四よ隅すみまで見通すことはできない。

「どこなんですか、ここは」

「お前のために用意した隠れ家だ。外には悪鬼も悪人もいるから気をつけろ」

「そ、そんな恐おそろしい場所にどうして隠れ家なんて──」

「大きな声を出すな」

　唇くちびるに指をあてがわれ、慌あわてて口を噤む。

　相馬はひとつ頷うなずくと、傍かたわらの行こう李りから襦じゆ袢ばんのようなものを取り出した。

「これに着き替がえておけ。鬼おにが嫌がる匂においを染しみ込ませている。鬼おに憑つきの匂いもまぎれるはずだ」

「鬼が嫌きらう匂い……？」

　そんなものがあったとは。手て渡わたされた布地を鼻に持っていくと、ほのかに抹まつ香こうのような匂いがする。山寺で生活していた巽が苦手とする匂いとは思えなかったが、「早くしろ」と相馬が言うので、急いでそれに着替える。

「いいか？　ここからぜったいに出るな。鬼憑きを欲しがる男はいくらでもいる。いまさら悪鬼の伴はん侶りよになりたくなければ、大人しくここで息をひそめているんだ。分かったな？」

　相馬は千景が脱いだ着物を手早くまとめると、立ち上がる。

　千景は慌てて相馬の上着の裾すそを摑つかんだ。

「何だ」

「あの、あなたはここへ帰ってくるのですか？」

　上着を離はなさないまま、縋すがりつくように相馬を見上げる。

　すぐ外に悪鬼と悪人がたむろしているようなところに置いておかれて、恐れるなというほうが難しい。鼻っぱしが強いだけでは、悪鬼と悪人は倒たおせない。

「問われる意味が分からん。俺がいつここへ戻もどってくるのかを訊きいているのか？」

「それ以外に何があるんです？　こんなわけの分からない場所に連れてきておいて、夜中に鬼憑きの私をひとりきりにするなど、正気の沙さ汰たじゃありません。あなたのことは嫌いですが、あなた以外の悪人や悪鬼にさらわれるのは困ります。私はいつまでここで待っていればいいのですか？」

　相馬は瞠みはった眸ひとみで千景を見おろすと、ふいに唇を波打たせる。

「お前、俺以外の男にさらわれるのは嫌なのか？」

「あ……」

　座敷牢では舌を嚙かみ切ろうとまでしたのに、どこだか分からない場所に連れてこられてしまい、心がぶれた。

「い、嫌に決まっているでしょう。私のいままでの我が慢まんが水の泡あわになってしまいます。それにあなたは、多岐さんたちを殺していないと言った。あれは噓うそだったのですか？」

「いや、本当だ」

　千景の目線に合わせて膝を折った相馬は、めずらしく双そう眸ぼうに笑えみをたたえている。

　こういう顔をすることもあるのかと驚おどろいた。揺ゆらめくあかりを映した眸は、ひどく優やさしげに見える。ぼうと見つめていると、横髪がみに手を差し込まれた。そのまま引き寄せられ、相馬の胸に額をぶつけたのと同時に、頭のてっぺんにやわらかなものが押し当てられる。

　口づけられた、のか──？　髪の毛に──？

　相馬に似合わぬ甘い所作だったので、気づくのに時間がかかった。

「明日の昼には戻る。俺以外に奪うばわれないよう、夜具にもぐり込んでおけ」

　唇が遠ざかる。相馬は最後に千景の髪をかきまぜると、部屋から出ていってしまった。

　髪に触れられたのは初めてかもしれない。相馬は髪も眸も黒いのに、亜あ麻ま色いろの髪は嫌いではないのだろうか。そういえば華きや奢しやな体つきを揶や揄ゆしてきたことはあっても、異人のような髪色をからかってきたことは一度もない。

　なんとなくつむじの辺りに手をやっていると、ついに燭台の火が消えた。

　千景は息を吞のむと、ばたばたと手をさまよわせて夜具を探さぐり当て、飛び込んだ。







　──もしかして、相馬に騙だまされたんじゃないだろうか。

　千景がそう思い始めたのは明くる日、それもとっくに陽ひが昇のぼったあとだった。

　昨夜は夜具のなかで息を殺しているうちに眠ねむってしまったようだが、ひとたび陽が昇ってしまえば、あかりはなくとも部屋を見まわせる。

　立派な一いつ軒けん家やのなかの一部屋という設しつらえだ。

　隠かくれ家としてわざわざ一軒家を借りたのかもしれない。それならそれでいい。だがすぐ外で誰だれかが鼻歌まじりに鍬くわを使っているのはどう説明をつければいいのだろう。強ごう奪だつや人殺しをする悪人や悪鬼が、朝っぱらから畑を耕すだろうか。

　陽が高くなればなるほど、違い和わ感かんが増す。

　ちゅんちゅんと吞のん気きに雀すずめは鳴いているし、鶏にわとりらしき鳴き声も聞こえる。障子の向こうの縁えん廊ろう下かでは、どうも猫ねこが寝ねそべっているらしい。ときどき首を伸のばしたり寝ね返がえりを打つ仕草が、影かげとなって障子に映っている。

　悪人と悪鬼の巣そう窟くつの真ん中に構えた隠れ家にしては、緊きん迫ぱく感かんがまったくない。息をひそめているのが馬ば鹿からしくなってくる。いや、早計だろうか。千景はひとしきり逡しゆん巡じゆんした挙句、夜具を出ることを選んだ。

　腹はら這ばいになって障子に近づき、湿しめらせた指先で障子紙に孔あなを開ける。

　そっと覗のぞくと、ふこふこした縞しま模も様ようの塊かたまりが見えた。つっと振ふり向いたそれと目が合う。よく肥えた雉きじ猫ねこだった。

　雉猫は孔の匂いを嗅かぐと、なぜかくしゃみをしてどこかへ駆かけていく。

　感じの悪い猫だなと思っていると、いきなり「おい、こら」と怒ど鳴なられた。相馬の声ではない。咄とつ嗟さに畳たたみにへばりつき、息まで止める。

「そろそろ若が帰ってくるってえのにどこ行くんだ、ったく」

　野太い男の声だ。どうも逃にげていった猫に怒鳴ったらしい。

　そろりと首を持ち上げて、あらためて孔を覗く。

　どうもこの部屋は裏の畑に面しているらしい。真っ黒に日焼けした男がひとりで畑を耕していて、男の周りでは鶏たちが土をついばんでいる。敷しき地ちを囲う塀へいが異様に高い以外は、変わったところは特にない。

　ふと男は鍬を手放すと、こちらに近づいてきた。

　またもや畳に伏ふせたものの、「今日も暑くなりそうだなぁ」とひとりごちているのが聞こえてきたので、千景に気づいているわけではなさそうだ。

　そっと孔を覗く。歳としは千景よりも十ほど上だろうか。男は肩にかけた手ぬぐいで首筋を拭ぬぐいながら、千景に背を向ける形で縁えん台だいに腰こしを下ろそうとしている。目を凝こらしてよくよく見たものの、角らしいものは生えていない。

　千景はごくりと唾つばを飲むと、立ち上がった。

　細く障子を開け、「あの──」と男の背中に声をかける。

　おもむろに振り向いた男が「うっわあ」と悲鳴を上げて縁台からずり落ちる。悪あつ鬼きではないと体で表したようなものだった。

「なんだよ、びっくりさせんな。あんた、起きてたのかい？　飯ならもうちょい待ちな」

「────」

　この反応は何だろう。千景が部屋にいることを一応は知っていたということか。

　千景が瞬くと、男も瞬く。見つめ合ったままでの無言はしばらく続いた。

「あの、ここはどこなのでしょう」

「あ？　帝都以外にねえだろ。ちょいと前まで江戸って呼ばれてたところだ。この辺りは外れのほうになるけどな」

　それは何となく分かる。千景は質問を変えた。

「このお屋や敷しきはあなたのものですか？」

「まさか。若のもんだ」

「若とは？」

　男の眉まゆが訝いぶかしげに寄せられる。

「討伐隊の相馬慶一郎だろ。あんた、自分が惚ほれた男の名前も知らなかったのかい？」

「……え……？」

　目をしばたたかせたあとで顔が歪ゆがみ、思いきり大きな声で「ええっ」と叫さけぶ。

　相馬の屋敷だったことにも驚いたが、男の後半の言葉にも驚いた。

「待ってください。あの人が私のことをどうお話しになったのか知りませんが、私はあの人に惚れているようなことは一いつ切さいなく──」

　怒いかりをまじらせて説明しているさなか、男が派手に顔をしかめる。

「あんた、いくらなんでもそういう格好で部屋から出ちゃいけねえ」

「は？」

「いや、俺はどうでもいいぜ？　あんたみたいな男には興味もねえし、女でも胸と尻しりがたわわなほうが好みだからな。だけど若に惚れてるんなら、そういう格好は若以外の男に見せちゃいけねえ。似合ってねえとは言わねえけども、恥はじらいってものは持たねえとな」

　とくとくと説教されて初めて気づく。千景は女物の赤い長なが襦じゆ袢ばん一枚きりの姿だった。

　昨夜相馬に着き替がえろと言われたのは覚えているが、まさか女物を着せられていたとは思ってもいなかった。すぐに部屋へ引き返したものの、昨日着ていた着物がどこにもない。

　そういえば、相馬は千景の着物をまとめていなかったか。そもそもあの着物自体、千景のものではないが。

　千景は障子の隙すき間まから顔だけ出すと、男に向かって叫んだ。

「取り急ぎ、着物をお貸し願えますかっ」

「そいつは無理だ。若にあんたの言うことは聞いちゃいけねえって言われてる」

「は、あ？」

「俺が頼たのまれてるのはあんたの飯の支し度たくと湯の支度、この家からあんたを一歩も出さねえことだけだ。あんた、悪い鬼おにに追われてるんだろう？　よかったじゃねえか、若に助けてもらってよ。そりゃまあ惚れるわな。若は強えから」

「惚れてなんかおりませんっ」

　監かん禁きんの次は軟なん禁きんらしい。その上、使用人らしきこの男に適当なことを吹ふき込んでいる。

　くうと顔を歪めて握にぎり拳こぶしを作っていると、少し離はなれたところから笑い声が聞こえてきた。これは相馬の声だ。

「吠ほえてるな。昼まで大人しく夜具に転がせておくことは無理だったか」

　やはり相馬だった。先ほどの雉猫を肩かたに乗せ、こちらにやってくる。

「おお、若」と頭を下げる男の声と、「やっぱり騙したんですねっ」と相馬を睨にらみつける千景の声が被かぶさった。相馬は双そう方ほうを見てから、まずは使用人のほうに歩み寄る。

「威い勢せいがいいだろう？　顔と中身がちぐはぐなんだ。閨ねやのなかだと少し大人しくなるんだがな」

「ちょおっ」と声を荒あららげたものの、使用人の豪ごう快かいな笑い声にかき消されてしまう。

「いやいや、そのくらいのほうがいいんじゃねえですか？　若は刀を持ってなけりゃ優しいですからなぁ。どっちも優しけりゃ進む話も進まねえ。この人が男ってのはちょっとあれですけど、若には合ってると思いますぜ」

「源げんさんが言うのならそうかもな。本当のところ、年上で気強いのは昔から好きなんだ」

「ほら、御ご覧らんなせえ」

　二人は顔を突つき合わせてくつくつと笑ったあと、源さんと呼ばれた男が「さて、あっしは昼ひる餉げの支度をしますゆえ」とぺこりと頭を下げ、立ち去っていく。

　相馬は男を見送ると、縁廊下に立つ千景に向き直った。

「あれは源げん十じゆうという。俺のことを若と呼ぶが、親類じゃない。俺が鬼おに斬ぎりになる前からの知り合いだ」

　先ほどは屈くつ託たくなく笑っていたものの、いつの間にか討伐隊隊長の顔に戻もどっている。

　千景もまた、冷静さを取り戻した眼まな差ざしを相馬に向ける。

「あなた、私を騙だましましたね」

「騙したといえば騙したし、騙していないといえば騙していない。悪鬼と悪人がそこらじゅうにいるのは本当だ。ここは帝都だからな。お前がいた山里とは違ちがう」

「だったら、鬼が嫌きらう匂においというのは何なんですか」

「ああ、それは噓うそだ」

　相馬はあっさり認めると、声を立てて笑う。「鬼に抹まつ香こうだの塩だのをぶつけて退治できるのなら、手間いらずだろうな。俺らの仕事もなくなるが」

　千景はじっとりとした目で相馬を眺ながめつつ、ため息をついた。

「着物を貸してください。このような格好ではどこへも行けません」

「行かなくていい。そのための女物の長襦袢だ。ただし、汚よごしたときはいつでも言え。替かえはある」

「…………」

　無言で小鼻を膨ふくらませていると、ふと相馬が眦まなじりを綻ほころばせた。

「そうむくれるな。お前、気づいていないのか？　『印』がずいぶん癒いえていることに」

「えっ？」

　思わず首筋に手をやる。そういえばおかしな火ほ照てりをここのところ感じていない。

　相馬は猫ねこを放すと、濡ぬれ縁えんから母おも屋やへ上がってきた。千景がいた部屋に入り、部屋の隅すみにあった姿見を引っ張り出す。

「見てみろ」と促うながされ、恐おそる恐る姿見の前に立つ。

「吠え立てる威勢まで戻ってきたんだ。あと数日もすればきれいに治るだろう」

　信じられない。千景は瞠みはった眸ひとみで姿見に見入っていた。

　歯形はまだ残っていたが、のたうつ蛇へびのような模様や火ぶくれはすっかり消えている。膿うみも出ていないし、腫はれもたいしてひどくない。強く押さえると痛みを感じる程度だ。

「源十もお前に眩くらむようなことはなかっただろう？　匂いのほうは──」

　相馬が背後から千景を抱だきしめ、首筋に鼻を近づけてくる。

「ああ、まだ残っているな。手当たり次し第だいに雄おすを誘さそうことはもうないだろうが、通りすがりに雄を引き寄せるくらいの力はありそうだ」

　それでも最初の頃ころを思うと、ずいぶんましになっている。鬼の供く物もつとなるのを選んだときには、まさかこんな日を迎むかえられるとは思ってもいなかった。相馬に抱きしめられていることも忘れ、自然と頰ほおが綻んでいく。

「完全に治るには、あとどれほどかかりそうですか？」

「そうだな。十日……では厳しいかもしれん。十五日あれば十分だろう。ただし、大人しく過ごしていれば癒えるものではない。薬は必要だ」

　ということは、もうしばらく薬と引き換かえに相馬に体を渡わたさなければいけない。

　途と端たんに胸の前で交差した腕うでが生々しく思えてくる。腕を見おろしたあとに姿見を見ると、相馬も千景を見ていた。相馬は唇くちびるを横に引くと、それを『印』に押し当てる。

「あと十五日。俺はお前との蜜みつ月げつを愉たのしめるということだな」

　鏡越ごしに視線を絡からませたまま口づけられると、なぜか体の奥がざわついた。

　気づかれたくなくて、あえてしかめっ面つらを作ってみせる。

「十六日後にはあなたのもとを去りますから」

「可愛かわいくないな。ずっと側そばにいたいと言わせてみたいものだ」

「誰だれがそんなこと」

　そのとき、相馬を呼ぶ源十の声が聞こえてきた。

　呼ぶだけでなく、縁えん廊ろう下かを歩きながら捜さがしているらしい。その声は当然相馬にも聞こえているだろうに、相馬は千景から離れようとしない。

「いい加減にしてください」

　相馬の腕を引き剝はがしにかかったとき、障子が引かれた。

「若、昼餉の支度が……──っと、失礼」

　すぐさま障子は閉められたものの、千景と相馬の姿は源十の目に映ったはずだ。

　むしろ見えてしまったからこそ、慌あわてて障子を閉めたのだろう。遠ざかっていく足音にまじり、「ありゃどっちが惚ほれてんのか分かんねえな」とぼやく源十の声が聞こえる。

「俺はどうも年上を騙すのは下手だ」

　年上というのは源十だけでなく千景も含ふくまれているのだろうか。

　相馬は苦く笑しようを洩もらすと、ようやく千景から離れていった。







　屋や敷しきの塀へいの外には堀ほりがあり、道を隔へだてた先にはこぢんまりとした町屋が並んでいる。首を伸のばすと、走りまわる子どもたちの姿が小さく見えた。

「あんた、そんなところで何してんだい？」

　真下から源十に声をかけられ、千景は枝葉を押しのけて顔を覗のぞかせる。

「襦じゆ袢ばん姿じゃどこにも行けませんから、外を眺めているんです」

「だからって柿かきの木によじのぼることはねえだろ」

　この柿の木は、母屋の裏の一角にある。畑を囲うように並んでいる果樹の一本で、相馬と朝あさ餉げの席についているときから目をつけていた。「外へは出るなよ」と相馬は言い残して討伐隊の詰つめ所しよへ出かけていったが、外を眺めるなとは言われていない。

「ずいぶん高い塀なんですね。息がつまりませんか？」

「仕方ねえよ。若は悪あつ鬼きに命を狙ねらわれることもあるからな。ま、塀なんて気休めにしかなんねえが」

　なるほど。木の上から見る限り、相馬と同じ屋根の下ということを除けば、それなりに安全な場所のようである。

「……確かに顔と中身がちぐはぐだ。そこそこ別べつ嬪ぴんなのに木によじのぼるとはなぁ」

　千景を見上げた源十が、ぼそりと呟つぶやく。

「顔は関係ないでしょう。僕は山寺育ちなんです。このくらいの木、子どもの頃ならもっと簡単にのぼれましたよ」

「山寺？　あんた、山寺で育ったのかい？」

「ええ。越後のほうの永招寺というお寺です。廃はい寺じになってしまったようですが」

　話しながら木のなかほどからぴょんと飛び降りる。素す足あしの裏に触ふれた土のぬめりが気持ちいい。と思っていたら、鶏にわとりの糞ふんを踏ふんでいた。

「う、わぁ……」

　顔をしかめている千景を見て、源十が腹を抱かかえて笑う。

「仕方のねえ人だな。出しな、洗ってやる」

　顔が厳いかついだけで悪い人ではないらしい。源十は雨水をためているらしい甕かめに柄ひ杓しやくを突っ込むと、掬すくった水を千景の足裏にかけてくれる。草ぞう履りを履はいていないので、洗っても土まみれになるのに変わりはないのだが。

「うん？　あんた、どうしたんだい、それ」

　ふと源十が千景の胸むな元もとに目をとめる。

　見おろし、得心した。いつもは表に出さない勾まが玉たまが胸の真ん中で揺ゆれている。先ほど木から飛び降りたときに、襦袢の内側から飛び出してしまったようだ。

「お守りです。幼なじみからもらったんです。翡ひ翠すいというらしいですよ」

　千景が紐ひもを摘つまんで勾玉を掲かかげてみせると、源十は瞬またたきまじりに千景と勾玉を見比べる。

「あんた……山寺で育ったって言ってたな。その幼なじみも同じ寺にいたのかい？」

「ええ。いちばんの仲良しでした。子どもの頃に別れてからそれっきりですけど」

　ふと寂さびしさがよぎり、千景は目を伏ふせた。

　巽が本当に生きているのかどうか分からない。いや、きっと生きている。自分にいくらそう言い聞かせていても、もしかして……とつい思ってしまう。

　鬼おにを斬きるのが生業なりわいの相馬の側にいるせいかもしれない。神職をしていた頃よりもずっと、巽のことを思う日が増えた。

「でも僕はいつか会えると信じてるんです」

　憂ゆう鬱うつを振ふり払はらうつもりで微笑ほほえむ。だけど目め頭がしらがじんと熱くなり、涙なみだが出そうになった。

「そうかい。あんたも一本道を歩んできたわけじゃなさそうだな」

　源十はぷいと顔を背そむけると、おもむろに鍬くわを洗い始める。

　泣き出しそうな顔を見まいとしてくれたのかもしれない。やはり悪い人ではなさそうだ。千景は洟はなをすすると、源十の隣となりに立った。

「お手伝いさせてください。何もしていないのにお食事をいただくのは申し訳ないので」

「俺はちゃんと若から給金をもらってるから、あんたが気にすることじゃねえ。それに襦袢姿じゃ何もできねえだろ」

「じゃあ着物と草履を貸してください。あの人が戻もどってくる前にお返ししますから」

「あんたなぁ……」

　源十は呆あきれ顔で千景を見ていたが、ふと宙を仰あおぐと、「おっ」と声を上げた。

「貸すことはできねえ。だけどあんたが勝手に見つけてきたんなら俺は知らねえ」

「どういうことですか？」

「さあ、どういうことだろな」

　源十はとぼけると、再び鍬を洗い始める。「草履は確か……縁えん台だいの下に使い古しが転がってたような……。着物は若の部屋にいくらでも……」

　ぽそぽそとした独り言を聞き、千景はようやく理解した。

　自然と頰が綻ほころぶ。

「探してきますっ」

「ああ、おい、待て待て」

　源十は肩かたにかけていた手ぬぐいを甕の水で濡らすと、それを千景に差し出す。

「母おも屋やに入るときはちゃあんと足を拭ふけ。それから俺が言ったって若に言うんじゃねえぞ。あんたが勝手に家探ししたことにしといてくれよ」

「分かってます」

　千景は手ぬぐいを受け取ると、まずは縁台に向かって駆かけた。

　下を覗くと、源十が言ったとおり、ぺっしゃんこの古い草履が転がっている。まだ履ける代しろ物ものだ。ぱんぱんと草履の埃ほこりを叩たたき、今度は土まみれの足を手ぬぐいで拭ぬぐってから母屋へ上がる。

　主あるじのいない屋敷のなかを勝手に歩きまわるのは気が引けたが、襦袢しか渡さない相馬の神経もどうかと思う。そう言い訳して座ざ敷しきをひとつひとつ覗いてまわると、衣え文もんかけに討伐隊の制服をかけている部屋が見つかった。

（ここだろうな）

　あの雉きじ猫ねこが陽ひだまりで大の字になっている。「ちょっとごめんよ」と猫に断りながら、千景は部屋に踏み入った。猫は眠ねむそうな目を千景に向けただけで部屋から出ていこうとはしない。

　調度品もろくにない、寂しくなるほど質素な部屋だ。これなら座ざ敷しき牢ろうのほうが豪ごう華かかもしれない。「意外だなぁ」とひとり呟きながら、さっそく簞たん笥すを開ける。

　着物の数は少ないものの、仕立てのよいものばかりだ。あまり高価なものはさすがに借りられない。「うーん」と唸うなりながら、一枚、また二枚と引っ張り出しているさなか、何かが畳たたみの上に転がった。

　雉猫がさっと体を起こし、簞笥から転げたものに鼻を寄せている。

「いけないよ。これはたぶんお前の御ご主しゆ人じんさまのものだから」

　拾いかけてぎょっとした。猫が匂においを嗅かいでいるのは、白磁の小こ壺つぼである。

　もしや……『印』を癒いやす、あの塗ぬり薬──？

　驚おどろきすぎたせいで、猫の鼻先から奪うばい取るような形になってしまった。怒おこった猫がふうと鼻息を吐はき、千景の足の甲こうに爪つめを立ててくる。

「ごめん、ごめん。あとで返すから」

　適当なことを言いながら、急せいた手で覆おおいを外す。

　小壺のなかには水みず飴あめのようにとろりとしたものが入っていた。あの薬に似ている。千景は中身を指に取ると、『印』になすりつけてみた。粘ねばりつつも肌はだに馴な染じむこの感かん触しよく。あの薬に間ま違ちがいない。確信すると、ざっと鳥とり肌はだが立った。

　まさかこんなところに隠かくしていたとは。よく考えれば、制服の胸に常に小壺を忍しのばせておくほうがおかしい。胸の辺りがかさばって、刀を振るうどころではないだろう。

　千景は小壺を握にぎりしめると、ぺっしゃんこの草履を引っかけて飛び出した。

「源十さんっ」

　見つけるとは思っていなかったものを見つけてしまい、混乱していたせいもある。源十の名を呼びながら、畑の真ん中で鍬を使っている男のもとへ駆けていく。

「んだよ、着物は見つかんなかったのか？」

「源十さん、これ──」

　息せき切ったまま、源十に小壺を差し出す。

　差し出したものの、源十に何を言おうとしているのか、自分でも分からない。頭のなかは真っ白だった。

「なんだ、こりゃ。見慣れねえもんだな。どこにあったんだい？」

「あっ、ええっと……」

　ぜぇはぁと肩で息をしながら、少しずつ頭が鮮せん明めいになっていく。

　今日の相馬は朝番なので、夕刻には帰ってきてしまう。

　千景はこの格好では町へ出られないし、源十が見み逃のがしてくれるとも思えない。

　ならば──。

「お願いです、源十さん。この薬と同じものを薬くす師しさんに調合してもらえませんか？」

「ああ？……何言ってんだ、あんたの頼たのみは──」

　源十が言いかけたのを遮さえぎり、がばっと頭を下げる。

「一生のお願いですっ。お金が手に入れば必ずお代は払います。けっして源十さんにご迷めい惑わくはおかけしません。この薬と同じものが欲しいんですっ」

　源十は唸ると、ぼりぼりと首根をかいた。「そんなことを言われてもなぁ……」と言いつつも小壺を受け取り、なかを覗のぞいている。

「いったい何の薬なんだ？　あんたが使ってるもんかい？」

　源十が訊ききながら、小壺のなかに指を突つっ込む。

「うん？」

　という声はそのあとに聞こえた。

　源十は指の先についた塗り薬の匂いを嗅いだり、粘つきを確かめたりしている。

「あんた、これ……ふのりじゃねえか」

「ふのり？」

　ぱちぱちと瞬くだけの千景を置いて、源十が口の端はしを下げる。

「食うほうのふのりじゃねえ、女が股またに塗るほうのふのりだ。色街の女じよ郎ろうならみんな使ってる。一夜に何本も吞のみ込めば、濡ぬれるところも濡れなくなるからな」

「一夜に何本もって……えっ、女郎が使う、もの？」

　源十の言葉を頭のなかで何度もなぞったあと、千景は「ええっ」と声を上げた。

「よく見てくださいよ。本当にこれはふのりというものなんですか？」

「馬ば鹿かにすんな、間違いねえ」

　源十がげんなりした顔で小壺を千景の胸に押しつける。

「ったく。閨ねやのことを俺に頼もうとするなんざどうかしてるぜ。若ならちゃあんと新しいやつを用意してるだろうよ。新にい嫁よめさんみてえな心配はすんな」

　源十は、相馬と千景がまぐわうときに使っているものだと勘かん違ちがいしたようだ。ぴしゃりと言い放つと、再び鍬を取る。そのまま勢いよく畑を耕し始めたので、もう千景の話に耳を傾かたむける気はないらしい。

「……ど、どういうことなんだよ……」

　誰だれに訊くのでもなく呟つぶやき、返されてしまった小壺を見つめる。

　討伐隊しか持っていない秘薬だと、相馬は確かに言った。

　これを塗ってほしくて、千景は相馬の言うまま、体を開いてきたのだ。それがまさか、女郎が使う潤じゆん滑かつ用のふのりだったとは。色街など行ったこともなければ、行こうと思ったこともなかったので、そんなものがこの世にあるとは知りもしなかった。

（くそう、騙だまされた……！）

　カッと目の奥が赤く染まり、怒いかりがこみ上げてくる。

　よくもまあこんなもので一月近くも縛しばりつけてくれたものだ。荒あらぶる息を吐き、思いきり小壺を地べたに叩きつけるつもりで腕うでを振ふり上げたとき、ふと瞬またたいた。

　なぜ、ふのりを塗っているだけだったのに、千景の『印』は癒いえているのだろう。

　そろりと首筋に手をやってみる。指先で辿たどるだけでも分かる。鬼おにに嚙かみつかれた痕あとはかさぶたになっていて、もう膿うみも血も出ていない。

　怒りの炎ほのおがしゅんと消え、かわりに、なぜという疑問ばかりで頭がいっぱいになっていく。

「薬、じゃないんだよな……？」

　千景は小壺に目を落とすと、いつまでも畑の真ん中に佇たたずんでいた。













　混乱してしまい、うまく頭がまわらない。

『印』だけでない。以前のように淫いんの気が騒さわがないので、鬼おに憑つきではなくなりつつあるということだ。相馬もずいぶん癒えていると言っていたし、千景自身もそれを感じている。

　なのに、薬は薬ではなく、ふのりだった。

　最初に聞いたとおり、鬼と契ちぎることでしか元の体に戻もどれないのなら、考えられることはひとつしかない。

　千景はちらりと相馬に目をやった。

　あの小壺は元どおり、簞笥のなかにしまっている。引っ張り出した着物はきちんとたたみ直したし、念のために畳も拭ふいた。相馬は何も言わなかったので、怪あやしまれてはいないと思う。

　順に湯を浴びてから夕ゆう餉げを取り、いまに至っている。

　相馬は浴衣ゆかた姿であぐらをかき、濡れ縁えんで寛くつろいでいる。

　源十は酒の肴さかなと行あん灯どんを持ってきたときに「ではあっしはこれで」と頭を下げていたので、自室に引き上げたのだろう。千景はいまだ湿しめり気を残している髪かみを手ぬぐいで拭いながら、ちらちらと相馬を盗ぬすみ見るばかりしている。

「お前、酒は嗜たしなまないのか？」

　ふいに相馬が振り向いた。

「あ……」

　はい、と返しかけたのを吞み込む。

　相馬の様子を窺うかがうのなら隣となりに行ったほうがいい。「少しだけなら」と答えると、案の定「だったら来いよ」と手招きされた。

　不自然にならないように気をつけながら、相馬の隣で膝ひざをたたむ。盆ぼんの上には徳とつく利りと、ちゃんと千景の分のお猪口ちよこがあった。肴は葱ねぎをたっぷり乗せた厚あつ揚あげだ。

　相馬がついでくれた酒を「どうも」と頭を下げつつ、ぺろりと舐なめてみる。苦いのか甘いのかよく分からない。米こめ麴こうじの匂においがぷんとした。

「そんなに好きじゃないのか？」

「あ、いえ……」

　相馬にじっと見つめられると居い心地ごこちが悪くなる。考えていることを見み透すかされてしまうような気がして、相馬ではなく夜空に目を向ける。

　案外それがよかったらしい。相馬もまた千景から視線を外し、空を見上げた。

「いい風が吹ふいているな。心地いい」

「ええ、本当に」

　いま思えば、相馬はまぐわうときに千景の両手の自由を奪うことが多かった。ときには縛ったり、ときには押さえつけたり。もしかしてあれは髪に触ふれてほしくなかったのかもしれない。

　角を折る鬼がいることは、巽から聞いて知っている。

　ならば、この黒くろ髪かみの下には──。

「厚揚げも食え。美味うまいぞ」

　いきなり言われ、びくっと肩かたが跳はね上がった。

「あ、ありがとうございます。いただきます」

　慌あわてて厚揚げに箸はしをつける。味などさっぱり分からなかったが、「美味おいしいですね」と無理やり微笑ほほえんだ。相馬もまた微笑み、自分の箸で厚揚げを摘つまんでいる。横顔はとても穏おだやかで、討伐隊の制服を着ているときとは別人だ。

　ときどき見せるこの顔と、討伐隊隊長としてのぎらつく顔。どちらが本当の相馬なのだろう。

　肌はだを合わせていても、この男のことはいまだによく分からないので、千景のまったく知らない別の顔を隠かくし持っていても不思議はない。

　たとえば、人のふりをした鬼だったり──。

「どうした？」

　ふいに顔を捻ねじ曲げられてしまい、咄とつ嗟さに「いえ」と首を振る。

　いけない。相馬の頭ばかり盗み見てしまう。

　ごまかすつもりで厚揚げに箸を伸のばしていると、縁えん廊ろう下かから雉きじ猫ねこがやってきた。雉猫は千景には見向きもせず、相馬の足の間にどんと乗る。

「おい。これと二人のときに邪じや魔まをしてくれるな」

　これ、というのはたぶん千景のことなのだろう。そういえば名前で呼ばれたことは一度もない。

「よく懐なついているんですね」

「そうでもない。気が向いたときにしか寄ってこないのが猫だ」

　言いながら、相馬が雉猫を抱だく。

「お前、また太ったな。俺がいないと寝ねてばかりなんだろう。困ったやつだ」

　何の気なしに相馬と一いつ匹ぴきの姿を眺ながめつつ、じょじょに鼓こ動どうが速まっていく。

　もしや、これは好機ではないのか──？

　いまなら相馬の両手は塞ふさがれている。愛あい猫びようを抱いているときならば、討伐隊隊長としての俊しゆん敏びんさは発揮されない気がする。それとも抱いている猫を放ほうり投げ、千景と組み合うだろうか。

　千景はさりげなく箸を盆に戻しながら、相馬を横目で窺った。

「腹もすごいな。まったくお前は──」

　前足の間に手を入れ、相馬が雉猫の体を持ち上げている。　>>>♥

　これ以上の好機はきっとない。目で察した瞬しゆん間かん、千景は飛びかかるようにして相馬の頭めがけて手を伸ばした。

「…………！」

　眸ひとみで射い貫ぬかれる。が、やはり相馬は猫を放り投げて臨戦態勢を取ることはしなかった。

　慄おののき固まっている猫を縁廊下に押しやる、その短い間に千景のふたつの手は、相馬の髪に差し込まれていた。

　硬かたい。──こそげた骨の根のようなものが指の先に触れる。人の頭にはないものだ。

　目を瞠みはった瞬間、千景の体は宙で回転し、気がついたときには、したたかに濡れ縁に背中を打ちつけていた。

「いっ……」

　相馬の顔が逆さまに映る。険しく寄せられた眉み間けん。千景の両の肩を押さえつける力は強く、まるで磔はりつけに遭あったかのように動けない。

「俺としたことが──油断した」

　相馬が震ふるえる息を吐はく。押さえつける力が強くなる。

「お前、いつ気がついた」

「今日です……。あの薬が、薬でないことを知ってしまったので」

「即そく実行か。気が短いな。お前らしい」

　相馬は言い捨てると手を放し、ゆるりとあぐらを組む。

　千景をどうこうするつもりはないようだ。乱れた髪をかき上げているその姿を視野に置きながら、千景は恐おそる恐る体を起こす。

「鬼……だったんですね」

　声に出すと、急に怖こわくなった。

　目の前の男が鬼だと知れたからではない。自分の勘かんが見事に当たってしまったからだ。

　千景が叩たたいたくらいではびくともしない体に、桁けた外はずれな腕わん力りよく。まるで悪あつ鬼きそのものじゃないかと、心のなかで毒づいたことはあれど、まさか本当に鬼だったとは。

　だけど本当に怖いのは、相馬の心の内かもしれない。

「あなた、鬼なのに鬼を斬きっているんですか？」

　尋たずねた途と端たん、相馬が険しい目を向けてくる。

　問いかけのなかに非難めいたものを感じ取ったのだろう。繕つくろうつもりは毛頭ない。まぎれもなく千景は非難を込めて相馬に問いを投げかけた。

「どうして鬼討伐隊なんてものを結成したのですか？　あなたは討伐隊を結成する前も鬼斬りとして鬼を斬っていましたよね？　鬼なら鬼と鬼の世を守るのが普ふ通つうでしょう。なのに人と人の世を守るために同族を斬るなんて──」

　目を眇すがめた相馬が太い息をつく。滾たぎるものを無理やりに押しとどめようとするような吐と息いきの震えに、座ざ敷しき牢ろうの木き格ごう子しに蹴けりを入れた、あの激げき昂こうが蘇よみがえる。

　思わず口を噤つぐみ、わずかに体を後ろへ引く。

　だが今夜の相馬は、千景に激昂をぶつけることはしなかった。

「お前は本当に真四角でしか物事を考えられないんだな」

　醒さめた目で千景を見やり、立ち上がる。

　何も語るつもりはないらしい。あっさり縁廊下へ向かおうとした足を、千景は咄嗟に引っ摑つかんだ。

「待ってください、ちゃんと説明してください」

「なぜお前に言わねばならん。お前は人だ。俺のことなど知らなくていい」

　ばっさり切り捨てられてしまっても、ぜったいに今夜は逃にがさない。

　抱かかえた相馬の足に、体すべての重みをかける。

「あなたの言い分は勝手すぎます。私をさらって座敷牢に放り込んだかと思えば、次は女物の襦じゆ袢ばん一枚で過ごせと言う。その上、薬の話は真っ赤な噓うそ。一度くらい私の疑問に答えてくれてもばちは当たらないと思います」

「俺からしてみれば、お前のその言い分のほうが勝手だと思うがな」

「だったら勝手で構いません。私は噓をつかれたり、はぐらかされたりするのは大だい嫌きらいなんです」

　相馬はじっと千景を見おろすと、息をつく。

　もう震えてはいない、呆あきれのようなものがまじった息だった。

「俺は人と人の世のために悪鬼を斬ったことは一度もない。俺と討伐隊がやっていることは、すべて鬼と鬼の世のためだ」

　鬼と、鬼の世のため──？

　胸のなかで相馬の言葉をなぞりながら、高みにある漆しつ黒こくの眸を見つめる。

　相馬は鼻息を吐くと、ようやく千景の傍かたわらに腰こしを下ろした。

「昔の鬼斬りたちがどれほどの鬼を殺してきたと思っている。幕政最大の過あやまちは、鬼の首に賞金をかけたことだ。幼い鬼や、女の鬼はまっさきに狙ねらわれた。山ごと焼かれた鬼里もある。罪のない鬼たちがどのような思いで生きていたか、人であるお前に分かるのか？」

　想像したことはある。だけど鬼としてその時代を生きてきた相馬を前に、頷うなずくことはできなかった。

「俺は悪鬼ではない鬼たちを斬らせないために、十五で鬼斬りになった。鬼の俺が悪鬼を斬るんだ。人である鬼斬りよりも強いのは当然だ。俺は賞金目当ての鬼斬りを排はい除じよしつつ、鬼斬りとして名を馳はせ、鬼討伐隊を結成した。討伐隊の隊員は、俺と志を同じくしている者たちばかりだ」

「もしかして討伐隊の皆みなさんも鬼なのですか？」

　がっしりとした体たい軀くや、骨太い手。これで頭に二本の角を生やせば、立派な鬼──初めて彼らを目にしたとき、千景は思ったものだ。

　だが相馬は器用に片方の眉まゆだけ持ち上げると、「さあな。俺の口からは言えぬ」とはぐらかす。

「ただ、新政府は俺たちの素す性じようを知っている」

「どういうことですか？」

　千景は思わず身を乗り出した。

　ついさっきまであった非難めいた思いは鳴りをひそめ、知らなかったことを知りたい気持ちのほうが勝っていく。相馬が鬼を守るために鬼斬りになったのなら、千景は何ひとつ知らないくせに、相馬を嫌けん悪おしてきたことになる。

「誰だれにも言いません」

　だから教えてほしい。思いを込めて相馬を見つめると、ため息をつかれた。

　相馬は思案するような素そ振ぶりで顎あごをかき、二度目の息を吐いてから口を開く。

「討伐隊を結成したとき、新政府に素性を明かして取り引きを持ちかけている。俺たちが確実に悪鬼を仕留めるから、討伐隊以外の鬼斬りを禁じてほしいと。志もくそもない鬼斬りがいる限り、罪のない鬼たちは危険にさらされる」

「そんな取り引きを新政府は受け入れたのですか？」

「受け入れたからこそいまがある。新政府の思いは、自分たちの手を汚よごすことなく人の世を守ることだ。俺たちはそこにつけ込み、鬼の世を守っている。悪鬼でない鬼は誰にも殺させない」

　言い切った相馬を、瞬またたくことなく見つめる。

　裏腹に相馬は唇くちびるを横に引く。

「この世から悪鬼がいなくなったとき、最後に粛しゆく清せいされるのは俺たち討伐隊だろうな」

　えっ、と訊きき返したいのに声が出なかった。

　どうしてそんな恐ろしいことを、笑えみを浮うかべた表情で言えるのか分からない。

「いつだったか、討伐の際に刀を使う理由を説いたことがあるだろう？　あれはあれで真実だが、新政府に刀しか許されていないのも理由のひとつだ。人にとって悪鬼が脅きよう威いなら、新政府にとっては俺たちが脅威。都合が悪くなれば、あいつらは俺たちを弾だん丸がんで粛清するだろうよ」

　千景は目を見開いた。

　それが真実ならば、討伐隊は支し援えんされるどころか、守られてもいないことになる。

「いくらなんでもあんまりじゃないですか、そんな人たちと手を結ぶなんて。命を縮めるのと同じです」

「命を、縮める？」

　意味が分からなかったらしい。相馬は眉まゆ根ねを寄せた顔で千景の言葉をなぞる。

　そのあと、自じ嘲ちようするように口の端はしを持ち上げた。

「俺たちはいつ死のうが、どのような死に方をしようが構わない。角を折っている時点でそこらの鬼よりも早く死ぬ。地じ獄ごくにも笑って落ちてやるし、業ごうを背負うことなど覚かく悟ごの上だ。でなければいくら悪鬼が相手とはいえ、同族斬ぎりなどやれるものか。人の世から悪鬼が消えれば、いつか人も鬼も同じように暮らせるかもしれぬ。俺たちのあとに生まれる鬼の子が、健すこやかに生きることができればそれでいい」

　満足か？　と相馬が訊く。

　千景はすでに自分が真実を求めたことすら忘れていた。相馬の言葉をどう受け止めていいのか分からない。心を思いきりへし折られた気分だった。

「しゃべりついでに教えてやる。悪鬼ではない鬼たちが捕とらわれてしまったとき、安全な地に逃がすことも俺たちはしている。座敷牢でお前が言葉を交かわしたという鬼の母子。二人はすでに新しい地で生活を始めている」

「あっ……」

　ようやくあの日の激昂の意味が分かった。千景が騒さわぎ立てることであの母子に余計な恐きよう怖ふを植えつけてしまったから、相馬は怒おこったのだろう。

「ふん。真四角の頭が少しはやわらかくなったか」

　相馬は千景の髪かみを乱暴にかきまぜると、立ち上がる。

　つられて見上げたものの、行あん灯どんのあかりは弱々しいものになっていて、相馬の顔までは届かない。笑みを刻んだ唇だけがかろうじて見える。

「お前は俺を嫌きらっているし、憎にくんでもいる。だから惚ほれた。俺は、俺を賞賛するやつに心はやらない。俺がやっていることはお前が言ったとおり、殺さつ戮りくだ」

　最後の言葉が胸に突つき刺ささり、息を吞のむ。

　何か言わなければと思うものの、言葉が見つからない。千景がほの暗い縁えん廊ろう下かの板の目に視線をさまよわせている間に、相馬が去っていく。その背中はじきに夜に溶とけ込み、見えなくなった。







「なんだい、しけた面つらしやがってよ」

　ちっ、と舌を鳴らし、源十が畑の大根を引っこ抜ぬく。

　千景は、源十が抜いた大根を収しゆう穫かく籠かごに入れていく役割をもらっている。

　それなのに気がつけばため息ばかりついていて、手が遅おくれていく。「畑を手伝うなら」と源十がこっそり着物を貸してくれたというのに、足手まといもいいところだ。相馬が鬼と分かったあの夜から、心にどんよりとした雲がかかっていて重苦しい。

「さっさと集めやがれ。井い戸どんとこで洗うぞ」

　はい、と返事をしたつもりだが、これも吐息がまじりすぎていて声になっていない。千景はよたよたと大根をかき集めると、源十を追って裏庭にある井戸へ向かった。

「んだよ。若と喧けん嘩かでもしちまったのか？」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

　冷たい水で大根を洗っていると、少し頭がはっきりしてきた。

　あれから数日が経たとうとしているが、相馬とまともに口を利きいていない。

　避さけているわけではない。急な遠えん征せいが入り、相馬が家を空けたのだ。ようやく帰ってきたのが昨日の夜ふけ。てっきり今日は非番なのかと思いきや、千景が起きたときにはもう詰つめ所しよに出かけたあとだった。

「あんなので体が持つんでしょうか。ずいぶん忙いそがしい方なんですね」

「悪あつ鬼きが出りゃあ、すっ飛んでいくお人だからなぁ。それに若は隊長だ。下のもんに任せて自分は高いびきをかくようなことはしねえ」

　少し前の千景なら、そんなにも鬼おにを斬きるのが好きなのかと憤ふん慨がいしていただろう。だけど討伐隊を結成するいきさつを聞いたいまは、相馬が生き急いでいるようにしか思えない。

　角を折った鬼が早くに死んでしまうことは、巽も言っていた。相馬は命があるうちにひとりでも多くの悪鬼を倒たおし、隠かくれて生きているであろう鬼たちを、安全な地に移したいのかもしれない。

「鬼の寿じゆ命みようって何歳なんだろう……」

　心のなかで思ったつもりが声に出た。

　傍らにいた源十がぎょっとした目で千景を見る。

「んだよ、藪やぶから棒に」

「あ、いえ、ちょっと気になったもんですから」

　じゃぶじゃぶと大根を洗いながら、ふと思い出す。

　相馬は源十のことを鬼斬りになる前からの知り合いだと言っていた。相馬が鬼だということも知っているのかもしれないが、そんなことはとても訊けない。ただ、相馬が屋や敷しきに住まわせるほど心を許している相手だ。鬼を嫌ってはいないような気がする。

「実は僕、鬼の幼なじみがいるんです」

　ちらりと源十を窺うかがいつつ切り出すと、思ったとおり、さして驚おどろかれなかった。

「へえ。そいつはまたえらい友達を持ってんなぁ」

「山寺で一いつ緒しよに育った子ですよ。ほら、これを僕にくれた──」

　濡ぬれ手で着物の前を探さぐり、勾まが玉たまを源十に見せる。

「その子は大人になったら角を折るんだと言ってました。だけど角を折ったら早死にするとも言っていて。その頃ころの僕はまだ子どもだったから、早死にするんだったら角を伸のばしたほうがいいんじゃないって言ったんですけど……もしその子が市し井せいで暮らしているのなら、きっと角は折っていますよね？」

　巽のことを訊きつつも、相馬のことを言ったつもりだ。

　源十は手早く大根の葉を切り落としながら、「そりゃ折ってるだろ」とあっさり言う。

「角なんか頭に生やしてそこらを歩けるわけがねえ。いまはそういうご時世だ」

「ですよね……」

　千景は、はぁとため息をついた。

「早死にするってどれくらい早いんでしょう。角を折りながらも天てん寿じゆをまっとうする術すべってないんでしょうか。鬼って体が大きくて丈じよう夫ぶって聞いたのに、角を折っただけで寿命が短くなるなんておかしくないですか？」

　源十が答えを知っているとは思えない。だけど誰だれかに訊かずにはいられないことを吐はき出していると、源十が初めて手を止めた。

「なんだよ、あんた。鬼のことを考えて憂ゆう鬱うつになっていたのかい？」

「ああ、いや、はい……」

　鬼というより、相馬のことを考えている。

　たぶん千景は、相馬を嫌きらうことで元の体を取り戻もどすのに執しゆう念ねんを燃やせていたのだと思う。だから相馬の生きざまを知った途と端たん、心がかくんと折れた。

　相馬が正しいのか、間ま違ちがっているのか、千景には分からない。だけどあれほど強したたかな生き方を千景は知らない。命の炎ほのおを燃やしながら時代を駆かけ抜けて、あっという間に灰になってしまいそうだ。それでも相馬は成すことを成したあとならば、本ほん望もうだと言うだろう。

　とても強い。だけど寂さびしい。相馬はそういう生き方をしている。

　もっと早くに本当の相馬を知っていればここまで嫌わずにすんだのに、いまさらどうすればいいのか。

　たかだか一月の付き合いだ。どうでもいい。──そんなふうにはもう割り切れないような気がする。

　だからといって、自分が何をしたいのか、何ができるのかも分からない。

　気がつけばひとりの男のことを考えて、ため息をついている。そんな日々は生まれて初めてだった。

「僕の頭は真四角だから、いろんなことが見えていなかったんですよ」

　独りよがりな科白せりふを吐いて、青い空を見つめる。

　源十が「けっ」と鼻を鳴らして、千景がそのままにしている大根を洗い始めた。

「ったく。怒ったり笑ったり憂鬱になったりと忙しいんだな。分かりもしねえことを気に病やんでどうすんだ。ちょいと気晴らしに出かけたほうがいいんじゃねえのか」

「気晴らしなんてできませんよ。僕はここから出るなとあの人に言われてるんですから」

「だったら若に連れ出してもらえばいいだろ」

　源十にあっさり言われ、千景は瞬またたいた。

　そうか、その手があったかと思いつつ──あなたと二人で出かけたいんです。相馬にねだる自分を想像し、顔が歪ゆがむ。

「無理です。言えません」

「はあ？　あんたと若はいったいどういう関係なんだ」

　源十はしばらく千景を見ていたが、千景が口を噤つぐんでいると諦あきらめたようだ。そのかわり、がしっと千景の肩かたを抱だき、にんまりと笑ってみせる。

「じれってえ人だな。なあに心配ねえ。俺に任せておけ」

「……何をするつもりなんですか？」

　問うても源十は笑うだけで教えてくれない。

　千景がその答えを知ったのは、夕ゆう餉げのとき。朝番を終えた相馬が屋敷に戻ってからだった。

「そういえば、若。千景どのが蛍ほたるを見たいと言ってましたぜ」

「蛍？」

　相馬と千景が声を揃そろえて源十に訊きく。

　相馬の疑問はともかくとして、千景は「ほ」の字すら出した覚えがない。目をしばたたかせていると、源十は千景にだけ鼻筋をしかめた顔を見せ、すぐに相馬のほうを向く。

「今年はちょいと早くて、二に乗じよう寺じの辺りはもう飛んでるようです。夕ゆう涼すずみがてら、千景どのと出かけたらどうですかい？　あっしの下げ駄たが、今夜より先はずっと雨だと言ってます」

　最後の一言に相馬が噴ふき出した。

「源さんの下駄はずいぶん先まで空が読めるんだな。俺も同じ下駄が欲しい」

　そして笑えみの残る顔が千景に向けられる。

「行くか？」

「あ……」

　頷うなずいていいのだろうか。

　遠征を終えて早々、相馬はろくに眠ねむることなく朝番に出ている。

「ありがとうございます。ですが、今夜は……」

　早めに床とこについたほうがいいのでは、と言いかけたのを源十がしかめっ面つらで遮さえぎる。

「若。このお人、あっしが大根を収しゆう穫かくしている間、若と蛍狩がりに行きたい行きたいと、ずうっとやかましかったんですぜ。畑仕事の邪じや魔まはすんじゃねえと何度喉のどから出かかったことか」

「待ってください、僕はそんなこと──」

　千景が慌あわてていると、またもや相馬が噴き出した。

「そうか。ならば引きずってでも連れていかねばならんな」

「ええっ」

　声を上げた千景には構わず、源十が深々と頭を下げる。

「そうしてやってください。勝手ながら、千景どのの着物はあっしのほうで用意させてもらいました。古道具屋の赤札ものですが、襦じゆ袢ばんよりはましでしょう。若も気き忙ぜわしい日々が続いているかと思います。どうぞ今こ宵よいはお二人でごゆるりと」

　そう言って、着物が入っているらしい風ふ呂ろ敷しき包づつみを相馬に差し出す。

「さすがだな、源さん。抜ぬけがない」

　相馬が笑いながら包みを解く。まだ新しい絣かすり地の着物がちらりと見えた。「ああ、似合いそうだな」と相馬が言い、包みを千景に差し出してくる。

「着き替がえてこい。出かけよう。俺に駄だ々だをこねるのはいいが、源さんを困らせてはいけない」

　ぽかんと瞬きながら、じんわりと頰ほおが熱くなっていく。

　多くを語っていないのに、千景の憂鬱を取り払はらおうと知ち恵えを絞しぼってくれた、源十の心づかいが嬉うれしい。千景はまずは相馬に、そして源十に頭を下げた。







　二乗寺というのはこの屋敷からそう遠くないところにあるらしい。

　相馬は源十が用意した提ちよう灯ちんをたずさえ、その少し後ろを千景がついていく。

　日はすっかり落ちていたものの、山里とは違ちがって人通りがある。飲み屋らしい店は雪洞ぼんぼりを灯ともしているし、屋台の蕎麦そば屋やもいる。道すがら出会う人のなかには、丁てい寧ねいに相馬に頭を下げていく者もいた。

「蛍か。この間まで桜が咲さいていたというのに季節が移ろうのは早いな」

「そうですね」

　ようやく外へ出られたというのに何を話していいのか分からない。相馬がときどきぽつりとこぼす、独り言のような言葉にただ相あい槌づちを打つ。

「夜市がある日はもう少し賑にぎわうんだがな。今夜はそうでもない」

「はあ」

　おざなりな声を返したあとで、着物の背中をあらためて見る。せっかく源十が用意してくれた時間だ。無む為いに使ってはいけない。「あの」と声をかけたのと、「なあ」と相馬が振ふり向いたのは、ほぼ同時だった。

「何だ」

「あ、いえ、相馬さまからどうぞ」

「気になるだろうが。お前から言え」

　こういうときでも相馬は強ごう引いんだ。

　小さく笑ったつもりが、泣き笑いのようになってしまう。千景は目をしばたたかせながらうつむいた。

「いろいろと……すみませんでした」

「いきなりどうした」

「あなたのことを何も知らないのに、勝手なことばかり言いました。本当に申し訳なかったと思っています」

　胸の内すべてを言葉にしてぶつけたつもりはないが、自分を偽いつわることもしていない。表情ひとつ、仕草ひとつで相馬を傷つけていたと思うと、やり切れない。

　立ち止まったまま頭こうべを垂れていると、ふんと相馬が鼻を鳴らすのが聞こえてきた。

「気にしなくていい。そもそも話すつもりのなかったことだ」

「ですが、あなたを嫌きらわなくてもいいのに嫌っていました。それはよくないことだと思います」

　顔を上げると、じっと千景を見る相馬と目が合った。

「生き真ま面じ目めもほどほどにしておけよ。お前は自分の体を弄もてあそんだ男を許せるのか？」

「そ、それとこれとは話が別でしょう」

「同じにしておけ」

　そういう決着のつけ方でいいのだろうか。

　千景が瞬いている間に相馬は背を向け、「行くぞ」と歩き出す。相馬が遠くなると、提灯のあかりも遠くなる。棒立ちになっていても仕方ないので、とりあえず追いかける。

「いい男だと思わないか？」

「……は？」

「源さんのことだ」

　追いついて早々に話を変えられてしまい、面めん食くらう。

「お前が蛍を見たいと駄々をこねる姿は想像がつかん。山間の地で暮らしていれば、蛍などめずらしいもんじゃない。今夜の蛍狩りは源さんが気を利きかせて提案したんだろう？」

　先ほど相馬が言いかけたのは、このことだったのかもしれない。隣となりに並んだ千景に屈くつ託たくのない眼まな差ざしを向けてくる。

　これは討伐隊隊長の顔でもなく鬼おにの顔でもなく、年下の男の顔だ。千景の困こん惑わくなど本当に気にしていないのだろう。つい笑みがこぼれた。

「違いますよ。僕が行きたいって源十さんに駄々をこねたんです」

　少しだけ弄ぶつもりで噓うそをつく。だけど相馬の雰ふん囲い気きにほだされてしまい、口調がくだけてしまった。言い直そうか迷っていると、「本当か？」と相馬が真顔で驚おどろいてみせたので、そのままにしてしまう。

「ごめんなさい。噓です。僕は蛍の季節が来たことなんてすっかり忘れてましたから」

「そら見ろ。俺と同じじゃないか」

　相馬の表情に勝ち誇ほこったような笑みが広がる。千景の口調を咎とがめるようなこともしない。

　千景の歩みに合わせて歩みを緩ゆるめる、そんな気づかいをする男だということも、隣に並ばない限り、知り得なかった。

「源さんは顔に似合わずやることが男前だろう？　俺はずいぶん長いこと世話になっている」

　穏おだやかな横顔。これは知っている。見上げながらなぜか微笑ほほえんでしまう。

「もしかして源十さんも知っているんですか？」

「何を」

　まだ人通りは途と切ぎれていない。千景は辺りを見まわしてから、『お』『に』と口の動きだけで伝えた。

「ああ、知っている。源さんは人だが、もともと俺らの里に出入りしていた商人だ」

「そうだったんですね」

　俺らの里というのは鬼里のことだろう。千景は目を丸くした。

「里の大人が作った工芸品を里の外で売り、里の外から俺たちに必要なものを仕入れて売る。源さんがやっていたのはそういう商あきないだ。源さんは里の子どもを一ひと括くくりに『坊ぼつちゃん』『嬢じようちゃん』と呼んでいて、いまの俺を『若』と呼ぶのはその名残なごりだ」

「へえ……」

　てっきり鬼たちは息をひそめて生きているとばかりに思っていたが、人と触ふれ合うこともあったらしい。それも源十のように気のいい者が相手なら、きっと声を立てて笑うこともあっただろう。想像のなかでの鬼里の暮らしに、少しの光が射さす。

「お里にときどきは帰られるんですか？」

「いや、もうない」

「えっ？」

　訊きき返したあとで、存在しないという意味なのだと分かり、はっとする。

　山ごと焼かれた鬼里もあると、確か相馬は言っていた。

「すみません……」

「いちいち謝るな。俺が勝手にしゃべったことだ」

　相馬がふと提灯を低くする。「足あし許もとに気をつけろ。道が細くなるぞ」

　いつの間にか人波のある通りを抜けていて、右からも左からも枝葉が垂れ込める界かい隈わいに辿たどり着いていた。二乗寺と彫ほられた石柱の前を通りすぎ、小こ路みちをゆっくり進む。

「俺は夜目が利くから本当は提灯などなくとも歩ける。お前は人だから不便だな」

「不便だなんて……そんなもんだと思ってますから、困ったことはないですよ」

　言っている側そばから小石につまずいてしまい、ばつが悪くなった。

「なるほど。困らないのか」

　相馬は笑い、何の逡しゆん巡じゆんもなく千景の手を取る。

　相馬とはもっと恥はずかしいことをしているというのに、手を繫つながれるのは気恥ずかしい。だけど振りほどく気にはなれずそのままにしていると、合わさったままの手のひらがくるりとまわり、指と指とが組み合う形になった。

　思わず相馬を見たものの、目の前の背中は何も語らない。

　夜目というのは色も分かるのだろうか。もし色が分かるのなら、相馬が振り向いたとき、頰ほおをほのかに染めているのを知られてしまう。急に振り向かれても困らないようにうつむき、人知れず口くち許もとを綻ばす。

　ずいぶん前、神社の石段で差し伸のべられたこの手を取らなかったことがあった。

　あのとき、もし相馬の手を取っていたなら、もっと早くに冷れい酷こくな男ではないことに気づいていただろうか。出会った日に知っていたかもしれない温ぬくもりを、いまさら味わうつもりで千景のほうからもほんの少し握にぎってみる。だけど運悪く二人組の酔すい客きやくと出くわしてしまい、繫いだときと同じさりげなさで手を放された。

　あっ……と心のなかで声を上げ、寂さびしくなった自分が信じられない。

「兄さんたちも蛍ほたる見物かい？　橋の辺りにちらほら飛んでたぞ」

「そうかい。ありがとう」

　ほどなくして、くねった川にかかる橋が見えた。

　男たちが言ったとおり、ほうと息をするようなか細さで、蛍火が瞬またたいている。夜遅おそいのでさすがに女性や子どもの姿はなく、酔よいどれが橋の袂たもとから眺ながめている程度だ。

「奥のほうへ行ってみよう。もっと飛んでいるかもしれん」

　橋を渡わたると、またもや相馬が千景の手を取った。

　相馬はちらりと千景を振ふり向き、微笑する。つまらないちょっかいを出す子どものような表情だ。嫌じゃないですよという意味で、千景も握り返す。だけど相馬は何も応こたえず背を向ける。顔は見えなくなってしまったが、笑っているような気がした。

　川べりの道は雑木林に続いているらしい。橋から遠ざかると、いよいよ人の姿はなくなり、歩いているのは相馬と千景だけだ。せせらぎが澄すんでいることは水の匂においで分かる。春に葉を広げた緑の香かおりとまじり、鼻び腔こうだけでなく心もくすぐられる。

「ああ、いい匂い。昼に来てもよさそうなところですね」

「吞のん気きだな。そこらの茂しげみに悪あつ鬼きが隠かくれているとは思わないのか」

「悪鬼？　僕の隣にいるのは誰だれなんでしょう」

「気をつけろ。悪鬼よりも性質たちの悪い鬼だ」

　軽口を言い合いながら歩いていると、じょじょに蛍の数が増えてきた。

　暗くら闇やみに尾おを引く碧みどり色の光。瞬きながら交わる幾いく筋もの光に思わず嘆たん息そくが洩もれる。

　ちょうど張り出した木の根があったので、相馬と並んでそこに腰こしを下ろした。提灯を遠ざけると、蛍火の瞬きが強くなる。蛍の光がこんなにも美しいと感じたのは初めてだ。真昼の陽ひ射ざしにかざしたときの翡ひ翠すいに似ている。

　千景は着物の胸から勾まが玉たまを取り出した。川かわ面もに映る光の帯を眺めながら、そっと手のひらで包み込む。

「いつもぶら下げているんだな。お前がこれをつけていないのを見たことがない」

「大切にしてるんです。お守りだから」

　手のひらを開き、相馬に勾玉を見せる。

「山寺で一いつ緒しよに育った幼なじみにもらったものなんです。その子のお母さんは翡翠が採れるところで生まれたそうです」

　それだけで察したらしい。相馬が勾玉を一いち瞥べつし、「鬼おにの子か」と呟つぶやく。

　相馬がただの鬼おに斬ぎりではないと分かったので、もう隠すことはしない。

「怖こわがりで泣き虫で、穏やかで優やさしくて……。子どもの頃ころに別れてから一度も会ってないけれど、ずっと僕の心のなかにいる大切な幼なじみなんです。ちっちゃな角が生えたとき、泣きながら僕に教えてくれました」

　巽のことを思い出しながらしんみりしていると、相馬が小さく噴ふき出した。

「男でそれか。ずいぶん女め々めしい鬼の子だな。俺が鍛きたえ直してやりたいくらいだ」

　千景はひとつ瞬いたあとで、思いきり眉まゆ根ねを寄せた。

「女々しくないですよ。心根の優しい鬼の子だったんです」

「優しさは足かせになる。鬼の子がいまの世を生き抜ぬくには、いちばんに捨てねばならんものだ」

　はっきりと言われてしまい、千景はうつむいた。相馬の言葉だからこそ、胸に刺ささる。

　巽のことを思うとき、懐なつかしさよりも不安がこみ上げてくるのは、巽が生きているような気がしないからだ。元気で生きていてほしいと願っても、千景は確かめる術すべを持っていない。何よりもいまの世は優しい鬼には厳しすぎる。角を折って生きているのならなおさらだ。

　さわさわと揺ゆれる葉の音を聞いていると、昼間に感じた憂ゆう鬱うつが再び心に忍しのび寄ってくる。

　訊きたいけれど訊くのが怖い。少し迷ってから千景は口を開いた。

「相馬さまは角を折っていますよね？　角のない鬼って本当に早く死んでしまうんですか？」

「治ち癒ゆ能力が落ちるらしいぞ。だから悪いやつほど角を大切にする。俺は当分死なないような気がするけどな」

「そうなんですね……」

　千景は重いため息をつきながら相馬を見た。

「角を折っていても長生きできる方法はないんですか？　たとえば滋じ養ようのいいものを食べていると生き長らえるとか、折った角の根元をおひさまに当てると丈じよう夫ぶになるとか」

「知るもんか。いつか死ぬのは鬼も人も同じ。長く生きるより太く生きるのを望むのが男だ」

　相馬は鼻を鳴らすと、その場に寝ね転ころがる。

「お前は何を恐おそれている。俺のことを訊いているのか、それとも幼なじみの鬼の子のことを訊いているのか、どっちだ」

「あ……」

　どちらも、という返事では答えにならないだろうか。

　いままでは巽のことばかり考えていたけれど、最近は相馬のことを考える日が増えた。

　千景には角がないから、角を折ったらどうなるか、自分の体で感じ取ることができない。千景が人である以上、鬼と知り合うたびにつきまとう不安なのかもしれない。

　膝ひざをかかえてうつむいていると、相馬が寝返りを打った。

　軽く丸めた体を千景のほうに向け、頰ほお杖づえをつく。

「俺は自分の意思で角を折っている。人のふりをして討伐隊を結成するには不要なものだからだ。だがお前の幼なじみは分からんだろうが。もしかして牛のように立派な角を生やし、鬼里のひとつやふたつ、治めているやもしれん」

　その姿を想像したあとで、千景は首を振った。

「僕より喧けん嘩かが弱かったから無理だと思います。それに角を嫌きらっていたし……」

「なんだ、本当に腰こし抜ぬけなんだな。お前より弱いなど鬼のくせにどうかしている」

　大切な幼なじみだと最初に言ったのに、なぜこうも無ぶ遠えん慮りよにものが言えるのだろう。千景はまたもやむっと眉根を寄せて相馬を見た。

「優しい鬼がいたっていいじゃないですか。僕にとっては大事な幼なじみなんです。その子に角が生えたときも、ずっと友達でいたいってはっきり言いました。その子は僕から離はなれようとしてたんです。だけど僕は鬼だからとか人だからとか、そんな理由で友達をやめるなんてぜったいに嫌で──」

　言いながら興奮してしまい、目め許もとがじんわりと濡ぬれてきた。

　涙なみだとして流れる前にかきむしるようにして拭ぬぐい、相馬を睨にらむ。

「いくらあなたが強い鬼でも、たっちゃんを馬ば鹿かにしたら僕が許しません。あなたに喧嘩を挑いどんでも負けることは分かってますが、挑みます」

　相馬は頰杖を崩くずし、めずらしく目を丸くしていた。

　ゆっくりと瞬きを重ねながら、千景を見ている。

「泣くな。悪かった。お前があまりにもむきになるから、からかってみただけだ」

「…………」

　何が、からかってみただけ、だ。散々巽のことを笑ったあとで謝られても困る。

　返事をしないでそっぽを向いていると、相馬が起き上がったのが分かった。うつむいた千景のちょうどこめかみ辺りに、「悪かった」ともう一度謝る相馬の声が触ふれる。

「その鬼の子は強くなっている。腰抜けなどではない」

「さっきと言うことが全然違ちがうじゃないですか」

　どうせ適当に取り繕つくろおうとしているのだろう。そう思って相馬を見ると、意外にも真しん剣けんな表情をしていて驚おどろいた。

「お前はいつまでも友でいたいと告げたんだろう？　だったらお前の思いは間違いなく鬼の子の灯ともしびになっている」

「ともしび……？」

「そうだ。お前の言葉は鬼の子の胸に消えることのないあかりとして灯ともったはずだ。俺は鬼だから分かる。鬼斬りが跋ばつ扈こするような時代に誰が鬼として生まれたかったものか。それでも生まれたからには生きねばならん。その術すら分からぬ幼い頃に、お前のようにありのままを受け入れてくれる友がいたのなら、俺なら生しよう涯がい忘れない。お前の友はお前の言葉だけを灯に、きっとそこらの鬼よりも強く生きている」

「たっ……」

　まるで大人になった巽が現れたかのように思ってしまい、胸をつかれた。

　喉のどから出かかった名前を吞のみ込んだかわりに、涙がぼたぼたと溢あふれて落ちる。

　ここにいるのは巽ではないのか。まぶたをぐりぐりと擦こすっては、目の前の男を見つめる。相馬だ。分かっている。だけど相馬と、見たことのない大人の巽が重なってしまう。

　巽はきっと生きている。たとえ角を折っていたとしても逞たくましく生きている。

　自分に言い聞かせるのではなく、確信だった。相馬の言葉のおかげで、千景の胸にも消えないあかりが灯ったのかもしれない。

「もし本当にたっちゃんがそんなふうに思ってくれてたら、僕はすごく嬉うれしい」

　ああ、たっちゃんというのがその子の名前なんです、と洟はなをすすりながら付け加える。

「僕はたっちゃんに何もしてあげられなかったんです。あの頃の僕がもっと大人だったら、きっとできることはあっただろうにとずっと思っていて……。だけど側そばにいなくても支えることができるんですね。ああ、本当にたっちゃんが僕を覚えていてくれたらいいなぁ」

　温かな思いに胸を乱されてしまって、自分でも何を言っているのかよく分からない。

　まさか泣き顔を相馬に見せるはめになるとは思ってもいなかった。照れもあって、へへと笑いながら頰ほおを拭う。

「ありがとうございます。救われました」

「何を。俺はお前が泣いたから驚いた。泣くこともあるんだな」

「ありますよ。いつも気が強いわけじゃありません」

　互たがいに笑っているうちに、涙と一緒に暴れていた思いは自然と凪なぎ、すうっと胸の真ん中に収まっていく。いつの間にか飛び交かう蛍ほたるは少なくなっていて、川面は数筋の光の軌き跡せきと月明かりしか映していない。

　帰るか、と相馬は言わなかったし、千景も言わなかった。

　肩かたと肩をくっつけるようにして、ただぼんやりと川面を眺ながめる。灯っては消え、また灯る蛍火の瞬またたきが、互いの胸の音のような気がした。

「お前と過ごすのもあと五日か」

　ぽそりと相馬が呟く。

「たったの？」

「なんだ、数えていなかったのか」

　間に急な遠えん征せいが入ってしまったので、気づかないうちに短くなっていたらしい。

「僕の『印』はあと五日できれいに癒いえるでしょうか」

「どれ──」

　相馬が千景を引き寄せ、あぐらをかいた足の間に座らせた。『印』を確かめる指先がうなじに触れ、とくっと胸が跳はね上がる。

「ああ、このくらいなら口づけるだけで癒えるだろう」

　首筋に相馬の吐と息いきがかかる。と思ったら、次に唇くちびるが降りてきた。

　ちゅっと音を立てて嚙かみ痕あとのひとつを吸われ、息をつめる。ふたつ目を吸われ、今度は震ふるえる息を吐はいた。　>>>♥

　胸には相馬が腕うでをまわしている。捕つかまえておくほうが口づけやすい、それだけの拘こう束そくだ。

　嫌だとは思わない。ただ、この腕に特別な理由がないことになぜか寂さびしくなってしまう。

　六日目の朝が来たとき、千景は何を思うだろう。鬼おに憑つきでなくなったならさっさと相馬から離れようと思っていたが、いまはもうそんな答えは出せないような気がする。







　明くる日、相馬は非番だったので、源十を合わせた三人で蕎麦そばを食べに行った。

　討伐隊の詰つめ所しよ近くにある、相馬の気に入りの店らしい。源十は盛り蕎麦を食べ終えると、「ではあっしはちょいと買い出しに」と言っていなくなってしまったので、蕎麦屋を出たあとは二人で帝都の町を散策した。

　相馬は始終機き嫌げんがよかったと思う。それは千景も同じで、店らしいものも特にない小こ路みちを歩くだけでも楽しかった。替かえの着物を仕立ててもらったのもこのときだ。

　そろそろ長雨の季節が始まってしまう。次の日は源十を手伝い、畑の梅の実を収しゆう穫かくした。

　神職の装束で祝詞のりとを唱えているよりも、野の良ら仕事のほうが性しように合っているのかもしれない。汗あせにまみれながら体を動かしていると、心地ここちいい疲ひ労ろうに包まれる。収穫した梅はさっそくへたを取り、梅干しにしない分は甘かん露ろ煮ににしていった。

　こういう日々がいつまでも続かないことは分かっている。

　だけど、できたらいまのままがいい。

　人知れずそんなことを考えるようになった矢先──。

「喜べ。お前のつとめ先を見つけてきたぞ」

　源十と台所仕事をしていると、いきなり後ろから声をかけられ、「えっ？」と振ふり向いた。

　相馬は「用がある」と朝早くから出かけていて、帰ってきたらしいことは雉きじ猫ねこの鳴く声で分かっていた。「お帰りなさい」と言いに行こう。そう思って、里さと芋いもの皮で汚よごれてしまった手を拭っているときだった。

「へえ。あんた、仕事を探してたのか。若に見つけてもらってよかったじゃねえか」

　源十は、千景がこの屋や敷しきに身を寄せている経けい緯いを知らない。里芋を煮につける支し度たくをしながら吞のん気きな声を出す。

「島の神社だ。周りは海だが、神社は山の中腹にある。そこそこ豊かな山で、実りはいいらしい。麓ふもとへ下りれば海の幸さちが容易たやすく手に入る。住みよい土地だと思うぞ」

「島……って若、どうやって通うんですかい？　ここからじゃ、船着き場に行くまでの間に日が暮れちまいますぜ？」

「源さん、勘かん違ちがいしないでくれ。この人はここから出ていく。もとからそういう約束だったんだ」

　そうだろう？　と訊ききながら、相馬が千景のほうを向く。

「え、ええ。確かに……」

　声が上擦り、かすれてしまう。

「なんだい、そりゃあ。あっしはてっきり、ずうっとここで暮らすのかと思ってましたぜ」

「しばらくの世話を頼たのんだだけでどうしてそうなるんだ」

　相馬が、はっと笑う。「ただこの人は少し訳ありで、前に暮らしていた地には戻もどれない。だから新しい仕事と住すみ処かは俺が見つけると請うけ合った。それだけの話だ」

　船着き場までは車で送る、神社に住み込む話はつけていると、相馬は続けて語る。

　──本当に一月辛しん抱ぼうすれば、仕事と住処を用意してくれるのですね？

　座ざ敷しき牢ろうに入れられたとき、強こわ張ばった声で相馬に念を押したのを思い出す。

　分かっている。これは鬼憑きだった頃ころの千景が望んだことだ。

　もしや、相馬は千景を手放さないつもりではないのか。そんなふうに疑ったこともある。まさか前と同じ神職のまま、自然溢れる地で暮らせるとは思ってもいなかった。約束を反ほ故ごにしなかった相馬には、礼を言わなければいけない。

　それなのに視線がふらふらとさまようばかりで声が出ない。唇が小刻みに震えていく。

「ちょうど俺は明日が非番だ。出立は明日にしよう。明後日あさつてからは詰所で泊とまり勤務になっている」

　千景は思わず相馬を見た。

　いくらなんでも急すぎる。だが相馬のほうに屈くつ託たくはなく、むしろ、はっと顔を上げた千景の反応こそ意外なものだったらしい。訝いぶかるように眉まゆ根ねを寄せ、「何か問題があるのか？」と訊いてくる。

　世話になっている身分でわがままは言えない。「い、いえ……」と、かろうじて首を振る。

　千景の様子に気がついたのは源十だった。

「若。ちょいと話が急なんじゃねえですか？　この人、真っ青になっちまってるじゃねえですか。何もいきなり追い出すような真似まねはしなくても……」

「いきなりじゃない。源さんには話していなかったが、知り合ったときから一月後を目め処どにと互いに決めていた。それに新しい仕事と住処まで探して、途と中ちゆうまで車で送るのが追い出すことになるのか？　親切すぎるほどだと俺は思うがな」

「いや、若──」

「源さんには口出しさせない」

　言いかけた源十を強い口調で遮さえぎり、相馬は台所から出ていってしまう。呆ぼう然ぜんと後ろ姿を見送っていた源十は、相馬が見えなくなった途と端たん、「なんだい、ありゃあ」と吐き捨てた。

「これと決めたら譲ゆずらねえ人だけど、ちょいと今日のは度が過ぎてるぜ。あんた、若に言いてえことがあるんなら言ってきな。本当はここから出ていきたくねえんじゃねえのか？」

「ですが、本当に相馬さまとは一月後には離はなれると約束していたんです……」

「だったらどうしてそんな顔してんだよ。俺は中ちゆう途と半はん端ぱなのが大っ嫌きらいだ。何でもいいからすっきりさせてきやがれ」

　源十に尻しりをばんと叩たたかれ、千景はつんのめった。

　振り向くと、源十はいまにも千景を蹴けり飛ばすかのように足を振り上げる。さっさと行け、ということらしい。蹴り真似の仕草は、千景が台所を出るまで続いた。

　実際、相馬には言いたいことがあった。

　ただ、うまく言えるかどうかは分からないし、まだ時機ではないとも思っていた。

　うつむきがちに廊ろう下かを進み、息を吸ったり吐いたりしながら、ときどき立ち止まる。本当に明日出ていかないといけないのなら、源十が言うとおり、すっきりさせておくほうがいいのかもしれない。そう自分を叱しつ咤たさせて顔を上げたとき、部屋から出てきた相馬と鉢はち合あわせた。

「あ……」と互いに声を出す。

　相馬は瞠みはった目で千景を見おろしたのも束つかの間、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうした。島の神職では不服か？」

「いえ、そういうわけでは──」

「だったら不服そうな顔をするな。これでもお前に合う仕事と土地を考えてやったつもりだ」

　そうじゃない。

　怒おこっているような顔で立ち去ろうとする相馬の着物の裾すそを、咄とつ嗟さに摑つかむ。

「約束を果たしてくださってありがたいと思ってます。……だけどその、もうしばらくここに置いてはもらえませんか？」

「なぜ」

　訊き返されただけだというのに、ひどく冷たくあしらわれた気がした。

　源十の手伝いをしたいから。知らない土地へ行くのは不安だから。もう少し帝都を知りたいから。──すぐに思いつく理由ならいくらでもあったし、そのくらいのことなら容易く口にできそうでもあった。

　だけど本当の理由は別にある。

　いちばん言いにくくて、できることなら胸のなかに隠かくしておきたい。

　ほんの少し前に生まれたばかりの気持ちで、まだうまく育てられていないのだ。このまま育てていいのかどうかもよく分からない。ただ、時間がないことだけは分かっている。

　千景はひとつ息を吸うと、顔を上げた。

　それでもなかなか声にできず、一度息を吐いてから、あらためて吸う。

「あなたのことを、好きになりそうなんです」

　告げた途端、相馬が目を見開いた。

　もう後あと戻もどりはできない。心を明かした言葉の余よ韻いんが、千景の睫まつ毛げを震わせる。

　本当は言うだけ言って逃にげてしまいたいくらいだった。それが無理なら消えてなくなりたい。溶とけ落ちそうなほど顔が赤らんでいるのは自分でも分かっていた。どうしてもうつむきがちになってしまう顔をあえて上げ、瞠っている相馬の眸ひとみに答えを探す。

　間近で見つめ合っていなければきっと分からなかっただろう。相馬はほんのわずか、逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せた。口を開きかけたものの、言葉は出さない。喉のど仏ぼとけが動く。

　瞬またたきをこらえて相馬を見る。もう一度、喉仏が動いた。

「惚ほれられても、困る」

　それが相馬の返事だった。

　あ……と呟つぶやきかけた唇くちびるが、そのままの形で固まる。ひとつ瞬くと止まらなくなって、目をしばたたかせた。

　惚れられても困る。──短い言葉が、育ちかけの気持ちをやんわりとねじ伏ふせた。

「それはもう、僕には興味がないということですか？」

　受け入れてもらえると期待していたわけではない。

　だけど相馬は、鬼おにへの供く物もつとなった千景を捜さがしていた。なぜこの人が自分を捜していたのだろうと不思議に思ったのでよく覚えている。

　お前は誰だれにも渡わたさない。

　驚おどろくほど強い眼まな差ざしで千景にそれを告げたのも相馬だ。

　初めて縋すがったとき、髪かみに降りてきた唇。蛍ほたる狩がりの日に繫つないだ手の温ぬくもり。二人きりの夜。ひとつひとつを挙げて、だったらどうしてと迫せまるような惨みじめな真似はしたくなかった。だけど目の前にいる相馬と、いままでの相馬が繫がらない。

　眸を揺ゆらしてただ見つめていると、相馬がわずかに背を折った。

　千景の着物の襟えりをはだけさせ、顔を近づける。

　愚おろかだと思う。『印』に口づけられるのかと思い、頰ほおの産うぶ毛げが甘くざわついた。

「きれいに治ったな。お前は肌はだが白いから、少しは傷が残るかと思ったが」

「あ……」

　そうだった。千景の首にはもう『印』はない。すべてきれいに消えた。

　指先でどんなに辿たどっても歯形の痕こん跡せきは見つからず、傷どころか染しみもない。鬼に嚙かまれる前の首筋そのものに戻っている。

「鬼おに憑つきの、匂においもしない。……汗あせの匂いと、土の匂いくらいか」

　嗅かいだらしい。相馬が小さく笑う。千景が笑わないでいると、その笑えみはすぐに消えてしまったが。

「鬼憑きは雄おすを惑まどわせ、虜とりこにさせる。──だけどお前はもう鬼憑きではない」

　相馬が淡たん々たんとした手つきで千景の着物を直す。

　続く言葉はなんとなく想像できた。この手が千景に触ふれてくるのもこれで最後だろう。察したせいで鼻の奥が痛み、涙なみだが出そうになってしまう。

　それをこらえ、気き丈じようにも顎あごを持ち上げる。

「だから俺は、もうお前に惑ってはいない」

　滾たぎりのない、凪ないだ眸が終しまいの言葉を告げた。

　そうか。そういうことか。討とう伐ばつの最中に千景を捜していたことも、強い声こわ音ねで告げられた言葉の数々も、貪むさぼるように体を奪うばってきたことも、『印』が相馬にさせていた。

　よく分かりました。声には出せなくて、何度も頷うなずく。

　頷くたびに涙が粒つぶのまま、板の目に落ちる。目め許もとに手をやれば、泣いていることを知られてしまう。だから馬ば鹿かのように頷き続けていた。

　二人で蛍を見て、たくさんのことを話したあの夜。後ろから抱だきしめてきて『印』に触れた相馬の唇が、すべてを消した。

　相馬にさらわれた最初の夜に戻もどりたい。

　いまなら相馬にしがみつき、千景のほうから契ちぎりを求めることもできたのに──。







「あんた、本当に出ていくのかい？」

　風ふ呂ろ敷しき包づつみを傍かたわらに置き、草ぞう履りを履はいている千景を、源十が複雑そうな表情で窺うかがう。

「もう一晩くらい若と話し合ったらどうだ。どんな約束をしてたのか知らねえが、若に言われるまま出ていくなんてどうかしてるぜ。なんなら俺が間を取り持ってやるよ」

　な？　そうしなよ、と源十に横顔を覗のぞき込まれ、千景は力なく首を振ふる。

「いいんです、もう。僕は振られてしまったので」

　あれほど明確な理由はない。鬼憑きの千景が心とは裏腹に体を開いてしまったように、相馬もまた怜れい悧りとは遠いところで千景に溺おぼれていたのだろう。『印』が消えてしまえば、けっして交わることのない、点と点に過ぎなかった。

　気づかないほうがどうかしている。千景自身があれほど『印』が連れた、淫いんの気に振りまわされていたというのに。

「いろいろとありがとうございます。源十さんには本当にお世話になりました」

　千景は微笑ほほえむと、風呂敷包みを持って立ち上がった。

　包みのなかには、相馬が用意した着き替がえが入っている。道中に必要なお金も、真新しい財さい布ふに入ったものを渡された。受け取りたくなかったが、お金がなければ旅路は往いけない。大切に使おうと思う。

　勝手口を出て、空を見上げる。千景の心とは裏腹に、旅路に相応ふさわしい快晴だ。

　島へはひとりで向かうことにした。狭せまい車中で相馬と二人でいると、きっと未練がましい気持ちが湧わいてくる。何よりも新しい自分で新しい道を行くのなら、自分の足で一歩ずつ確かめながら歩んでいきたい。

　今朝、相馬にそれを告げると、「お前らしいな」とため息をつかれた。

　らしいと言われるほど、相馬の前で自分を見せただろうか。相馬は「悪あつ鬼きには気をつけろ」と討伐隊隊長らしい顔で言い、非番を返上して仕事に行った。

　だから千景の見送りは源十しかいない。

　木戸の前で振り向き、丁てい寧ねいに頭を下げる。源十は鼻の頭を真っ赤にしていた。

「短い付き合いだったけど、俺はあんたのことが嫌きらいじゃねえ。若にはあんたみたいな年上の跳はね返りが似合うと思うんだ。なあ、考え直してくれねえか？　昨日の若は俺が見ても普ふ通つうじゃなかった。あれは無理に己おのれを抑おさえつけたに違ちがいねえ。若にはそういうところがあるんだよ」

　源十は鬼憑きのことを知らないから、引き止めようと必死になれるのだ。何もかも話して聞かせれば、きっと納なつ得とくするだろう。だけど男を誘ゆう惑わくする体になってしまったことなど言いたくない。苦く笑しようだけ返すと、源十は頭をかきむしりながら地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「ああ、もう！　じれってえ。あんたと若をひとまとめにしてぶん殴なぐりてえくらいだ！」

「……源十さん？」

　源十はひとしきり頭をかきむしると、肩かたで息をしながら千景に向き直る。

「どうしてもここを出ていくっていうのなら、ひとつ頼たのまれちゃくれねえか？」

「は……？」

　源十は誰もいるはずのない庭を見まわしてから、千景のこめかみに顔を近づけてくる。

「ここから三里ほど北に行った先に御ご陵りようがある。その近くに慶けい行あん寺じって名前の寺があるんだ。ちょいと小高い山を登らなきゃ辿り着けねえが、山寺育ちのあんたにはそう難しくねえだろ。島へ行く前にまずはそっちに立ち寄ってくれねえか？」

「どうしてですか？」

　当たり前のことを訊きくと、源十は目をしばたたかせながらうつむく。

「知り合いがな、そこの住職なんだ。たぶんあんたの力になってくれると思う」

　ああ、そういうことか。千景は微笑んだ。

「ありがとうございます。お気持ちだけいただいておきますね。僕は船着き場を目指さなきゃいけないのに、北へ向かっていては遠まわりになってしまいますから」

　だが源十は引き下がらなかった。

　くわっと両目を見開くと、いきなり千景の肩を鷲わし摑づかみにする。

「いいから行ってくれ。俺がどうしてこんなにもあんたを引き止めようとするのか、その寺に行きさえすれば分かるはずだ。ぜってえに無む駄だ足あしにはさせねえ。辿り着いたあとで無駄足だったって思うなら、俺を殴りに帰ってこい。そのときは俺が荷車引いて、あんたを船着き場まで送り届けてやるよ」

　あまりの勢いに気おされてしまい、「は、あ……」と曖あい昧まいな声を出す。

　どうしてそこまでむきになるのか分からなかったが、もともと山は好きだ。新しい日々を始める前に、まずは懐なつかしい山の空気を胸いっぱいに吸い込むのもいいかもしれない。

「じゃあ立ち寄ってみようかな……」

　ぽそりと呟くと、「おっ」と源十が嬉うれしげに両目を広げる。

　さっきまであの手この手で千景を引き止めようとしていたのに、立ち寄ると決めた途と端たん、源十は千景を追い出すように木戸へ押しやった。

「善は急げだ。いまからなら日暮れる前には十分辿り着ける。忘れるな、慶行寺だ」

「あ、はい。では行ってまいります」

　いや、ここはさようならと言うべきところだっただろうか。考えているうちに木戸から蹴けり出され、千景はよろめいた。

「ぼさっとすんな。山の道は危ねえから急ぐんだ」

「は、はいっ」

　千景は追い立てられるまま、通りへと出た。

　源十の剣けん幕まくに、通りすがりの町人がちらりと千景のほうを見る。しんみりしかけていた気持ちが吹ふき飛んだので、こういう別れもあっていいのかもしれない。

「源十さん。いろいろとありがとうございます。では僕はこれで」

　さようならは言わない。千景は木戸の脇わきに立つ源十に笑顔で背を向けた。







　源十が言うとおり、三里ほどの道なら日暮れる前に辿り着ける。千景はまずは御陵を目指し、北向きに歩みを進めた。

　北へ北へと進んでいても、一応は帝都だ。田舎いなかの山里とは佇たたずまいが違う。広い道にはときどき自動車も通るし、千景と同じ髪かみ色をした異国の人も歩いている。暑くもなく寒くもない、すっきりと晴れた空の下を歩いていると、心まで晴れていくような気がした。

　昼用にと、源十が竹たけ筒づつに入ったお茶とおにぎりを持たせてくれているので、腹が減ったらいつでも休むことができる。梅が実る季節はいつ雨が降り出すか分からない。千景は昼飯を後まわしにし、とにかく進むことを選んだ。

　ろくに足を休めることもしないで進んだおかげか、昼をまわる頃ころには風景が変わっていた。

　視界を遮さえぎるほどの大きな建物は何もない。辺りに広がっているのは野畑だ。その向こうにはなだらかな稜りよう線せんを持った山が連なっているので、きっと御陵はあの山々のどこかにあるだろう。

　ちょうど通りかかった野の良ら着ぎの男に尋たずねると、思ったとおり、ひとつの山を指さされた。

「御陵ならあの山んなかだ。麓ふもとに立札が出てるから、近くまで行けばすぐ分かる」

「ありがとうございます」

　ぐうぐうと腹の虫が鳴いていたが、どうせなら立札を目にしてから休みたい。千景は竹筒に入ったお茶だけ呷あおると、御陵があるという山の麓を目指した。

　神社の石段を思えば、野畑に延びる道はやさしい。ただ、腹はどんどん空すいてくる。

　もうここらで休もうか。いや、あと十歩……と、心のなかで戦いながら歩いていると、ようように『この先、御陵あり』の立札を見つけた。辺りは少し開けていて、茶屋や宿屋が並んでいる。御陵があるせいか、白装束の巡じゆん礼れい者が多い。

「やっと着いたぁ……」

　千景は大きな息をつくと、木こ陰かげを探して腰こしを下ろした。

　さっそく風呂敷包みを解き、源十が作ってくれたおにぎりを取り出す。なんでもない塩むすびなのに、涙なみだが出るほど美味おいしい。貪むさぼるように頰ほお張ばっていると、千景の前を横切りかけた白装束の男が、ぴたりと足を止めた。

「もしや、千景どのではございませんか？」

　聞き覚えのある声だ。誰だれだっただろうと見上げてはっとする。

「か、風間さまっ？」

　常衣ではなく巡礼者の装束、それも真っ黒に日焼けしていたのですぐには気づかなかった。山間の神社にいた頃、宮ぐう司じの補ほ佐さ役として千景たちを束ねていた神職の風間だ。

「驚おどろきました、まさか本物の千景どのだったとは……。いや、似ているなと思っていたのです」

「あはは。本物ですよ。幽ゆう霊れいじゃありません」

　風間は千景の真横に腰を下ろすと、食い入るように眼まな差ざしをそそいできた。

「いったいどうしてここに？　鬼おにとはその、どうなったのです？」

「え、ええっと……」

　風間とは千景が供く物もつとなったあの日、古い社で別れている。事の顚てん末まつを知らないのは当然だが、本当のことはとても話せない。

「実はですね、討伐隊の相馬さまに助けられたのです。相馬さまが鬼おに憑つきを癒いやす薬をお持ちだったのですよ」

「なんと……！」

　風間は目を剝むいたあと、平ひれ伏ふすような勢いで頭を抱かかえた。

「ああ、私としたことが……。顕正さまに口止めされていたので、討伐隊の方に相談するなど考えてもおりませんでした。そうですか、薬があったのですね。私が至らぬばかりに千景どのには本当に申し訳ないことをしました。あのような格好で柱にくくりつけてしまい、さぞかし恐おそろしい思いをされたでしょう」

「気になさらないでください。もう終わったことですから」

　あまり、薬、薬と言われても困る。本当はそんなもの、存在しない。

　千景は風間の悔かい恨こんをやわらげるため、傷ひとつない首筋を見せた。「ね？」と微笑ほほえんでみせると、風間の頰にようやく笑えみらしいものが広がっていく。

「安心しました。私はてっきり、千景どのは鬼の伴はん侶りよになってしまわれたとばかり思っておりましたので」

「あ……」

　伴侶という甘い響ひびきが、千景の胸にわずかな憂ゆう鬱うつを滲にじませる。

　首筋に嚙かみついてきた鬼のことはどうでもいい。だけどそれを癒してくれた鬼──相馬の伴侶になら、なってもよかった。いや、なりたい。望まれるどころか、『印』が癒いえた途端に振ふられてしまったが。

「あの、風間さまはどうしてここに？」

　憂うれいを悟さとられたくなくて、あえて笑いかけながらそれを訊く。

　今度は風間のほうが「あ……」とこぼし、目をしばたたかせた。

「私はその、己おのれを見つめ直したくて巡礼の旅に出たのですよ。邪よこしまな獣けもののようなものが、胸のなかに生まれてしまったので……」

　あれほど真ま面じ目め一筋だった風間が、何を気に病やんでいるのだろう。横顔を覗のぞき込むようにして続く言葉を待っていると、風間はちらりと千景を見て、困ったように微笑んだ。

「実は千景どのが鬼憑きになってしまわれたとき、私は千景どのに触ふれたくてたまらなくなってしまったのです。恋こい病とは少し違ちがう、とてもいやらしい粗そ雑ざつな感情でした。なんとか己を律して耐たえておりましたが、神職としては失格でしょう。私のなかには獣がいるのです」

　思いもよらぬ告白をされ、千景は瞬またたいた。

　弥彦や顕正からは襲おそわれかけたというのに、そういえば風間からは何もされていない。やはり真面目一筋な人だ。風間の下で神職をつとめることができて本当によかったと思う。

「風間さま。鬼憑きというのは、妖あやしげな匂においを放って殿との方がたの心を乱すもののようですよ。獣は風間さまのなかではなく、私のなかに生まれたのです」

「千景どのの、なかにですか？」

「ええ。ですが、私のなかにももう獣はいないのです。風間さまはいまの私を見て、何か思いますか？」

　風間はしげしげと千景を見てから、小難しげな顔を作る。

「何も、思いませんね。……ああいや、ご無事でよかったと心から思っています。だけど千景どのをどうにかしたいとはまったく……。はて、これはどういうことでしょう」

「もとから風間さまのなかに獣はいなかったのですよ」

　風間はいまひとつ得心しきれない表情で首を捻ひねっていたが、「いまも昔も、風間さまは私が尊敬している神職です」と千景が言うと、気持ちが晴れたらしい。照れたように目の縁ふちを赤くして、「ありがとうございます」と頭を下げてみせる。

「ところで風間さま、御ご陵りようの近くに慶行寺というお寺があると聞いたのですが、ご存じありませんか？」

「慶行寺……ああ、分かります。御陵の奥にあるお寺ですね。ここから登っていけますよ」

　と、木陰から山へと続く道をさす。

「ですが、千景どの。あそこは書状がないと立ち入れないお寺のようですよ。私も立ち寄ったのですが、山門を開けてもらえませんでした」

「ええ？」

　そんな話は源十から聞いていない。それとも源十の名前を告げれば、入れてもらえるのだろうか。

「慶行寺へ行かれるのなら急いだほうがよいかもしれません。道らしい道がないので、私も苦労しました。せっかく再会できたのです。途と中ちゆうまで私がご案内しますよ」

「いえ、それは悪いです。風間さまはこれからまだ寺社をまわられるのでしょう？」

「何、にわか巡礼者です。時間は腐くさるほどございます」

　先に立ち上がった風間に「さあ、行きましょう」と促うながされ、千景も風ふ呂ろ敷しき包づつみを摑つかんで立ち上がった。

「御陵があっても山は山ですからね。どこかに鬼がいるやもしれません」

　風間は素す早ばやく茂しげみに視線を走らせながら、千景を連れて先へ先へと山道を行く。

　巡礼をしていても、臆おく病びようなところは変わっていないらしい。なんだか懐なつかしくなり、ついくすっと笑ってしまう。どうもそれが聞こえたようで、風間が振り向いた。

「相変わらずあなたは怖こわいもの知らずのようですね。鬼に襲われて『印』までつけられたというのに、まだ鬼が怖くないのですか？」

「怖いですよ。ですが、私は優やさしい鬼を知っているのです」

　風間なら言ってもいいだろう。千景は辺りを見まわしてから、「私には鬼の幼なじみがいるんですよ」と囁ささやく。

「な、なんと……！」

　再会して二度目の驚きよう愕がくだ。思わず噴ふき出してしまう。

「すっごく仲がよかったんですよ。怖がりで泣き虫で、だけど優しくて──」

　言いながら、同じように相馬にも話したことを思い出した。

　蛍ほたる狩がりの夜のことは一生忘れないと思う。不安しかなかった千景の心を救ってくれたのは、あの夜の相馬の言葉だ。思い返すと、いまでも胸の真ん中に温かな灯ひがともる。

「鬼の幼なじみですか。なるほど。千景どのが山を好む理由がよく分かりました」

　風間は、ふふと笑うと、横から千景を覗き込んできた。

「いつか会えるといいですね。そのときは、その子をお嫁よめさんにしたらいいじゃないですか」

「お嫁さんっ？」

　つい大きな声を上げてしまい、千景は慌あわてて口くち許もとを押さえた。

「あの、風間さま。その子は男の子なんです」

「えっ、怖がりで泣き虫でっていま言いませんでしたか？」

「男の子がそうでもいいじゃないですか。風間さまだって怖がりなほうでしょう？」

「私は普ふ通つうですよ。千景どのの胆きもが据すわりすぎているだけです」

　会話の中身はともかくとして、誰だれかと並んで山を歩くのもなかなかいい。笑ったり呆あきれたりしているうちに、いつの間にか御陵に着いていた。麓ふもとほどではないが、巡じゆん礼れい者や旅装束の者がちらほらといる。

「千景どの、どうされますか？　慶行寺へはこの脇わき道みちを通っていくようになりますが」

　風間が茂みと茂みの間に延びている道をさす。鬱うつ蒼そうと枝葉が茂っていて、首を伸のばして覗いてみても、先を行っている人は見当たらない。

「このくらいの道なら平気ですよ。山歩きは慣れていますから」

「くれぐれも気をつけてくださいよ。山には何が潜ひそんでいるか分かりませんから」

　風間は山やま裾すそにある寺社をもう少し巡めぐるつもりのようだ。手を握にぎり合い、互たがいに頭を下げ合ってから、また手を握り合う。

「千景どのとお会いできて本当によかった。私はいずれあの神社へ戻もどります。そのときは討伐隊の相馬さま宛あてに便りを出すことにいたします」

　相馬のもとに便りが届いたとして、果たして相馬から教えてもらえるだろうか。

　余計な不安は口にせず、「はい」と頷うなずく。

「どうか、お元気で」

　互いに同じ言葉で互いの無事を祈いのり、風間とはそこで別れた。

「──さて」

　あらためて目の前の道を見み据すえ、鼻息を吐はく。

　風間と会えたおかげで、迷うことなくここまで来られたのだ。きっともう少しで源十の言葉の意味が分かる。

　千景は風呂敷包みを背負える形に結び直すと、両手を空けて脇道に踏ふみ出した。

　枝葉をかき分けつつでないと進めないが、そう難しい道ではない。何よりも風間と再会できた喜びが、千景の足を軽くした。ひとりきりの旅路だと、相馬のことばかり考えてため息にまみれていただろう。

（たっちゃんがお嫁さんだなんて……）

　先ほどの会話を思い出し、ひとりでくすくすと笑う。

　巽の白しろ無む垢く姿も案外可愛かわいらしいかもしれない。いや、大人になった巽を描えがけないからそう思うのか。人よりも大きく屈くつ強きように育つのが男の鬼おにだから、いまの巽にはたぶん白無垢は似合わない。

　勝手な夢想を楽しみながら足取りよく山道を進んでいるとき、ふと気がついた。

　怖がりで泣き虫──その言葉で風間は「女の子」を想像した。

　あのときは驚おどろいたものの、思い返せば当然かもしれない。何かに怯おびえてべそをかく、それだけを聞けば、きっと千景でも小さな女の子を想像してしまう。千景は巽を「男の子」だと知っているから、誰かに話すときはつい端折はしよってしまうのだ。

　なのになぜ、相馬は勘かん違ちがいしなかったのだろう。

『男でそれか。ずいぶん女め々めしい鬼の子だな』

　呆れたような、あの声こわ音ねが蘇よみがえる。

　相馬は「怖がりで泣き虫」な千景の幼なじみを、最初から男だと決めつけていた。

　源十から聞いていたのだろうか。いや、源十にも鬼の幼なじみがいることは話したけれど、巽という名前や、男の子だということは言っていない。

　もしかして相馬は、巽を知っているのだろうか。

　恐おそろしい速さでぐるぐると思考がまわり、山道を行く足がおぼつかなくなっていく。

　何か大変なことを見落としているような気がする。だけどいつ見落としてしまったのか分からない。そもそも初めから何ひとつ、見えていなかったのかもしれない。

　相馬との最初の出会いは、神社の石段だ。尻しり餅もちをついた千景に差し伸べられた手。あのとき、相馬は千景を見て驚いていた。てっきり異人のような容姿に驚かれたのかと思っていたが、本当は別のことに驚いたのではないのか。

　相馬は千景を知っている──？

　千景が千景だと名乗る前から、髪かみの色と顔形で千景だと気づいてしまったのかもしれない。

　だけど千景には、鬼の知り合いというと巽しかいない。

「たっ、たっちゃん……？」

　黒い髪と黒い眸ひとみ。千景よりも少し年下。ひとたび巽と相馬が繫つながってしまうと、相馬は巽としか思えなくなった。

　供く物もつとなった千景をさらったのも相馬だし、座ざ敷しき牢ろうに千景を閉じ込めたのも相馬だ。

　男なら人でも鬼でも引き寄せてしまう体になったのに、千景は相馬以外に抱だかれていない。

『俺以外に蹂じゆう躙りんされたくなければ、俺から逃にげないことだ』

　強い眸が千景を縫ぬいとめ、男はすべて、相馬がはねつけた。

　もしかして相馬は、千景を弄もてあそんでいたのではなく、弄んでいるふりをして、ひたすらに守ってきたのだろうか。

「たっちゃん……。たぶん、いや……きっと、たっちゃんだ……」

　混乱の渦うずに巻き込まれ、途と端たんに周りの茂みがとてつもなく深いものに見えてきた。あれほど側そばにいたのに、見えていなかったことが多すぎて足が竦すくんでしまう。

　慶行寺にはいったい何があるのか。源十はどこまで知っていて千景をけしかけたのか。

　千景は震ふるえる息を吐きながら、鬱蒼と茂る緑を見つめた。

　目の前で絡からみ合う枝の数々が、自分の頭のなかのように思えてくる。すべてへし折って真っ平らにしてしまいたい。そうすればきっと光が射さし込み、見えないものが見えるようになってくるはずだ。

　とにかく慶行寺を目指そう。千景は握り拳こぶしを作ると、歩みを速めた。







　山道には慣れている。

　ひとたび心を決めてしまえば、辿たどり着くのにそう時間はかからなかった。

　風間に道を聞いていなければ、通りすぎていたかもしれない。まるで山の木々に隠かくれるようにして慶行寺はあった。固く閉とざされた山門や、山門の周りに巡らされた石いし塀べいが、訪ねる者をあきらかに拒こばんでいる。御ご陵りようには多くいた巡礼者の姿も、ここではまったく見かけない。

　千景はひとつ息を吸ったあとに頑がん丈じようそうな門もん扉ぴに拳をぶつけた。

「旅の者でございます。どうぞお開けください、お願いいたします」

　ややあって、脇わきの小さな木戸が開く。ちらりと顔の半分だけを覗のぞかせたのは若い僧そう侶りよだ。

「どなたかの書状はお持ちですか？」

「あ、いえ、持っていません。ですが──」

　言葉途と中ちゆうでぱたんと木戸を閉められてしまった。

「お引き取りくださいませ」

　愛あい想そも素そっ気もない声が木戸越ごしに放たれる。きっと風間もこんなふうに冷たくあしらわれたのだろう。「待ってくださいっ」と叫さけびながら、閉ざされてしまった木戸を叩たたく。

「私は千景と申します。源十さんにこちらを訪ねるように言われてきたのです。源十さんというのは、鬼討伐隊の相馬さまのお知り合いの方でございます」

　どうかお話を、としつこく木戸を叩いていると、再び先ほどの僧侶が顔を覗かせた。

　訝いぶかるような眼まな差ざしをじっと千景にそそいでくる。

　どきどきしながら返答を待っていると、またもや木戸を閉ざされてしまう。

「ちょおっ」と叫び、木戸に握り拳を向けたとき、「しばらくお待ちください、住職さまを呼んでまいります」と聞こえてきた。

　どうやら話が通じたらしい。木戸に向かい、「ありがとうございます」と頭を下げる。

　だがその、しばらくが長かった。いつまで経たっても木戸も山門も開かない。いい加減、待つのもくたびれてきて、二段ほどある石段に腰こしをかけて空を仰あおいでいたとき、ようように木戸が開く軋きしんだ音が聞こえてきた。

　振ふり仰ぎながら立ち上がる。

　木戸から半身を覗かせているのは高こう齢れいの僧侶だ。これが慶行寺の住職なのだろう。

　歩み寄ってから、はっとした。瞬またたきもなく住職の顔を見て、「……えっ？」と声が出る。住職のほうもまじまじと千景を捉とらえた途端、「おおっ」と声を上げる。

　見覚えのある顔──どころの話ではない。

　目を擦こすり、眉まゆ根ねを寄せて、それでもにわかには信じられず、また目を擦る。

「ど、どうして……慶行寺に、住職さまが……？」

　目の前に現れた僧侶は、千景が育った山寺の住職その人だった。

「千景か。千景だな」

　啞あ然ぜんと立ち竦むことしかできない千景をよそに、住職は相好を崩くずし、ばんばんと千景の肩かたを叩いてくる。

「千景よ、大きくなったなぁ。よくぞ訪ねてきてくれた」

　間ま違ちがいない、住職さまだ。確信すると、じんわりと涙なみだが滲にじんできた。

　ずいぶん下がってしまった目線に合わせ、背を丸める。やんちゃな千景をしょっちゅう叱しかり飛ばしていた住職は、すっかり年老いていた。だけど笑い顔は変わらない。声も雰ふん囲い気きも。

　千景はひとしきり泣いたあと、住職に誘さそわれて慶行寺の山門をくぐった。

　待たされたのも納なつ得とくだ。山門からは石段が延びていて、ずいぶんのぼった先に境けい内だいがある。

「へえ……」

　千景は頰ほおが綻ほころぶのを感じながら辺りを見まわした。

　境内ではたくさんの子どもたちが駆かけまわって遊んでいる。まるで昔暮らしていた山寺のようだ。もしかして住職は、この寺でも身寄りのない子どもたちを救済しているのかもしれない。

　微笑ほほえましく思いながら見つめているさなか、頭ず巾きんを被かぶっている子どもたちを見つけ、はっとする。

　住職はちらりと千景を見ると、含ふくみ笑いをした。

「人の子だろうが鬼の子だろうが、子どもは子どもよ。親のいない子を放ほうってはおけぬ。この世には人もいる、獣けものもいる、鬼もいる。この世が人のものだと思うのは傲ごう慢まんだ」

　まさか同じ声で同じ言葉が聞けるとは。また涙がこみ上げてきて、慌あわてて目め許もとを擦る。

　案内されたのは庫く裡りの広間だった。すかさず若い僧侶が冷えたお茶を運んでくる。

「お前が源十と知り合うとはな。あれはわしの古い知り合いでもある。縁えんとはまことに不思議なものよ」

　住職が千景を見て、目許を綻ばす。

「まったく大きくなりよって。お前は昔とまったく変わっておらんな。一目で千景と分かったわ。わしは永招寺にいた子どもらの顔は覚えていても、奉ほう公こう先まではどうにも思い出せぬ。お前が訪ねてこなければ、二度と会えないところだったわ」

「思いきってお訪ねしてよかったです。源十さんに感謝しないといけませんね」

　ここには巽も来ることがあるのですか？──喉のどから出かかった言葉を吞のみ込む。

　尋たずねてしまえば、きっと住職の答えから、巽が誰だれなのか分かってしまう。

　ほとんど確信はしていても、きちんと巽の口から聞きたい。源十も千景に明かそうとしなかったのだ。たとえ住職の口からでも、巽にとっては本意ではないだろう。

　慶行寺に辿り着いたことで、少し頭のなかがすっきりした。

　千景と相馬は、ただの点と点ではない、源十が伝えたかったのはきっとそれだ。あのまま船着き場を目指していれば、千景はせっかくの再会をふいにしてしまうところだった。

　だけどまだ分からないことが残っている。どうしても相馬の心が見えてこない。

　もしかして相馬の心にもたくさんの枝葉が茂しげっていて、木こ漏もれ陽びひとつ、通すことがないのかもしれない。

「住職さま。お会いできて嬉うれしかったです。僕は帝都に戻もどることにいたします」

　笑ってそれを告げると、住職は目を真ん丸にした。

「何をまた。たったいま着いたばかりではないか。じきに日が暮れる。今日は宿しゆく坊ぼうに泊とまっていけ」

「いえ、源十さんにお礼を言いたいんです。それから会いたい人もいるんです」

　明日ではいけない。明後日あさつてでもいけない。

　いま、相馬に会いたい。

　惚ほれられると困るのなら、もうこれ以上好きにならないように我が慢まんする。

　だけどろくに会話を交かわすことなく屋や敷しきを出てしまったのだ。もう一度しっかりと相馬の姿を目に焼きつけてから、新しい日々に歩み出したい。

「近いうちに必ずもう一度ここに来ます。ですから今日はこの辺で──」

　千景は引き止める住職に丁てい寧ねいに頭を下げ、慶行寺をあとにした。

　いまからなら、夜がふける頃ころには相馬の屋敷に辿り着く。陽があるうちにこの山を下り、野畑を抜ぬけさえすれば、なんとかなるだろう。町は日暮れても真っ暗くら闇やみにはならない。

　正直、足が棒のようになっていたが、三里の道くらい往復できないでどうする、そう自分を叱りつけ、山道に挑いどむ。

　さすがに下りとあって、下りるのは早かった。

　空はじょじょに暮れかけの茜あかね色いろに変わりつつあったが、まだ行ける。茶屋と宿屋の前を突つっ切っていると、後ろから同じように駆けてくる足音が聞こえてきた。

　足を止めて振り向くと、足音はぴたりと止やむ。

（気のせいかな……？）

　まだちらほらと巡じゆん礼れい者の姿があるので、宿屋へ急ぐ足を勘かん違ちがいしてしまったのかもしれない。首を捻ひねりつつも風ふ呂ろ敷しき包づつみを背負い直し、先へと進む。

　あとは野畑だけだ。立ち止まってふうと大きな息を吐はいていると、ふいに傍かたわらの木から男が飛び出した。

　ぎょっとしてしまい、思わず後ずさる。

　日暮れ前の田舎いなか道で出会わなければ何とも思わなかっただろう。千景とそう背せ丈たけの変わらない、若い男だ。男はにやにやと笑いながら千景を見つつ、太めの棒切れを弄もてあそんでいる。

　路銀狙ねらいのならず者かもしれない。

　咄とつ嗟さに踵きびすを返したとき、後ろにもうひとり、男がいたことに気がついた。

　こちらは皺しわまみれの年寄りだ。好こう々こう爺やふうの笑えみを頰に浮うかべていたが、眼差しは冷え切っている。年寄りは行く手を阻はばむように千景の前に立ちはだかる。

　若い男と、年寄り。

　帝都とは逆向きになってしまうが、突とつ破ぱするのなら年寄りのほうが容易たやすいだろう。

　背を低くし、年寄りめがけて駆け出したそのとき、若い男が手にした棒切れが、千景の頭めがけて振り下ろされた。







　苦しいし、動けない。短く呻うめいて身じろぎをする。

「おっ、気がついたみたいだな」

　若い男と年寄りが、左右から千景を覗き込んでいる。

　千景を襲おそったあの二人だろう。まだ視野には靄もやがかかっていてよく見えない。

　首を傾かたむけると、ざらつく板の目がこめかみに触ふれた。どうやら手足を縛しばられて床ゆかに転がされているらしい。ただの路銀狙いではなかったのだろうか。逃にげられるのなら逃げたいが、たぶん術すべはない。殴なぐりつけられた頭がひどく痛み、荒あらい息を繰くり返しながら目を瞑つぶる。

「まさかお前のようなのが好みだったとはな」

　初めて聞く声が真上から降ってきた。

　二人の他ほかにまだいるのか──。半ば絶望しながらまぶたを持ち上げる。同時に肩の付け根を引っ摑つかまれ、無理やりに起こされた。

「……い、っ……」

「生きつ粋すいの異人ではなさそうだな。男というのはつまらんが、見目はいい」

　すごい力だ。肩の骨が、ぐぎ、と悲鳴を上げる。あまりの痛さに脳天に光が突き抜け、ようやく視野が鮮せん明めいになった。

　知らない男だ。目を眇すがめたのも束つかの間、男の頭の左右から伸のびている角に釘くぎづけになった。

　片方は尖とがりを持っていて、片方は半ば辺りで折れている。粗そ雑ざつな好戦者だと暗に示しているようで、千景は初めて息をつめた。

「ふふ。怯おびえずとも殺しはしない。お前は相馬をおびき出すための餌えさだ」

「……え、さ……？」

　こんなところで相馬の名前を聞いてしまい、目を広げる。

「そうさ。ずいぶん前から相馬の弱点を探していたが、あいつは色街に行くこともしないし、女を屋敷に入れることもしない。鬼おに斬ぎりのくせにとんだ堅かた物ぶつだなと思っていたら、偶ぐう然ぜんにこいつらがお前を見つけた」

　なあ？　と鬼は傍らの二人に顎あごをしゃくる。

「お手々繫つないで蛍ほたる狩がりは楽しかったかい？」

　若い男に揶や揄ゆするように笑われ、はっとする。確か行きしなに、二人組の酔すい客きやくと擦すれ違ちがったのではなかったか。

「あ、あれは……私がこけそうになってしまったから、それで……」

　上うわ擦ずった声で言い訳するものの、鬼は聞いていなかった。むしろ、言葉を繰るたびに青ざめていく千景を見て、愉たのしんでいるのかもしれない。にんまりと笑い、千景の頰やこめかみを撫なでまわしてくる。

「相馬には仲間を数え切れないほど殺されている。小こ賢ざかしい鬼斬りめ。あいつさえいなければ、帝都も少しは住みよくなるはずだ。いまの帝都は窮きゆう屈くつすぎてかなわん」

「わ、私を脅おどしの材料にしようとしても無理ですよ。相馬さまには志があるのです。私ひとりのためにあなたたちの言いなりになるとは思えません」

「どうだろうな」

　片角の鬼は間延びした声で言いながら、千景の着物の前を割る。

　咄嗟に背を丸めたとき、胸に勾まが玉たまがないことに気がついた。鬼はそれを千景に伝えたかったらしい。浅黒い手で千景の胸の真ん中をなぞってくる。

「たいした身なりはしていないくせに、ずいぶんいい宝ほう珠じゆを持っているな。あの勾玉なら手下の者に相馬の屋敷に届けさせた。たったひとりでここへ来いとしたためた書とともにな」

　言葉を失くした千景とは裏腹に、鬼は胸をなぞる手を止めない。

「きれいなのは顔だけかと思ったが、体もそこそこうまそうだ。お前に『印』をつけたなら、さて、あの鬼斬りはどんな顔をするか」

　鬼は千景の顎を上向かすと、口を開けて迫せまってくる。

　まさか、二度も『印』をつけられてしまうのか──？

　驚きよう愕がくに両目を広げた刹せつ那な、鬼の犬歯が千景の首筋に食い込んだ。







　どこかで山やま鳩ばとが鳴いている。

　千景は片角の鬼に首筋を嚙かまれ、血が流れるのもそのままに、板いた敷じきの間の一角に投げられていた。

　もともとここは夜や盗とうたちのねぐらだったらしい。一人の悪あつ鬼きと二人の悪党しかいなかったはずが、夜がふけるとともに数が増えた。「相馬の情夫だ」と片角の鬼が言うと、誰もがおもしろがるような声を上げ、いちいち千景の体を蹴けり転がしては顔を見ていく。転がされるたびに最初に殴られた頭が鈍にぶく痛み、千景の意識を朦もう朧ろうとさせた。

「──へえ、これがあの相馬の？　旦だん那な、ちょっと味を見させてくれよ」

　性質たちの悪そうな浪ろう人にん風の男が、千景を覗のぞき込んで訊きく。

　男が旦那と呼んだのは、あの片角の鬼のようだ。「よしとけ。腰こしを振ふっている最中に相馬が来るやもしれんぞ」と片角の鬼が喉のど奥で笑うと、鬼だか人だか分からない別の男が、「おめえの尻しりに刀を突っ込んでくるかもな」と物ぶつ騒そうな軽口を叩たたく。

　悪鬼と悪党の冗じよう談だんは笑えない。彼らが傍らに刀やら鉈なたやらを置いているのも恐おそろしい。千景はせめてもの保身として手足を縮めて丸まった。

　小さくなって震ふるえているうちに、気を失ってしまったらしい。ふと頰ほおに冷たいものが触れ、目を開ける。ところどころ破れた屋根から、雨あま粒つぶが落ちてきている。

　濡ぬれてしまわないよう、屋根の破れ目から体をかわしていると、ひとつきりしかない行あん灯どんを囲み、悪鬼と悪党たちが苛いら立だたしげに言い争っているのが聞こえてきた。

「おい、お前ら。本当にこいつが相馬とともにいるところを見たんだろうな」

　片角の鬼が両目をつり上げて千景のほうを向く。

「み、見ましたよ、確かにこいつでした」

「だったらなぜ相馬は来ない。とっくに姿を見せてもいい頃だ」

「そんなことを言われましても……」

　何かを投げつける音が響ひびき、思わず息をつめる。

　千景を襲ったあの二人も、いまでは千景同様に隅すみのほうで小さくなっていた。

「待て。もしや隊を成してどこかに潜ひそんでいるのかもしれないぞ」

　鬼のひとりが破れ障子の向こうを窺うかがいながら言う。「お前と、お前。討伐隊の車が茂しげみに隠かくされていないか、見てこい」

「ちょっ、俺たちは人ですぜ？　そういうことは、夜目の利きく旦那方が──」

「いいからさっさと行け」

　鬼に凄すごまれ、二人の男が転げるようにして障子戸から外へと駆かけていく。

　相馬が現れないことで仲間割れが始まったらしい。束の間の静せい寂じやくのあと、片角の鬼が肩かたを怒いからせて千景の側そばへやってきた。

　またもや骨をへし折るほどの力で起こされてしまい、顔をしかめる。

「お前も可か哀わいそうに。相馬に見限られたか。冷れい酷こくな鬼斬りにとっては、見目が少しいいくらいの男など、どうでもいいのかもしれんな」

　嗤わらうような科白せりふとは裏腹に、鬼は顔を歪ゆがめて歯は軋ぎしりをしている。苛立ちを無理に抑おさえているらしいことはあきらかで、「相馬め……！」と低く罵ののしったかと思うと、次の瞬しゆん間かんには千景の体を床に叩きつけていた。

「おい、死んでしまうぞ。やめておけ。生かしておくほうが得策だ」

「相馬をおびき寄せられぬなら意味はないわ」

　吐き捨てた鬼に脇わき腹ばらを蹴られてしまい、うずくまる。どこもかしこも痛くて体に力が入らない。猿さるぐつわをされていなくても、もはや声など出そうになかった。

　相馬はきっと来る。巽だったとしても来る。それが分かるから怖こわい。

　こんな乱暴な鬼たちを相手に、たったひとりで敵かなうだろうか。もし鬼たちが千景の喉のど元もとに刃は物ものを突つきつければ、相馬は刀を手放すような気がする。命を滾たぎらせて生きてきた相馬の邪じや魔まをしてしまったようで悔くやしい。

　こらえきれず嗚お咽えつを洩もらしていると、間近なところできつねの鳴き声がした。

　鬼たちは何やら言い争っていて、聞こえていないらしい。千景は床から顔だけを持ち上げて耳を傾けた。

　確かにきつねの声だ。だがきつねを真似まねた人の声のようにも聞こえる。

　そもそもこんな雨降りの夜ふけに、人の気配があるあばら屋に獣けものが寄ってくるだろうか。

「うるさい獣だな」

　ようやく鬼のひとりが気がついた。刀を引っ摑むと、足取りも荒あら々あらしく外へ出ていく。

　がさがさと叢くさむらに分け入る音が聞こえてきたものの、しばらく経たっても鬼は戻もどってこない。それに気がついたのは千景だけのようだった。

　途と端たんに目が冴さえた。体に力が入らないなどと言っている場合ではない。いつ何が始まっても足手まといにならないように気持ちを整えていると、今度は山犬の声がした。

　やはり人が真似た山犬の声こわ色いろのように思える。

「うん？　なんだ、獣か。……おい、誰だれか食いものを散らかしたんじゃねえだろうな」

　ぶつくさと唱えながら、また鬼がひとり、あばら屋を出ていく。

　車を見てこいと言われて出ていった二人も帰ってこない。きつねの声を聞いて出ていった鬼も、山犬の声を聞いて出ていった鬼も。

　夜盗の巣そう窟くつから、悪鬼と悪党の数が減った。降りしきる雨の音だけが聞こえてくる。

　いよいよかもしれない。唾つばを飲んだ瞬間、障子戸が蹴け破やぶられた。

「おお、やっと来たな、相馬」

　片角の鬼おにが嬉き々きとした声を上げ、千景の肩かた口ぐちを摑つかんで引っ立てる。

　暗い夜を背にし、討伐隊の制服を着た相馬が刀を構えている。目ま深ぶかに被かぶった制せい帽ぼうのせいで表情までは見えない。

　遠目だからだろうか。なぜだろう、相馬の立ち姿にあまり威い圧あつ感かんがない。

「待ちくたびれたぞ、相馬。お前の情夫はここだ。見ろ、俺が『印』をつけてやった。こいつの命が惜おしければ、刀を捨てろ」

　言いながら、片角の鬼が千景の喉元に刃やいばをあてがう。思わず息を吞のんだとき、相馬が叢のほうへ駆け出した。

　三拍ぱくほど置いたのち、いたるところから失笑が湧わき起こる。

「おい、見たか。逃にげたぞ」

「俺たちを見て怖おじ気けづいたらしい。追え。相馬は単身だ」

　あばら屋にいた鬼たちが次々に飛び出し、相馬を追いかけていく。

　そのさまを見て、片角の鬼は喉を仰のけ反らして笑う。すでに仕留めた気分らしい。刃が千景の喉元から下ろされた。

「隊を成していないと何もできないとはな。あれほど無様な男とは思わなかったわ。お前も情けない男に惚ほれたもんだ。今夜は俺があいつのかわりに──」

　ぱらっ、と塵ちりのようなものが落ちてくる。

　思わず見上げようとしたその刹那、どんっ、と床ゆかが揺ゆれ、真後ろに何かが降り立った。

「誰が無様だと？」

　聞き覚えのある低い声こわ音ねがうなじをなぞる。

　瞠みはった眸ひとみで振り返ろうとしたそのとき、真横にいた片角の鬼がくぐもった呻うめきを放った。

　わななく鬼の手が刀を取り落とし、よろけながら倒たおれていく。その首の根にまっすぐ刀が突き立っているのが見え、千景は息を吞んだ。噴ふき上がる血が、辺りを真っ赤に染めていく。

「見るな」

　ぐっと抱だき寄せられ、厚い胸むな板いたに顔を押しつけられた。

　相馬の匂においがする。それだけで安あん堵どしてしまい、へなへなと崩くずれ落ちそうになった。

　相馬は千景を胸に押しつけたままの格好で、鬼の首から刀を抜ぬき取ったらしい。刀から滴したたる血を振るい落とすと、今度は床板に踵かかとをぶつけ、ぶち破る。

「ここに隠れておけ。お前に鬼を斬きる姿は見せたくない」

　言うが早いか、片かた腕うでに抱かかえられて床下に入れられてしまう。

「目を閉じて耳も塞ふさいで、十数えてろ。源さんにいつまでも俺の真似をさせるわけにはいかん。必ず戻る」

「ぅっ……」

　足手まといにならないようにと決めたはずなのに、相馬を前にしてしまうとだめだった。

　きっと来ると分かっていても、心のどこかでは不安だったのかもしれない。嫌いやだ、ひとりきりにしないでほしい。涙なみだの滲にじむ眸で相馬を見上げ、手を伸のばす。

　相馬はしゃがんだものの、千景の手を取ることはしなかった。そのかわり、千景の髪かみをぐしゃぐしゃにかきまぜてくる。

「泣くな。お前はいつだって俺よりも強かったはずだ」

　相馬が微笑ほほえむ。言葉の面おもてには巽がいた。

　ああ、たっちゃん……。

　ようやく覗かせてくれた巽の顔が、波立っていた心を静めてくれた。

　この場で千景にできることは何もない。未練がましく伸ばしていた腕うでを戻し、今度は耳を塞ぐために、手のひらを顔の横へ持っていく。

　大だい丈じよう夫ぶ、待っていられる。床上の相馬に頷うなずくと、相馬もまた頷き返す。

　立ち上がった相馬は、もう千景に目を落とすことはしなかった。

　刀の柄つかを握にぎり直し、千景からは見えない夜の闇やみをまっすぐに見み据すえている。着流し姿だったが、屋や敷しきにいるときとは雰ふん囲い気きがまるで違ちがう。怒る獣が毛を逆立てるように相馬の表情から相馬が消え、非情な鬼おに斬ぎりの顔へと変わっていく。

　この顔で十五の頃ころから生きてきたのだろう。

　見せたくないのなら見ない。千景は目を瞑つぶり、耳を塞ぎ、床下にうずくまった。駆け出す相馬の強い足が、振しん動どうとなって伝わってくる。

　一、二、とゆっくり胸のなかで数えながら、外が静まるのを待つ。四、五、のときは、断だん末まつ魔まの叫さけびがかけらも聞こえないように手のひらを強く耳に押しつけた。相馬に約束を破らせたくなくて、六、七、のあとに、もう一度、六まで戻る。

　頰ほおに触れる大きな手のひらを感じたのは、ちょうど八まで数えたときだった。

　はっと目を開け、恐おそる恐る耳から手を外す。

　床上から相馬が腕を伸ばしていた。悪あつ鬼きをすべて倒したということは、滾りの消えたその表情から見てとれる。

「千景」

　初めて名前を呼ばれ、胸がつまった。

　両腕を伸ばし、相馬の首に巻きつける。相馬はまったく揺らめくことなく床下から千景を掬すくい上げた。また胸いっぱい、相馬の匂いに包まれる。

　そのとき、源十があばら屋に駆け込んできた。

　体格はいいのになぜだろう、討伐隊の制服がまったく似合っていない。

「ああ、よかった、あんたが無事で。すまなかったな、俺が慶行寺へ行けって言ったせいでこんなことになっちまって。どうしましょう、若。とりあえず寺のほうへ──」

「悪いな、源さん。少しの間だけ、後ろを向いていてくれないか」

「はあ？」

　訝いぶかしげな声を出しつつも、源十は素す直なおに背を向ける。

　もしかして相馬も千景を感じていたかったのかもしれない。腕のなかに閉じ込めるように千景を抱だき上げると、額と額を触れさせてくる。

　言葉はなかった。だけど千景を抱きしめる腕の力は、苦しくなるほどに強い。

　また目め許もとが熱くなり、涙がこみ上げてきた。いったいいつから巽よりもべそっかきになってしまったのだろう。人は恋こい病を知ると、泣き虫になってしまうのかもしれない。







　もう相馬がいるから大丈夫だ。──安堵が千景の意識を途と切ぎれがちにさせた。

　よく覚えていないが、相馬に背負われて夜の山道を行き、慶行寺へ運ばれたのだと思う。

　相馬と僧そう侶りよたちに手当てをされている途中に気を失ってしまい、それからあとのことは分からない。

　重く苦しい夢のなかをさまよいながらも、どこかで相馬の気配は感じていた。

　たぶん側そばにいてくれている。だから怖こわくなかったのかもしれない。体が求めるまま、ひたすらに眠ねむっていたような気がする。

　目覚めると、見知らぬ部屋の夜具の上だった。

　行あん灯どんが障子戸に丸いあかりを映している。ずいぶん眠ったはずなのに、まだ夜は明けていないらしい。ぼうと行灯を見つめたあとに寝ね返がえりを打つ。

　行灯がない側には相馬がいた。

「大丈夫か？」

　すぐさま覗のぞき込んできた眸をじっと見つめる。

　寝ね惚ぼけていたのかもしれない。夢でもいい、いますぐ捕つかまえておかないと──ぐっとこみ上げてきた焦しよう燥そうのままに手を伸ばす。届きそうで届かない、眉まゆを歪ゆがめたとき、相馬のほうから手を握られた。

　蛍ほたる狩がりの夜と同じ、頼たよりがいのある大きな手だ。力強くて温かい。

　安心して微笑むと、少し意識が鮮せん明めいになってきた。だけど繫つないだ手は離はなさない。目を合わせたまま握り返すと、相馬の眦まなじりが綻ほころんだ。

「少しは楽になったか。丸一日眠っていたぞ」

「あ……」

　もうあの夜は終わり、いまは新しい夜のなからしい。

「ずっと側にいてくれたんですか？」

「悪いか」

「そういう言い方をしなくても……」

　つい顔をしかめてしまったのを解ほぐし、「ありがとうございます」と微笑む。

　相馬は目を逸そらしたものの、千景の手を離すことはしない。口許にはかろうじて笑えみらしきものが浮うかんでいる。もしかして照れているだけなのだろうか。確かめるために握り返すと、相馬はついに破顔した。

「人ひと質じちにされたくせに、目覚めた途と端たんに機き嫌げんよさげにされるとは思ってもいなかった。男のくせに鬼に二度も嚙かみつかれるのはお前くらいなもんだろうよ」

　そうだった。はっとして首に手をやると、乾かわきかけの傷があった。痛みはするものの、おかしな火ほ照てりは連れていない。それともこれから疼うずき出すのだろうか。

「僕はまた鬼おに憑つきになったのですか？」

「いや。お前はすでに俺の体液を何度も取り込んでいる。二度も『印』はつかん」

　だったらこれはただの嚙み傷だ。ほっとして息を吐はいていると、

「そうだ、これを──」

　と言いながら、相馬が懐ふところを探さぐる。

　差し出されたのは勾まが玉たまだった。思わず飛び起きてしまい、「いっ」と顔を歪める。

　きっと首からぶら下げていたのを引きちぎられてしまったのだろう。紐ひもは新しいものになっていたが、翡ひ翠すいは変わらない。芽め吹ぶきの季節をそのまま閉じ込めたような優やさしい緑。これは千景のものだ。

「よかった……」

　握りしめたあと、首にぶら下げる。いつもの場所に戻もどった勾玉を弄いじりながら、ふと考えた。

　相馬は巽で違いない。確信しているけれど、まだ言葉では確かめていない。

　訊きいてもいいだろうか。唇くちびるを開いたり結んだりしながら、できるだけ気負いのないふりを意識して、相馬に眼まな差ざしをやる。

「同じ勾玉……もう持ってないの？」

　あえて巽に言うような言葉づかいで言ってみると、相馬がわずかに目を瞠みはった。

　しじまに気づまりな沈ちん黙もくが横たわる。どうやら何も訊かないほうがよかったらしい。たまらずうつむいたとき、「持っている」と聞こえてきた。

　はっと顔を上げて相馬を見る。

　相馬は着物の胸を探ると、千景とまったく同じ色形の勾玉を取り出した。

　きっと千景と再会するまでは、いつも首からぶら下げていたのだろう。くたびれた紐がそれを教えていた。

「俺はもう千景が知っている巽じゃない。お前が気づかないなら、言うつもりはなかった」

　わずかに変わった口調。つっと逸らされた眸ひとみは、怒おこっているようにも見えるし、ふて腐くされているようにも見える。

　胸がつまり、唇がわなないた。巽が大人になったなら、きっとこんな感じだ。

「たっちゃん……」

　かすれた声で名前を呼び、あぐらをかいている巽のもとへ這はい進む。

「ごめん。僕、全然気づかなかった……」

「謝るな。隠かくしていたのは俺だ」

「いや、だけど……」

　気づかないことでたくさん傷つけてきたと思う。二十三になるまでどんなふうに生きてきたのだろうと思うと、なおさらだ。鬼おに斬ぎりになってから討伐隊を結成するまでのことなら聞いたが、山寺を出てから鬼斬りになるまでのことは聞いていない。母親と手を繫いで山を下りていく幼い巽の姿を思い出し、胸が苦しくなった。

「お母さんは……？」

　震ふるえる声でそれを訊く。

　もしかして訊かれることを想定していたのかもしれない。巽は逡しゆん巡じゆんすることなく、「もういない」と答える。

　短すぎる答えに、巽が背負っている過去を垣かい間ま見みたような気がした。

　とても重ねて尋たずねることはできず、「そう……」と頷うなずく。頷いているうちに涙なみだがぼたぼたと溢あふれ、隠せなくなった。

「ごめん……」

　訊いてしまってごめん。泣いてしまってごめん。何も知らなくてごめん。たくさんの意味を込めて言い、両手で顔を覆おおう。

「いいんだ。八年、いや九年も昔の話だ」

　巽は穏おだやかな声こわ音ねで言うと、おもむろに千景の髪かみに触ふれてきた。

　なだめるように繰くり返し、千景の髪を撫なでてくる。

「母は千景に感謝していたぞ。千景とつるんで遊んでいたから、俺は多少なりとも逞たくましくなれたんだ。蟒蛇うわばみで慄おののく鬼おにの子など、山深い鬼里では生きてはいけん。鬼里で暮らすようになってからも、母はよく千景のことを口にしていた」

　巽の母親の心のなかに自分が存在していたなど、想像したこともなかった。ますます涙を止めることができなくなり、肩かたが小刻みに震えていく。

　次し第だいに巽の手つきは乱暴になっていった。髪を優しく撫でていたはずが、ぐしゃぐしゃとかきまぜてくる。終しまいには千景の頭が揺ゆらめいてしまうほど、揉もみくちゃにされた。

「──鳥の巣のようになったぞ」

　たぶん泣きやませたくてやったのだろう。言葉どおりの髪の様子を想像し、ついくすっと笑ってしまう。その顔のまま両手を外すと、巽がほっとしたように息をついた。

「もういいんだ」

　あらためて言われたので、千景も迷った末に頷く。

　不思議な再会だ。巽のなかに相馬がいるし、相馬のなかに巽がいる。好きに体を弄もてあそばれてしまったと、憎にくんだまま離れなくて本当によかった。まったく別だと思っていた二人の男がひとつに重なり、のぼせたように頰ほおが上気していく。

「どうしよう……なんて呼んだらいいのかな」

　涙を拭ぬぐいながらひとりごちると、巽が笑う。

「巽でいい。千景に相馬さまと呼ばれるのはどうにも居い心地ごこちが悪すぎる」

　そうだったんだ。ちらりと巽を見上げ、「たっちゃん」と呼んでみる。

　巽は千景の髪を直している手をふと止めると、「千景」と言った。

　昔と同じ呼び方だ。元に戻っただけなのに、微笑ほほえみを交かわしていると、なんだか気き恥はずかしくなってきた。赤く染まった頰を隠したくて、ついうつむいてしまう。

　だけどこんなときに着物地に目をさまよわすのはもったいない。顔を上げると、巽は眩まぶしそうに眇すがめた眸で千景を見ていた。

「千景は千景のままだな。強くて勇ましい。俺はいつも千景には敵かなわない」

「泣いたあとでそんなふうに言われても……」

　まだ乾ききっていない頰に手をやり、苦く笑しようする。

　もう力では巽に敵わない。腕うでは容易たやすく千景を抱かかえられるほどだし、千景が怒って拳こぶしをぶつけたときも、この胸むな板いたはびくともしなかった。巽は誰だれよりも逞しい鬼になっている。

「たっちゃんのほうが強いと思うよ。僕は空回りしてばかりだから」

「いや、千景は何があっても信念を曲げないし、力のあるものになびくこともしない。惚ほれ惚れするほど強いと思うがな」

「そ、そうかな……」

　手放しに褒ほめるような言葉にどぎまぎしていると、ふいにうなじを引き寄せられた。

　ぐっと距きよ離りが縮まり、強い眸に射い貫ぬかれる。

「千景は俺の灯ともしびだ。この胸にはずっと千景がいた。千景が淫みだらな鬼憑きになるなど、俺には許せん。どんなに嫌きらわれようが、『印』は俺が消す。だけど『印』を消すことができたなら、二度と触れられないほど遠くへやる。最初から決めていたんだ」

　何を言おうとしているのだろう。「たっちゃん……？」と瞬またたきながら訊くものの、巽は言葉を繰るのをやめない。

「千景に俺は似合わない。千景は俺から遠く離はなれた地で生きていくほうがいい。だけどお前がさらわれてみてよく分かった。遠くへやるなど無理だ。俺は千景を放したくない。お前はどうする？」

　揺るぎのない眸で真っ向から見つめられ、戸と惑まどった。

　島の神職になるか、ならないか。そんなことを訊いているのではないのだろう。だけど千景は、巽と知る前の相馬には振ふられている。

「どうするって訊かれても……僕にはもう惑ってないって、あのとき……」

　混乱のまま言葉を手た繰ぐっていると、巽の目め許もとが歪ゆがんだ。

　こういう目許なら前にも見たことがある。座ざ敷しき牢ろうで組み敷しかれたとき、もう鬼憑きのままでいいと、怒いかりに任せて言い放ったときだ。

　あの日の巽も、苦く渋じゆうを刻んだような目許で千景を見ていた。

「最初から惑ってなどいない。そこらの男と一いつ緒しよにするな。あれはお前を遠ざけるための言い訳だ」

「あ……」

　いつまでも縁えん廊ろう下かでうつむいて、涙をこぼしていた自分の姿が蘇よみがえる。

　惚れられても困る──そんな言葉で千景の想おもいをねじ伏ふせた巽のほうこそ、心を散り散りにしていたのかもしれない。

　また涙が滲にじんできた。

　強くて勇ましい。巽にそう言われたばかりなのに、いくら何でも今日は泣きすぎだ。ぐりぐりと手首の裏で目許を擦こすってから、巽を見る。

　初めて想いを告げたときはまだ時機ではないと思っていた。

　今夜、機が満ちた。とっくの前に千景の心は、目の前の男に奪うばわれている。

「僕も離れたくない。好きなんだ。大人になったたっちゃんが好き。たっちゃんだから言ってるんじゃない。相馬さまがたっちゃんじゃなくても、僕は今夜、同じことを言うよ」

　見開かれた双そう眸ぼうが、瞬きもなく千景を見つめている。

　巽は何か言いたげに唇くちびるを開き、だけどすぐに声にすることはせず、めいっぱいに笑えみを広げてから、千景を抱だきしめてきた。

「ちょっ……痛いってば、放してよ」

「放すもんか。もう二度と放さない」

　そのまま二人で、もつれるようにして夜具の上に転がった。すぐさま体ごと巽の唇が覆い被かぶさってきて、どんな言葉も紡つむげないようにされてしまう。

　唇と唇、舌と舌を合わせるのがこんなにも気持ちいいとは知らなかった。

　たったいま繫つながったばかりの気持ちを貪むさぼるように巽の舌が動き、千景もこの気持ちをもっと味わいたくて、巽の首に両りよう腕うでを巻きつける。

　ふふふと笑いながら唇を交わしているうちに、息が湿しめっぽくなってきた。

　体の奥が少しおかしい。鬼おに憑つきの淫いんの気が騒さわぐときと似ている。

「たっちゃん、二度目の『印』がつかないって本当？」

「理り屈くつを考えてみろ。つくわけがないだろうが」

　だったら巽とじゃれ合っているせいだ。

（どうしよう……）

　気づかれたくなくて、ほんの少し体をずらす。だけど巽は構わず千景に唇を寄せてくる。

　耳じ朶だをやんわりと食はまれ、思わず「ん、あっ」と声が出た。咄とつ嗟さに嚙かみ殺したものの、巽にはどんなふうに聞こえただろう。そんなことを思うともうだめだった。表情が強こわ張ばり、じゃれ合っているはずがうまく笑えなくなっていく。

「千景」

　真上から名前を呼ばれても、巽の顔が見られない。息が苦しくなるほど、鼓こ動どうが乱れている。

　体の昂たかぶりをどうしていいのか分からず、すっかり赤く染まった顔で目を瞑つぶっていると、上唇と下唇を順についばまれた。

「千景」と、また名を呼ばれる。その吐と息いきが下した顎あごに触れる。

　恐おそる恐る目を開けると、巽のほうも熱に浮うかされたような表情をしていた。

「困ったな。休ませてやりたいのは山々なんだが、今夜はどうにも手放せそうにない」

　微び苦く笑しようを滲ませた唇が、千景の目め尻じりに押し当てられる。

　もしかして巽も同じように途と方ほうに暮れていたのかもしれない。それとも助け船を出されたのだろうか。せっかくの機会をふいにしたくなくて、「ぼ、僕も……」と上擦る声で応こたえる。

　どちらからともなく口づけたあとは、もう火ほ照てり始めの体を隠かくすようなことはしなかった。

「手加減できるよう、心を配る」

「ん……」

　巽が千景の着物を脱ぬがす間、千景も巽の着物を脱がす。引き締しまった巽の体も、色白の千景の体も、行あん灯どんのあかりが溶とけ合うような蜜みつ色に染めた。

「きれいだな。俺は千景の体も好きだ」

　熱い息を絡からませながら、巽の唇が胸を滑すべっていく。

　何度も肌はだを重ねていても、心が繫がった今夜は特別だ。うっとりと目を瞑ってされるがままになっていると、まだやわい胸の花芽に吸いつかれた。

「っあ」

　掬すくうように掬うようにと何度も舐ねぶられ、花芽がぎゅうと縮こまる。

　つくんと立つようになっても、巽は愛あい撫ぶをやめない。甘あま嚙がみされたり、乳にゆう暈うんを捏こねられたりしているうちに、じっとりと下か肢しの肉が重くなっていく。

「どうした。鬼憑きでもないのにこんなにして」

　目め敏ざとく気づいた巽が体を起こし、千景の体の真ん中にそそり立つものを握にぎる。

　望んで肌をさらしたものの、あからさまに揶や揄ゆされてしまうと、やはり恥はずかしい。たまらず交差させた腕で顔を覆おおった。

　巽がやんわりと手指を絡めるだけでも湿った音を立てているので、すでに濡ぬれそぼっているのだろう。羞しゆう恥ちに赤らんだ顔は隠せても、体の幹は隠せない。もじもじと太ふと腿ももを擦り合わせていると、濡れた肉の根の先せん端たんに巽の吐息が触ふれた。

「男を欲しがる体でなくなったのに、こんなふうにされると嬉うれしくなる──」

　もしかして微笑んだのだろうか。交差させた腕の下で瞬いていると、しっとりと熱いもので屹きつ立りつを包まれ、「ひゃあっ」とあられもない声が出た。

　腕を外して下方を見ると、巽が口こう腔こう深く千景の漲みなぎりを咥くわえている。

「だ、だめだよ、そんな」

「どうして。初めてじゃないだろ」

　そうだけど……と口のなかでもごもご言っているうちに、再び巽が平ひれ伏ふす。

「待あっ」

　懇こん願がん半ばで肉の根を舌で包まれ、しなった背が夜具から浮いた。

　座敷牢に連れていかれたときと同じにされては困る。あのときの千景は『印』に乱され、おかしかったのだ。鬼憑きでなくなったいま、巽の唇で扱しごかれているのだと思うと、恥ずかしくてとても耐たえられない。

「も、だめだって……お願い」

「こんなにしているくせに何がだめなんだ」

　巽は言いながら括くびれに吸いつき、ときに千景を見上げることもする。

「う……」

　巽の顔の近くに、溶け落ちそうなほどに色づいた雄お蕊しべが見える。巽の唾つばなのか、千景がこぼした露つゆなのか。どこもかしこもぬめりをまとわせていて、目を覆いたくなるほどふしだらだ。

　それなのに巽は「可愛かわいらしいな」と笑い、なおも凝こごらせるように舌を這はわせていく。

「ああっ、あっ」

　手て筒づつとは比べものにならない、濃のう厚こうな快楽に貫つらぬかれ、閉じかけの太腿がわなないた。

　だめ、と声を上げつつも、体はもう拒こばんでいない。鬼憑きの頃ころのように、もっと、と心のなかでせがんでしまう。口に含ふくまれたまま陰いん囊のうをさすられると耐えられず、せり上がった欲よく望ぼうが巽の口腔に[image: ]ほとばしる。

　放出の心地ここち好よさにうっとりとまぶたを重くしたのは一いつ瞬しゆんだった。

　上体を起こした巽がわざわざ千景を覗のぞき込み、「うまかった」と唇の端はしを持ち上げる。受け止めさせただけでなく飲ませてしまったことを知り、カッと頰ほおが熱くなった。

「ご、ごめ……」

　言いながら千景も起き上がろうとしたとき、くるりと体を返された。

「早くこっちも味わいたい」

　巽は千景の尻しり肉を左右に割ると、今度はその狭はざ間まに舌を滑らせてくる。

　後こう孔こうの襞ひだに舌が触れ、びくっと腰こしが跳はね上がった。きゅっと窄すぼまったときも、ほろりと綻ほころんだときも、巽は変わらず丁てい寧ねいに舌を這わせてくる。まぐわうための支し度たくをしているのだと思うと、放ったばかりの下肢の肉がじんわりと熱くなっていく。

　だけどどうしても羞恥を押しやることができない。口づける場所ではないと知っているせいだろう。あれほど我を忘れて快楽に浸ひたられた、鬼憑きの頃の自分が信じられない。

　ひとたび恥ずかしさを覚えると、たったひとつしかない行灯のあかりも、真昼の陽ひ射ざしのように思えてきた。巽が舌を使うたび、鼻にかかった声を出しつつも、逃にげを打つこともしてしまう。

「嫌いやなのか？」

　尋たずねる声が背中に触れる。少し困っているような声こわ音ねだ。

「……い、嫌じゃない……」

　それは本当だ。巽と心が繫がった今夜に体も同じように繫げたい。

　だけどどうしていいのか分からない。千景のほうも望んで一糸まとわぬ姿になったのに、ばくばくと乱れ打つ鼓動と、妙みようにくっきりとした理性が邪じや魔まをする。

　好きなんだ──ほんの少し前に告げた想おもいを疑われたらどうしよう。

　縮こまって嗚お咽えつを嚙み殺していると、ふいに体を引き起こされた。

　急に変わった体勢にくらりと目がまわる。「わっ……」と小さく声を上げ、気がついたときには背中に巽の胸が触れていた。

「恥ずかしいのか？」

　巽が千景を覗き込んで訊きく。

　鼻白んでいる様子はない。むしろかすかな笑えみすら目め許もとにたたえている。

　言葉にして告げた想いを疑っているわけではなさそうだ。ほっと息を吐はきつつも、間近なところから覗き込まれたせいで、また頰が熱を持つ。

　赤い顔でひとつ頷うなずき、それだけじゃ伝わらないかもしれないと、三度続けて頷いた。

「鬼憑きのときはあんなに乱れていたのにな」

　巽はついに声を立てて笑い、千景の頭を引き寄せる。

「だってもう鬼憑きじゃない……」

　笑われてしまったのは複雑だが、なだめるように横髪がみを撫なでてくる手には救われた。これではどちらが年上なのか分からない。

　だけど契ちぎりたいんだ……。

　それを伝えたくて、巽の胸にこめかみを預けたままでいると、巽が信じられないことを言った。

「俺が『印』をつけてやろうか？」

「えっ、つくの？」

　二度目の『印』はつかないと、着物を脱ぐ前に聞いた。

　まじまじと巽を見ると、巽は意味深げに笑い、千景の首筋に顔を埋うずめてくる。

「もうただの幼なじみじゃない。千景は俺の伴はん侶りよだ。男は俺しか寄せつけず、俺の前だけで淫みだらになる『印』をつけてやる」

「……ぁっ」

　血など一いつ滴てきも出ない、くすぐったくなるような甘あま嚙がみだ。

　巽は優やさしく嚙みながら、後ろからまわり込ませた手で千景の乳暈をまさぐってくる。淫いんの気を引き出すように執しつ拗ように捏ねられ、芯しんを失っていた花芽は見る間に凝っていった。

　下肢に繰くり返し響ひびく、甘い疼とう痛つう。巽は嚙むのをやめても唇くちびるを離はなさない。かろうじてついただけだろう歯形を丁寧に舐なめ、次し第だいにそれは千景の首筋に赤い花びらを散らす接せつ吻ぷんになっていく。

「ついた、かな……『印』……」

　首を捻ねじ曲げて巽を見ると、巽が笑いながら千景に口づけてくる。

「ついたぞ。生しよう涯がい消えない『印』だ」

　そんな『印』が本当にあったら嬉しい。自然と頰が綻び、緊きん張ちようが解けていく。

　唇と唇を重ねる間も、巽は花芽への愛撫をやめない。いつしか千景の吐と息いきは鼻にかかったものに変わり、緩ゆるく開いた足の間では、雄おすの根が鎌かま首くびをもたげていた。

「見ろ。『印』がうまくついた証あかしだ」

　手で隠そうと思えば隠せたが、あまりにも嬉き々きとした声がこめかみに触ふれたので、そのままにする。ちらりと見上げると、巽は声音どおりの笑みを浮うかべていて、千景の頰に鼻び梁りようを擦こすりつけてきた。

「俺は乱れる千景も好きだが、恥ずかしがってどうしようもない千景も好きだ」

「そ、そう……？」

　嬉しい。こういうとき、どんな言葉を返せばいいのだろう。

　考えるまもなく肉の根を手のひらで包まれ、甘く粟あわ肌はだが立つ。羞恥はいつの間にか行あん灯どんのほの暗いあかりに溶とけ込んでいて、巽ともっと深く触れ合いたい欲ばかりが高まっていく。

「もっと足を開け」

　抗あらがうことなく足を寛くつろげると、巽がじょじょに扱く手を速めてくれた。

　蜜みつ色の露が冠かんむりの切れ込みに滲にじみ、ぷくりと膨ふくらんでは滴したたっていく。昂たかぶりつつある自分の体を目まの当たりにし、思わず唾を飲む。同じものを見ていた巽が「きれいだな」と囁ささやき、千景の耳じ朶だを狂おしげに食はんだ。

「はあ……あ……」

　熱を帯びた囁きと、高みへ連れていこうとする手。両方に優しく攻せめられ、上向いた唇が喘あえぎを刻む。

　鬼おに憑つきの匂においはついぞ知ることはなかったが、夜に咲く濃厚な花の香かおりがどこからか漂ただよってきそうだ。細切れに喘ぎを洩もらすたびに新しい蜜がこぼれてきて、そそり立つ陰いん茎けいをまるで濡れそぼつ雌め蕊しべのように見せている。

　巽は雫しずくをまとわせた手で陰囊を一撫ですると、その下方にある後孔に指を忍しのばせてきた。

「ああっ」

　短く啼ないて仰のけ反る。

　巽はもう一方の手で千景の片足を抱かかえると、「こうしておけ」と千景に言う。

「ん……」

　早く巽に解ほぐしてほしくて、言われるまま自らの手で片足を抱える。

　もし誰だれかが障子を開けたなら、反り返った肉の根も、巽の指を吞のみ込んだ秘部も丸見えだ。

　その羞しゆう恥ちすら千景を発情させ、恍こう惚こつとさせた。浅く深く突つく指は、ときにぐるりとまわり、目の奥に光のかけらをちりばめさせる。

「ああ、もう……早く」

　息を整えるのも難しい。湿しめった息を絡からませながらせがむと、向き合う形に抱だき直された。

　あぐらをかいた巽の足の間には、張りつめた怒ど張ちようがある。途と端たんに鬼憑きの頃に覚えた快楽が蘇よみがえり、まだ吞み込んでもいないのに後孔がぎゅうと収しゆう斂れんする。

　待ち切れない。喉のどを反らして「うう……」と啼く。

　巽は千景の腰を支えて浮かせると、そそり立つ楔くさびにゆっくりと沈しずめてきた。

「はっ……う、あっ、あ……」

　媚び肉にくに猛たけ々だけしいものが突き立ち、割り拡ひろげながら体の奥深くへと侵しん入にゆうしていく。

「ああ、すごいな。熱い」

　巽が呻うめく。千景も楔の熱さを直じかに感じ、「あああっ」と一ひと際きわ大きな声を洩らしてしまう。

　隙すき間まなく隘あい路ろを埋められると、それだけで達してしまいそうだ。巽の下腹には痛いほどに凝った千景の果芯が冠を擦りつけている。

「動いてみろ。俺が突いたら壊こわしてしまいそうだ」

「ん……無理、動けな……」

「どうして。早くとせがんだのはお前だろう」

　とん、と軽く下から突き上げられ、体が揺ゆれた。

「あっ」

　くらっと目がまわった瞬しゆん間かん、また突き上げられてしまう。

　たった二突きでも刺し激げきは濃のう厚こうだ。波が引いてしまうのが惜おしくて、ほんの少しだけ腰こしをうごめかす。尿によう意いをこらえるようなおかしな動きだというのに、巽にはよかったらしい。不規則に乱れた吐息がこめかみに触ふれ、たまらなくなった。

　二人きりの密ひそやかな睦むつみ事はどこまでも甘い。

　熱を帯びた眸ひとみで見つめ合い、貪むさぼるように舌を吸い合った。上でも下でも巽と繫つながっている。

　腰を振ふり立てるようないやらしいことはできなくても、快感は噴ふきこぼれそうなほどじょじょに大きなものへと変わっていく。

「千景──」

　まどろっこしい動きに焦じれたのか、巽がついに千景の尻しりたぶを摑つかんで下から律動を送り込む。

「っう、あ、んっ」　>>>♥

　繰り返し媚肉を擦られ、頭のなかが真っ白になった。

　巽はしっかりと千景を抱いている。揺らぐことのない逞たくましい腕うでだ。激情を伝えるように首筋やこめかみに押し当てられる唇。同じ想おもいを伝えるために、千景も巽に唇を押し当てる。

「ああ、だめ……もう、出る」

　眉まゆ根ねを寄せて仰け反ると、体の間でそそり立つものを握にぎられた。

　大きなこの手のひらも好きだ。包まれた瞬間、果芯は弾はじけて蜜液を[image: ]ほとばしらせる。それでもまだ鎮しずまらない。突き上げてくる巽の剛ごう直ちよくが、千景を次の高みへと向かわせる。

「……っ」

　巽が眉み間けんを歪ゆがませ、千景を夜具に押し倒たおしてきた。

　我が慢まんしきれない。表情がそう言っている。

　膝ひざを押し上げられ、いっそう深く穿うがたれる。去りきっていない絶頂の痺しびれが、千景の肌はだをわななかせた。夜具を後ろ手に摑み、根元まで巽を吞み込む。一気に昇のぼりつめた快楽が千景の腹を濡ぬらす頃ころ、契りの証が最奥に放たれた。

「ぁう、ふ……う」

　白く霞かすんでしまった視野が、なかなか元に戻もどらない。

　まだ離れたくなくて巽の首根に両腕を巻きつける。

　首筋がじんじんと熱いので、もしかしたら本当に生涯消えない『印』をつけられてしまったのかもしれない。だったら巽にもつけてしまいたい。

　巽が業ごうを背負っているのなら、同じものを千景も背負う。

　だから神さま、どうかこの人を連れていかないでほしい。

　千景はくしゃくしゃに歪めた顔で巽の首筋に歯を立てた。たぶん嚙みつきの意味が分かったのだろう。巽は千景の頭をかき抱き、いつまでも離さなかった。







　梅雨つゆの晴れ間の空を見上げ、千景は首筋に滲にじんだ汗あせを手ぬぐいで拭ぬぐった。

　巽が長い遠えん征せいに出てしまったので、千景は源十とともに慶行寺に来ている。

　段々畑を作る手伝いをしているのだ。まだ竹も生えているし、草も茂しげっている。ひたすら開かい墾こん用の鍬くわで耕しているおかげで土肌が見えているところもあるものの、まだ畑というより山の斜しや面めんだ。ちょうど慶行寺の裏手にあたる。

　ふうと大きな息を吐はいていると、遠くから源十に「こらーっ」と怒ど鳴なられた。

「まだ昼にもなってねえのにへばるやつがあるかー」

　ここからだと空豆くらいにしか見えないはずなのに、なかなか目め敏ざとい。千景は、「へばってなんかないよー」と叫さけび返すと、鍬の柄えを握り直した。

　悪あつ鬼きたちにさらわれたのを巽と源十に助けられ、一月近くが経たとうとしている。

　島の神社での神職の話は、巽を通して辞退させてもらった。いまは帝都にある巽の屋や敷しきで暮らしている。といっても巽は契ちぎり合ってすぐに遠征に出てしまったので、ほとんど源十と二人暮らしだ。朝から晩まで散々こき使ってくれるのが嬉うれしい。

（早くたっちゃん、帰ってこないかなぁ……）

　長雨の季節が終わる頃には戻ると言っていたので、もうすぐ帰ってくる頃だと思う。

　巽とは勾まが玉たまを交こう換かんした。幼い頃の巽と別れてから、ずっと千景が大切に持っていた勾玉を、いまは巽が持っている。そしていま、千景の首にぶら下がっている勾玉は、巽が持っていたものだ。

　どうか巽をお守りください。千景は毎日欠かさず祈いのっている。

　それにしても今日は暑い。源十に見えないようこっそり叢くさむらに隠かくれて汗を拭ふいていると、住職がやってきた。

「千景よ。精が出るな。あまり無理はするなよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。僕も大きくなりましたから」

　言いながら、住職と並んで辺りを見まわす。

「夏の終わりには段々畑になるといいんですけどね。大きな石が多くてなかなか……」

「ふふ。巽が帰ってくれば、簡単に掘ほり起こしてくれるだろうよ」

　ここが一面の段々畑になると、寺で暮らす子どもたちの食事も豊かなものになる。

　いまはまだない景色を夢見て鍬を振り上げたとき、頭ず巾きんを被かぶった子どもたちが駆かけてきた。

「ちかさーん、お茶を持ってきたよー」

　七つか八つの子どもたちから「ちかさん」と呼ばれると、胸がくすぐったくなる。

「ありがとう。ちょうど喉が渇かわいたなって思ってたところだったんだ」

　ずっしりと重たい竹たけ筒づつを渡わたしてくれる小さな手も愛いとおしい。子どもたちは、源十のところへも「げんさーん」と呼びながら駆けていく。

　源十が子どもたちを負ぶったり抱き上げたりするのを眺ながめていると、「ああ、そうだ」と住職が言った。

「麓ふもとに討伐隊の車が来ていたらしいぞ。もしや、巽が帰ってきたのかもしれぬ」

「本当にっ？」

「ああ、いや、車だけだ。巽かどうかは分からんが──」

　早く巽に会いたい。千景は鍬を置くと、作りかけの段々畑から飛び出した。

　だけどひとりで山門から出るなと巽からきつく言われているので、麓まで駆けていくことはできない。

　どうか巽でありますように。祈りながら境けい内だいを横切っている最中、名前を呼ばれた。

　千景──と確かに聞こえた。間ま違ちがいない、巽の声で。

　はっとして辺りを見まわすものの、境内では子どもたちが遊んでいるので、すぐに見つけられない。会いたくて会いたくて、空耳が聞こえてしまったのだろうか。

「たっちゃん、どこーっ？」

　焦じれて叫ぶと、「ここだ」と返ってくる。

　空耳ではない。やはり巽の声だ。

「どこなんだよーっ」

　叫びながら見まわしていると、銀杏いちようの木の陰かげからこっそり顔を覗のぞかせている巽が見えた。

　討伐隊の制服ではなく着物姿だ。緑りよく陰いんによく似た草色の地だったので気づかなかった。

「ちょっと、たっちゃん！」

　わざわざ隠れて焦らすような真似まねをしてくるとは思わなかった。

　いったいどれほど会いたいと思っていたか、分かっているのだろうか。怒おこるつもりで足取り荒あらく向かっていると、子どもたちが一いつ斉せいに巽を指さし、「みーつけたっ」と叫ぶ。

「たつみさま、みーつけたっ。次はたつみさまが鬼おに！」

「待て待て。言っただろう？　俺は住職さまに挨あい拶さつをせねばならん。かくれんぼの続きは昼ひる餉げのあとだ」

　巽は子どもたちの輪からすり抜ぬけると、さっと千景の手を取り、駆け出す。

「山門をくぐってすぐ、子どもらに捕つかまった。お前の顔を見るまでに日が暮れるかと思ったわ」

「なんだ、そういうこと」

　千景はくすくすと笑いながら、巽と走る。

「あ、住職さまなら段々畑だよ。たぶんまだあそこにおられると思うけど」

「しょっちゅう会っているからあとでいい。まずは千景と二人になるのが先だ」

「いいのかなぁ、礼れい儀ぎがなってないって叱しかられても知らないよ」

　言いつつも、千景も足を止める気にはなれなかった。

　巽と手を握り、ときどき肩かたをぶつけながら、一気に裏山を駆けのぼる。

　昨夜に降った雨のせいで一段と緑の匂においが強い。もうすぐ梅雨が明けるだろう。互たがいの頰ほおや肩に、濃こく鮮あざやかな葉は陰かげが模様を描えがいている。

　もうこれ以上は走れない。茂みを抜けて、ようやく二人揃そろって大木の幹に背を預ける。

　肩で息をする千景の隣となりでは、同じように巽が息をしている。どちらからともなく見つめ合い、互いに頰を綻ほころばせた。

「お帰り、たっちゃん」

「おう」

　まだ息が整わない。だけど巽と二人きりの時間を早く味わいたくて、その首根に飛びついて両腕を巻きつける。

　巽の眦まなじりに浮うかぶ、かすかな笑えみ。契り合ってから、巽から少しだけ殺さつ伐ばつさが抜けた。千景が微笑ほほえむと、巽はいつも眩まぶしそうな目で見つめてくる。この眼まな差ざしが好きでたまらない。

　深く交かわした口づけは、夏の始まりの緑が隠してくれた。







　あとがき







　こんにちは。つばき深み玲れいと申します。この度たびは「契けつ婚こん～鬼の恋と乱れ華～」をお手に取っていただき、ありがとうございます。初めて和風ファンタジーを書かせていただきました。架か空くうの時代のお話です。いろいろと突つっ込みどころがありますが、そこはどうかご容よう赦しやを。

　報むくわれることなど、これっぽっちも考えていない人の純愛モノです。開き直っている分、好き放題していますが（笑）、相馬の心の中の誰だれにも見せない場所に、大切にしまわれていたのが千景だったのだと思います。何だかんだとありつつも、めでたしめでたしな結末なので、あとがきから読まれる方にも、安心して読んでいただけたらなと思います。

　ラブ以外では、新政府対討伐隊や、恨うらみの感情の連れん鎖さなども書きたかったのですが、そこまではどうにもページ数が足りず……。だけど千景とともに生きていくことで、相馬は自分が見落としていたものに、おのずと気づいていくんじゃないでしょうか。「北風と太陽」の、北風ではなく太陽のやり方に行き着くことを願います。

　拙せつ作さくに華はなを添そえてくださったのは、兼かね守もり美み行ゆき先生です。お忙いそがしい中、イラストを引き受けてくださり、本当にありがとうございました。カバーラフが素す敵てきすぎだったので、わくわくしています。担当さまにも大変お世話になりました。いつもいつもありがとうございます。

　少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。

　　二〇一五年　七月


つばき深玲
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